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見逃せない食の祭典　2012 Perth Good Food & Wine Show
　今年で 5 回目となる「グッド・フード＆ワイン・ショー」がパー
ス・コンベンション・エキシビション・センターで開催される。
　今年も、特設レストランや各ブースでのグルメフードやワインの
テイスティングなどさらに内容も充実し、グルメを唸（うな）らせ
る食の祭典となる。
　毎年好評のセレブリティ・シアターでは、人気テレビ番組に出演
中のジョージ・カロンバリスやマヌー・フェルデルなどそうそうた
るシェフが顔をそろえる。
　ワインのテイスティングが解説付きで楽しめるワインシアター

や、チーズやパスタを学ぶクラスもお勧め。地元産のグルメフード、
ワイン、ドリンクなどさまざまな食材のブースも要チェック。

７月 13 日（金）〜 15 日（日）
Perth Convention and Exhibition Centre
入場料：一般＄33.50 ／コンセッション＄27.50 ／子供（６〜 16 歳）
＄25.50
前売りチケットは ticketek.com.au で。
www.goodfoodshow.com.au check it out!　P12

EUDERMINE
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　パース市主催の芸術祭「ウインターアー

トシーズン」の一環として、日本・東北

地方の風土や人、暮らしを表現した写真

展「TOHOKU − Through the Eyes of Japanese 

Photographers」が在パース日本国総領事館

との共催により７月９日から開催される。

　この写真展は、国際交流基金が東日本大

震災から１年という節目に企画した海外巡

回展で、東北にゆかりのある写真家らの視

点を通した作品を紹介する。

　被災地の状況や復興の様子をレポートす

るものではなく、1940 年代に撮影されたも

　世界最大の電波望遠鏡「スクエア・キロ

メートル・アレイ (SKA)」のアンテナ群が、

オーストラリアと南アフリカに分散建設さ

れることが５月 26 日に発表された。

　SKA の 建 設 地 に は オ ー ス ト ラ リ ア・

ニュージーランド連合と南アフリカが立候

補していたが、最終的に分散して建設され

　 富 士 通 株 式 会 社 は ６ 月 15 日、 キ ャ ン

ベ ラ に あ る オ ー ス ト ラ リ ア 国 立 大 学 の

National Computational Infrastructure（NCI）プ

ロジェクト向けのスーパーコンピュータシ

ステムを受注したことを明らかにした。

　このコンピュータシステムは、総理論演

算性能 1.2 ペタフロップスで南半球では最

高性能となり、同大学内に建築中の新デー

タセンター内に設置され、2013 年初旬より

稼働開始の予定。気象・気候モデルの研究

を中心に、オーストラリアでのさまざまな

先進研究に使われる。

　NCI は、オーストラリア国立大学とオー

【６月 18 日共同】

　東京電力は 18 日、三菱商事や日本郵船、

政府系の石油天然ガス・金属鉱物資源機構

（ＪＯＧＭＥＣ）と共同で、オーストラリ

ア沖にある天然ガス田の権益の一部を取得

することで合意したと発表した。総投資額

は 3500 億円程度とみられる。

　東電は当初、単独で取得する計画だった

が、福島第１原発事故で資金難に陥り、開

発を進める米資源大手シェブロン子会社と

　オーストラリア連邦政府は６月 13 日、

東日本大震災で被災した農家への支援に

４万豪ドルを拠出すると発表した。

　同政府は綿業団体のコットン ･ オーストラ

リアと共同で、震災の影響を受けた日本の稲

作農家に対し綿花栽培への転作をサポートし

ているが、さらに綿花収穫機の購入、輸送、

設置関連の支援に今回の拠出が充てられる。

東北の過去・現在・未来を感じる写真展　　
TOHOKU − Through the Eyes of Japanese Photographers

世界最大の電波望遠鏡　豪州、南アフリカで分散建設

富士通　オーストラリア国立大学からスパコンを受注　

豪ＬＮＧ権益を取得　官民共同で東電

オーストラリア　東北の綿花転作を支援　

　キリンホールディングス株式会社（KH）

は６月 18 日、同社の完全子会社である豪

州ライオン社が、クラフトビールの製造・

販売を行うリトルワールドビバレッジ社

（LWB）の発行済み全株式を取得し、完全

子会社とすることを発表した。

フリーマントル「リトルクリーチャーズ」
キリングループの完全子会社に

　豪州ライオン社は LWB 社の発行済

み株式総数の約 36％を既に保有し、長

年にわたり同社の事業運営を支援して

きた。今回残りの発行済み株式を１株

当たり 5.3 ドル、総額約２億 5000 万ド

ルで追加取得し、100％子会社とする

ことについて LWB の取締役会と合意

したとしている。

　LWB 社は、西豪州フリーマントルで

人気の地ビール「リトルクリーチャー

ストラリア連邦によって 2007 年に設立さ

れた組織。気候、計算化学、素粒子物理学、

天文学、材料科学、微生物学、ナノテク

ノロジー、光学など、さまざまな分野の

研究者に対し、高度な計算手法や専門家

による支援、高性能な計算機インフラス

トラクチャーなどのサービスを提供して

いる。

注 ) ペタフロップス： Peta floating-point 

operations per second. Peta は千兆（10 の 15 乗）

のことで、毎秒１千兆回の浮動小数点演算

数を表す。 
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ることが決まった。

　SKA はアンテナ 2000

〜 3000 台で構成され、

総開口面積が約１平方

キロメートルとなるこ

とからこう呼ばれ、建

設には 19 億豪ドルが

費やされる。2016 年に

着工し、2024 年までに

本格運用が開始される

見込みで、数千万光年

の交渉が難航。中国など海外勢が権益を狙

う動きもあり、官民共同での取得を決めた。

　対象は、オーストラリア北西部のウィー

トストーンＬＮＧプロジェクト。2016 年末

からプラントの運転を始め、年間 890 万トン

の液化天然ガス（ＬＮＧ）を生産する。契約

期間は 17 年度から最長 20 年間の予定。従来

の契約やシェブロン側からの追加買い付け

を合わせると、年間約 420 万トンのＬＮＧを

購入することになる。

　同発表にあたりジョー・ラドウィグ農水

林業大臣は「綿花は耐塩性がより高く、塩

分濃度の上昇した土壌でも栽培が可能であ

る。このプロジェクトは、種の提供や栽培

指導を含め、サプライチェーンの各段階に

おいて農家への支援を行うもの。現地の農

業復興にわが国が貢献できるのをうれしく

思う」と述べている。

のから現在までの作品を展示し、奥深い東

北の魅力を海外の人々に広く伝えることを

目的としている。

会場： Council House, 27 St Georges Terrace, Perth

期間：2012 年７月９日（月）〜 27 日（金）

時間：（月〜金）午前９時〜午後５時

	 （土）午前 11 時〜午後３時　日休

無料

問い合わせ先：在パース日本国総領事館　

広報文化班

Tel : (08) 9480 1800  E-mail: info@pt.mofa.go.jp

完成イメージ図

Photo:Tourism Western Australia

離れた銀河系の観測や宇宙に関する新しい

情報の収集が可能となる。

　オーストラリアの主要建設地は、西オー

ストラリア州ジェラルトンから 350 キロ

メートル北西のマーチソン地区。九州より

広い面積でありながら住人が 100 人余りの

ため、人工電波は極めて少ないという。

ズ」やビクトリア州ヒールスビルの「ホワ

イトラビット」を所有。豪州ライオン社は、

これらブランドを自社の商品ポートフォリ

オに加え、両社の強みを融合することで、

拡大が続く豪州クラフトビール市場におい

てさらなる成長を目指すとしている。

Longevity Dance, Motsuji Temple, 
Hideo Haga 
Hiraizumi, Iwate 1979
560 x 457, Gelatin Silver Print
Courtesy of Artist

Driving off Sparrows, Kitsunezaka, Taiyu Village 
Teisuke Chiba
C.1943
457 x 560, Lambda print
Courtesy of Teiko Chiba

Around Inagaki, Tsugaru-shi
Ichiro Kojima
1960
560 x 457, Gelatin Silver Print
Courtesy of Hiroko Kojima

Statue of Osawabutsu, Ourani 
Sanpou Koujin, Dewa Sanzan 
Masatoshi Naito
1981-82
1046 x 740 Lambda print
Courtesy of Artist
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【
６
月
12
日
共
同
】

　
絶
対
に
勝
つ
と
の
思
い
で
向
か

っ
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
、
正

面
か
ら
受
け
止
め
た
。
観
衆
は
４
万

を
超
え
た
敵
地
の
上
、
ボ
ー
ル
が
暴

れ
る
荒
れ
た
ピ
ッ
チ
で
も
、
日
本
ら

し
い
プ
レ
ー
を
見
失
わ
ず
に
勝
ち

点
１
を
つ
か
み
取
っ
た
。

　
劣
勢
の
前
半
を
乗
り
切
っ
て
迎

え
た
後
半
20
分
、
本
田
が
右
Ｃ
Ｋ
か

ら
短
い
パ
ス
を
つ
な
い
で
切
れ
込
ん

だ
。
岡
崎
の
横
を
す
り
抜
け
た
折
り

返
し
を
、
遠
い
サ
イ
ド
の
栗
原
が
決

め
て
先
制
し
た
。
本
田
は
「
人
数
を

か
け
て
攻
め
る
の
が
狙
い
で
、
得
点

シ
ー
ン
は
そ
れ
が
で
き
た
」
と
話
し

た
。
Ｐ
Ｋ
で
追
い
付
か
れ
た
が
、
逆

転
を
恐
れ
ず
に
攻
め
続
け
た
。

　
最
終
予
選
を
２
連
勝
発
進
し
た

日
本
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

格
下
オ
マ
ー
ン
と
の
初
戦
を
引
き

分
け
た
。
長
友
が
「
僕
ら
が
逆
の
立

場
で
も
、
命
を
懸
け
る
ぐ
ら
い
の
気

持
ち
で
く
る
」
と
み
て
い
た
通
り
、

気
合
十
分
の
相
手
に
序
盤
の
日
本

は
後
ず
さ
り
し
た
。
攻
め
て
も
勢
い

と
切
れ
が
な
く
、
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ

監
督
も
「
開
始
10
分
は
生
命
線
の

速
さ
が
不
足
し
て
い
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

　
だ
が
本
田
や
香
川
ら
が
冷
静
に

パ
ス
を
つ
な
ぎ
、
徐
々
に
ペ
ー
ス

を
握
っ
た
。
さ
ら
に
後
半
途
中
に

相
手
が
退
場
者
を
出
す
と
、
オ
マ

ー
ン
と
ヨ
ル
ダ
ン
を
粉
砕
し
た
攻

撃
力
が
、
最
大
の
強
敵
と
の
ア
ウ

ェ
ー
戦
で
も
の
ぞ
い
た
。
同
監
督

は
「
最
高
の
出
来
だ
っ
た
強
豪
と

敵
地
で
引
き
分
け
た
の
は
よ
か
っ

た
。
た
だ
、内
容
を
見
れ
ば
勝
て
た
。

悔
い
が
残
る
」
と
総
括
し
た
。
そ

う
欲
張
り
た
く
も
な
る
日
本
の
奮

闘
ぶ
り
だ
っ
た
。

 

【
シ
ド
ニ
ー
６
月
14
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
14
日
、

同
国
周
辺
の
海
域
に
「
世
界
最
大

の
海
洋
保
護
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
構
築
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。

生
態
系
の
保
護
に
加
え
、
魚
の
乱

獲
防
止
に
よ
る
食
糧
安
全
保
障
も

念
頭
に
置
い
た
措
置
。

　「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
」

（
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
）
の
開
催
を
来
週
に
控
え
、
バ

ー
ク
環
境
・
水
・
人
口
相
は
「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
海
洋
保
護
の
分

野
で
世
界
を
け
ん
引
す
る
」
と
強

調
し
た
。

　
政
府
は
、
環
境
法
に
基
づ
く
海

洋
保
護
区
の
指
定
海
域
を
現
行
の

27
カ
所
か
ら
60
カ
所
へ
倍
増
。
総

面
積
は
日
本
の
国
土
の
８
倍
以
上

に
当
た
る
３
１
０
万
平
方
キ
ロ
に

及
び
、
指
定
区
分
に
応
じ
て
漁
業

や
ガ
ス
・
油
田
探
査
な
ど
が
制
限

さ
れ
る
見
通
し
。

　
環
境
保
護
団
体
は
基
本
的
に
歓

迎
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
多

く
の
海
域
で
は
資
源
開
発
の
制
限

が
不
十
分
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
政
府
は
利
害
関
係
者
と
の
最
終

協
議
を
経
て
、
年
内
に
も
最
終
決

定
す
る
方
針
。
Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る

と
、
バ
ー
ク
氏
は
漁
業
関
係
者
に

総
額
１
億
豪
ド
ル
（
約
79
億
円
）

の
補
償
金
を
拠
出
す
る
考
え
を
示

し
た
。
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【
メ
ル
ボ
ル
ン
６
月
５
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
準
備
銀
行
（
中

央
銀
行
）
は
５
日
、政
策
金
利
を
０
・

25
％
引
き
下
げ
、
年
３
・
５
％
に
す

る
と
決
め
た
。
６
日
か
ら
適
用
す

る
。
２
カ
月
連
続
の
利
下
げ
で
、

２
０
０
９
年
11
月
以
来
の
低
水
準
。

【
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
６
月
12
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
巨
大
岩
石

ウ
ル
ル
（
英
語
名
エ
ア
ー
ズ
ロ

ッ
ク
）
近
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

１
９
８
０
年
、
生
後
間
も
な
い
女

児
が
行
方
不
明
と
な
り
、
国
内
外

の
注
目
を
集
め
た
事
件
で
、
地
元

準
備
銀
は
国
際
経
済
情
勢
の
先
行

き
が
「
一
段
と
不
透
明
」
だ
と
指
摘
、

さ
ら
な
る
金
融
緩
和
で
景
気
の
活

性
化
を
狙
う
。

　
準
備
銀
は
利
下
げ
の
背
景
に
つ

い
て
、
債
務
危
機
に
揺
れ
る
欧
州
経

済
が
一
段
と
落
ち
込
ん
で
い
る
上
、

検
視
当
局
は
12
日
、
女
児
は
デ
ィ
ン

ゴ
（
野
生
の
イ
ヌ
）
に
さ
ら
わ
れ

た
後
に
死
亡
し
た
と
結
論
づ
け
た
。

　
事
件
で
は
、
女
児
の
母
親
が
82

年
に
殺
人
罪
で
終
身
刑
判
決
を
受

け
た
後
、
デ
ィ
ン
ゴ
の
生
息
地
で

女
児
の
着
衣
が
見
つ
か
り
逆
転
無

中
国
経
済
に
も
減
速
懸
念
が
あ
る
と

強
調
。
国
内
経
済
は
緩
や
か
な
成
長

を
遂
げ
て
い
る
が
、
企
業
や
家
計
が

今
後
も
慎
重
姿
勢
を
崩
さ
な
い
可
能

性
が
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
５
月
に
は
０
・
５
％
の
大
幅
利
下

げ
を
実
施
し
た
が
、
市
場
に
は
さ
ら

な
る
緩
和
余
地
が
あ
る
と
み
る
向
き

が
あ
り
、
今
回
も
０
・
25
〜
０
・
５

％
の
利
下
げ
を
予
想
す
る
声
が
多
か

っ
た
。

罪
と
な
っ
た
。
母
親
は
一
貫
し
て
関

与
を
否
定
し
て
い
た
が
、
メ
デ
ィ
ア

は
過
剰
な
犯
人
視
報
道
を
展
開
。
少

数
派
宗
教
の
信
者
だ
っ
た
母
親
へ

の
偏
見
な
ど
も
指
摘
さ
れ
、
報
道
の

在
り
方
が
問
わ
れ
る
社
会
問
題
と

な
っ
た
。

　
女
児
は
ア
ザ
リ
ア
ち
ゃ
ん
で
、
遺

体
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
検
視
当

局
が
関
連
証
拠
か
ら
死
因
を
特
定
す

る
調
査
を
続
け
て
き
た
。

【
６
月
15
日
共
同
】

　
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
15

日
、
日
本
で
開
い
て
い
た
経
済
連

携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
締
結
に
向

け
た
交
渉
会
合
の
全
日
程
を
終
え

た
。
焦
点
の
農
業
分
野
で
は
、
牛

肉
な
ど
の
関
税
撤
廃
で
依
然
と
し

て
双
方
の
主
張
に
隔
た
り
が
あ
り
、

交
渉
に
目
立
っ
た
前
進
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
２
０
０
７
年
に
交
渉
を
始
め
て

か
ら
16
回
目
と
な
る
今
回
の
会
合

は
、
13
日
か
ら
開
催
。
日
本
か
ら
は

外
務
省
の
西
宮
伸
一
外
務
審
議
官

ら
が
出
席
し
、
農
業
の
ほ
か
、
貿
易
、

投
資
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野
を

協
議
し
た
。

　
農
産
物
の
対
日
輸
出
を
増
や
し

た
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
牛
肉
、

小
麦
、
乳
製
品
、
砂
糖
の
４
品
目
の

関
税
撤
廃
を
要
求
し
た
が
、
日
本
は

国
内
農
業
へ
の
影
響
を
懸
念
し
、
ま

と
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
交
渉
筋
は
「
立
場
に
開
き
が
あ
る
」

と
し
て
お
り
、
今
後
も
難
航
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
次
回
の
会
合
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ

ラ
で
開
く
予
定
。

　
日
本
の
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
に
対
し
て
も
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
支
持
の
前
提
と
し

て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
日
本
側
が
農
業

分
野
な
ど
で
市
場
開
放
に
前
向
き
な

姿
勢
を
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

【
６
月
23
日
共
同
】

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ロ
シ
ー
ト
と
い

う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
新
人
歌

手
の
ア
ル
バ
ム
「
ナ
イ
ト
・
ア
ン
ド
・

デ
イ
」（
ビ
ク
タ
ー
）
を
聴
い
て
、

驚
い
た
。
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
、
抜
群
の
声
量
と
歌
唱

力
で
歌
い
上
げ
て
い
る
。

　
多
少
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
歌
い
方

に
、
愁
い
を
帯
び
た
歌
声
、
キ
レ
の

あ
る
リ
ズ
ム
の
取
り
方
は
、
ま
さ
に

� 

シ
ナ
ト
ラ
節 

�
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
と
渡
り
合

い
、
貫
禄
た
っ
ぷ
り
だ
。
米
国
な
ど

で
は
「
シ
ナ
ト
ラ
の
再
来
」
と
騒
が

れ
た
ら
し
い
。

　
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
に
し
て
、
こ

の
技
量
。
さ
ら
に
、
１
９
９
４
年
２

月
９
日
生
ま
れ
と
聞
い
て
、
二
度
び

っ
く
り
だ
。
な
ん
と
御
歳
、
18
歳
！

　
記
者
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
、
貫
禄

あ
る
シ
ナ
ト
ラ
の
姿
と
い
う
と
、
30

代
以
降
な
の
だ
が
…
。
ど
ん
な
人
物

な
の
か
気
に
な
っ
て
、調
べ
て
み
た
。

　
ロ
シ
ー
ト
は
、
シ
ナ
ト
ラ
と
同

じ
イ
タ
リ
ア
系
移
民
の
子
孫
と
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ

ル
ン
に
生
ま
れ
た
。
ボ
ウ
タ
イ
に

ス
ー
ツ
、
ハ
ッ
ト
姿
で
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
お
し

ゃ
れ
な
お
子
さ
ま
だ
っ
た
わ
け
だ
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
ジ
ャ
ズ
や
オ
ペ
ラ

に
興
味
を
持
ち
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ

ー
ブ
レ
や
パ
バ
ロ
ッ
テ
ィ
を
好
ん

で
聴
い
た
と
い
う
。

　
才
能
に
気
付
い
た
祖
父
が
、
11
歳

か
ら
歌
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
さ
せ

た
。
16
歳
の
時
に
は
動
画
投
稿
サ
イ

ト
に
ア
ッ
プ
し
た
「
マ
イ
・
ワ
ン
・

ア
ン
ド
・
オ
ン
リ
ー
・
ラ
ブ
」
を
歌

う
姿
が
話
題
と
な
り
、
米
国
の
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
な
ど
テ
レ
ビ
番
組
か
ら

出
演
依
頼
が
殺
到
。
高
校
卒
業
を
機

に
、
本
格
的
な
歌
手
活
動
を
始
め
た

と
い
う
。

　
ピ
ア
ノ
を
弾
き
語
り
す
る
16
歳

当
時
の
動
画
を
見
て
み
た
が
、
そ
の

迫
力
あ
る
歌
唱
力
と
、
ど
こ
か
の

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
よ
う
な
見
た
目

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
い
。
渋
い
雰

囲
気
の
中
に
幼
さ
が
残
り
、
外
見
は

年
齢
不
詳
。
ま
る
で
縫
い
ぐ
る
み
の

ク
マ
さ
ん
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
実
力
と
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

備
え
た
こ
の
新
人
。
こ
の
先
、
人
生

経
験
を
重
ね
て
い
っ
て
、
表
現
力
は

ど
こ
ま
で
伸
び
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

世
界
最
大
の
海
洋
保
護
区
構
想
　
豪
が
発
表
　

【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
６
月
16
日
共

同
】

　
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
非

核
保
有
国
10
カ
国
が
「
核
兵
器
な
き

世
界
」
を
目
指
す
「
軍
縮
・
不
拡
散

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｎ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
）」
の

外
相
会
合
が
16
日
、
ト
ル
コ
最
大
都

市
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

　
会
合
で
は
、
核
保
有
国
の
保
有
状

況
の
「
透
明
性
」
を
確
保
す
る
方
策

な
ど
を
議
論
。
玄
葉
光
一
郎
外
相
も

会
合
で
「
国
際
社
会
の
共
通
の
関
心

事
」
と
し
て
北
朝
鮮
と
イ
ラ
ン
の
核

に
つ
い
て
も
問
題
を
提
起
、
Ｎ
Ｐ
Ｄ

Ｉ
の
存
在
感
を
高
め
た
い
考
え
だ
。

　
ま
た
会
合
に
は
、
２
０
１
０
年
の

核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
で
12
年
の
開
催
が
決
ま
っ

た
中
東
非
核
化
国
際
会
議
の
議
長

国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
参
加
。
中
東
の

全
て
の
国
に
中
東
非
核
化
国
際
会

議
へ
の
参
加
を
促
す
意
向
だ
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
外
相
会
合
は
、
非
核
保

有
国
が
連
携
し
て
発
言
力
を
強
め

よ
う
と
、
日
豪
両
国
の
主
導
で
10
年

９
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
４
回
目
で
、
14
年
春
に
は
広
島
で

開
催
予
定
。

農
業
で
隔
た
り
、
前
進
せ
ず

　
　
　
　
　
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

豪
、
０
・
２
５
％
追
加
利
下
げ

２
カ
月
連
続
、
活
性
化
狙
う

女
児
失
踪
は
野
犬
が
連
れ
去
り

豪
、
32
年
前
の
事
件
で
結
論 

非
核
保
有
国
が
外
相
会
合

　
　
　
　
　
　
　
日
豪
主
導
、
ト
ル
コ
で

敵
地
で
日
本
ら
し
さ
見
失
わ
ず

人
数
か
け
、
狙
い
通
り
に
先
制

「
シ
ナ
ト
ラ
の
再
来
」
は
18
歳

貫
禄
の
新
人
歌
手
ロ
シ
ー
ト
　「
ど
う
⁈
コ
レ
」
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【
マ
ド
リ
ー
ド
６
月
14
日
共
同
】

　
ス
ペ
イ
ン
の
財
政
危
機
が
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
。
銀
行
の
資

本
増
強
の
た
め
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
か
ら
最
大

１
千
億
€
（
ユ
ー
ロ
）（
約
10
兆
円
）

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
市
場
は
財
政
の
先
行
き
を

不
安
視
。
国
が
市
場
に
支
払
う
利

子
の
目
安
と
な
る
長
期
金
利
は
急

上
昇
し
、
破
綻
懸
念
が
現
実
味
を

増
す
。
背
景
に
は
、
日
本
と
同
様

の
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
あ
る
。

　
▽
幽
霊
団
地

　
５
月
上
旬
、
マ
ド
リ
ー
ド
市
東

南
の
バ
ジ
ェ
カ
ス
地
区
に
あ
る

新
興
住
宅
地
は
、
さ
な
が
ら
幽

霊
団
地
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

２
０
０
５
年
ご
ろ
に
建
設
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
こ
の
地
区
は
、
幅
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
道
路
が
縦
横
に
走
り
、

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
並
ぶ
。
だ

が
、
昼
間
で
も
人
通
り
は
ま
ば
ら

で
、
が
ら
ん
ど
う
の
住
宅
も
多
い
。

外
壁
だ
け
が
完
成
し
た
ま
ま
工
事

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
建
物
も
散
見
さ

れ
る
。

　
住
人
で
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
に

勤
め
る
ア
ル
バ
・
ロ
ペ
ス
さ
ん

（
37
）
は
近
く
の
建
設
現
場
に
つ
い

て
「
最
近
工
事
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
見
た
こ
と
が
な
い
。
完
成
し
た

と
こ
ろ
で
、
こ
の
不
景
気
じ
ゃ
売

れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

　
マ
ド
リ
ー
ド
北
部
で
商
業
地
や

住
宅
地
を
組
み
合
わ
せ
た
大
規
模

開
発
を
手
が
け
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

幹
部
の
エ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
ソ
ト

さ
ん
は
「
わ
れ
わ
れ
が
開
発
し
て

い
る
土
地
も
、
08
年
の
バ
ブ
ル
崩

壊
ま
で
な
ら
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
６
千
€
（
ユ
ー
ロ
）（
約
60
万

円
）
ぐ
ら
い
は
見
込
め
た
が
、
今

WORLD NEWS

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
６
月
14
日
共
同
】

　
米
人
気
歌
手
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
さ

ん
の
公
演
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
突

然
中
止
に
な
っ
た
。
背
景
に
は
暴
力

や
脅
迫
を
武
器
と
す
る
イ
ス
ラ
ム

強
硬
派
の
伸
長
が
あ
る
。
世
界
最
多

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
抱
え
な
が
ら

他
宗
教
や
異
文
化
へ
の
寛
容
さ
が

称
賛
さ
れ
る
同
国
だ
が
、
政
府
や
治

安
当
局
は
強
硬
派
の
取
り
締
ま
り

に
及
び
腰
で
、
排
他
的
な
思
想
が
社

会
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
の
懸
念

は
強
い
。

　
▽
悪
魔

　「
フ
ァ
ン
に
申
し
訳
な
い
。
私
も

打
ち
の
め
さ
れ
た
」。
日
本
や
韓
国

な
ど
を
回
る
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
中
、
６

月
に
予
定
し
て
い
た
首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
公
演
を
中
止
に
追
い
込
ま

れ
た
ガ
ガ
さ
ん
は
短
文
投
稿
サ
イ

ト
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
で
心
情
を
吐
露

し
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
防
衛
戦
線
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
）

な
ど
強
硬
派
団
体
が
、
肌
を
露
出
さ

せ
た
衣
装
を
「
不
道
徳
」
と
問
題
視

し
、歌
詞
に
つ
い
て
「
神
へ
の
冒
涜
。

ガ
ガ
は
悪
魔
」
と
糾
弾
。
力
ず
く

で
公
演
を
中
止
さ
せ
る
と
公
言
し
、

メ
ン
バ
ー
ら
は
チ
ケ
ッ
ト
１
５
０

枚
を
買
っ
て
会
場
占
拠
を
準
備
し

て
い
た
。

　
ガ
ガ
さ
ん
は
若
者
の
間
で
人
気

が
高
く
、
チ
ケ
ッ
ト
も
５
万
枚
超
が

販
売
済
み
だ
っ
た
が
、
主
催
者
は
安

全
上
の
理
由
か
ら
公
演
を
断
念
し
、

Ｆ
Ｐ
Ｉ
幹
部
は
「
勝
利
」
を
高
ら
か

に
宣
言
し
た
。

　「
当
局
が
暴
挙
を
見
逃
す
こ
と

で
、
強
硬
派
は
好
き
放
題
に
動
く
よ

は
そ
の
半
分
だ
」
と
浮
か
な
い
様

子
だ
。

　
▽
高
失
業

　
長
引
く
不
況
は
、
現
行
統
計
上

最
悪
の
24
％
超
と
い
う
高
失
業
率

に
跳
ね
返
っ
て
い
る
。
20
代
前
半

ま
で
の
若
年
失
業
率
は
約
50
％
と

特
に
深
刻
で
、
若
者
の
将
来
に
不

安
を
投
げ
か
け
る
。

　
建
築
家
の
ホ
ル
ヘ
・
ド
ル
シ
ュ

さ
ん
（
30
）
は
09
年
５
月
、
大
学

の
建
築
学
科
を
ト
ッ
プ
の
成
績
で

卒
業
。
教
授
の
建
築
事
務
所
に
そ

の
ま
ま
雇
わ
れ
た
。

　
だ
が
、
す
で
に
バ
ブ
ル
崩
壊
が

始
ま
っ
て
い
た
た
め
、
仕
事
は
次

第
に
減
り
、
半
年
後
、
自
発
的
に

事
務
所
を
や
め
、
今
は
イ
ラ
ス
ト

の
仕
事
で
な
ん
と
か
生
計
を
立
て

て
い
る
と
い
う
。「
仲
間
は
皆
、
中

南
米
や
ア
ジ
ア
に
行
っ
た
。
建
築

家
と
し
て
仕
事
を
し
た
け
れ
ば
国

を
出
る
し
か
な
い
」

　
マ
ド
リ
ー
ド
市
内
の
職
業
安
定

所
に
仕
事
を
探
し
に
来
た
マ
ル
タ
・

ガ
ル
シ
ア
さ
ん
（
30
）
は
「
も
う

【
タ
ラ
ワ
５
月
24
日
共
同
】

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇

の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
と
さ

れ
る
太
平
洋
の
島
し
ょ
国
を
日
本

に
招
き
、
25
日
か
ら
沖
縄
で
「
太

平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ

る
。
参
加
国
の
一
つ
、
キ
リ
バ
ス

で
は
、
自
国
で
の
生
活
を
断
念
す

る
事
態
も
視
野
に
、
政
府
が
同
じ

島
国
フ
ィ
ジ
ー
で
の
土
地
購
入
を

決
定
。
危
機
に
ひ
ん
す
る
小
さ
な

島
で
、
若
者
は
移
住
を
目
指
し
職

業
訓
練
に
励
ん
で
い
た
。

　
▽
潮
の
王
様

　「
こ
こ
に
亡
き
夫
と
の
思
い
出
の

詰
ま
っ
た
家
が
あ
っ
た
の
」。
首
都

タ
ラ
ワ
の
海
岸
に
広
が
る
集
落
で
、

バ
イ
ト
�
プ
・
タ
ウ
マ
ン
さ
ん

（
52
）
が
ひ
び
割
れ
た
基
礎
を
指
さ

し
た
。
２
年
半
前
、
大
潮
と
強
力

な
暴
風
雨
に
よ
る
大
波
で
護
岸
が

決
壊
。
周
辺
の
家
３
軒
が
さ
ら
わ

れ
た
。

　
以
来
、
政
府
の
調
査
団
が
何
度

も
訪
れ
、
昨
年
９
月
に
は
潘
基
文

国
連
事
務
総
長
も
視
察
し
た
が
、

崩
れ
た
護
岸
の
残
骸
が
今
も
放
置

さ
れ
た
ま
ま
だ
。
周
辺
は
私
有
地

と
い
い
、「
国
に
そ
こ
ま
で
整
備
す

る
予
算
が
な
い
ん
だ
」
と
地
元
住

民
。
大
潮
の
た
び
に
家
々
が
海
水

に
漬
か
る
。

　
年
に
数
回
、
水
位
が
ひ
と
き
わ

高
ま
る
潮
を
、
島
民
ら
は
畏
怖
の

念
を
込
め
て
「
キ
ン
グ
タ
イ
ド
（
潮

の
王
様
）」
と
呼
ぶ
。
海
面
上
昇
の

影
響
か
、
あ
る
住
民
は
「
十
数
年

前
よ
り
頻
度
が
増
え
た
」
と
話
す
。

近
年
は
暴
風
雨
を
伴
う
こ
と
も
多

く
、
環
境
省
幹
部
は
「
気
候
変
動

の
強
い
影
響
」
と
み
る
。

　
▽
塩
辛
い
地
下
水

　
陸
に
迫
る
海
水
は
さ
ら
に
、
貴

重
な
生
活
用
水
を
奪
い
つ
つ
あ
る
。

「
島
で
と
れ
る
野
菜
は
昔
に
比
べ
、

小
さ
く
な
っ
た
」。
飲
食
店
主
の
タ

ー
ビ
ア
・
カ
バ
ウ
ア
さ
ん
（
42
）
は
、

地
下
水
の
塩
分
濃
度
が
増
し
て
い

る
の
が
主
因
と
み
る
。

　
小
さ
な
島
国
で
は
、
飲
み
水
や

農
業
用
水
は
地
下
水
に
依
存
す
る
。

国
が
供
給
す
る
水
道
は
２
日
に
１

回
、
２
時
間
し
か
利
用
で
き
ず
、

多
く
の
住
宅
は
井
戸
を
設
け
る
が
、

カ
バ
ウ
ア
さ
ん
は
「
最
近
は
大
潮

時
に
は
塩
辛
く
て
と
て
も
飲
め
ず
、

植
物
に
も
や
れ
な
い
」
と
こ
ぼ
す
。

　
キ
リ
バ
ス
の
人
口
の
大
半
は
海

抜
２
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
地
で
暮

ら
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

に
よ
る
と
、
キ
リ
バ
ス
周
辺
の
海

面
は
過
去
20
年
間
、
毎
年
数
ミ
リ

ず
つ
上
昇
。
タ
ラ
ワ
周
辺
で
は

２
０
５
５
年
ま
で
に
最
大
30
セ
ン

チ
近
く
上
昇
す
る
と
予
測
す
る
。

さ
ら
に
世
界
銀
行
は
、
タ
ラ
ワ
の

あ
る
島
の
５
〜
８
割
が
50
年
ま
で

に
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告

し
た
。

　
▽
最
後
の
手
段

　
危
機
感
を
募
ら
す
キ
リ
バ
ス
政

府
は
３
月
、
南
方
フ
ィ
ジ
ー
の
土

地
を
購
入
す
る
こ
と
を
決
定
。
議

会
も
４
月
に
承
認
し
た
。
塩
害
の

深
刻
化
な
ど
に
備
え
、
当
面
は
農

地
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
考
え
だ

が
、ト
ン
大
統
領
は
「
最
後
の
手
段
」

と
し
て
国
民
の
移
住
も
視
野
に
入

れ
る
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
土
地
は
約

23
平
方
キ
ロ
で
、
約
35
万
人
が
住

む
東
京
都
品
川
区
と
ほ
ぼ
同
じ
面

積
。
10
万
人
強
の
全
国
民
が
住
む

こ
と
も
可
能
と
み
ら
れ
る
。

１
年
以
上
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。

失
業
手
当
は
月
９
０
０
€
（
ユ
ー

ロ
）
ほ
ど
も
ら
え
る
け
ど
、
家
賃

や
光
熱
費
を
払
う
の
が
や
っ
と
」

と
あ
き
ら
め
顔
だ
。

　
銀
行
が
無
謀
な
融
資
を
続
け
て

膨
ら
ま
せ
た
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た

後
、
不
動
産
価
格
が
下
げ
止
ま
ら

ず
に
不
良
債
権
が
増
え
続
け
る
と

い
う
構
図
は
２
０
０
０
年
代
初
め

ま
で
の
日
本
と
重
な
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
シ

ル
ク
ロ
・
デ
・
エ
ン
プ
レ
サ
リ
オ
の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
イ
グ
ナ
シ
オ
・
メ

ズ
キ
タ
氏
は
、
バ
ブ
ル
の
背
景
に
は

ユ
ー
ロ
導
入
が
あ
っ
た
と
指
摘
す

る
。
域
内
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を

気
に
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
他
国
か
ら
の
投
資
マ
ネ
ー
が

一
気
に
流
入
。
ピ
ー
ク
時
の
06
年
に

は
、
英
国
と
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を

足
し
た
よ
り
も
多
く
の
住
宅
が
着
工

さ
れ
た
。「
す
べ
て
借
り
た
お
金
だ
っ

た
の
に
、
自
分
た
ち
が
豊
か
に
な
っ

た
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
あ
る
朝
、

目
が
覚
め
て
、
そ
れ
が
間
違
い
だ
っ

た
こ
と
に
気
付
い
た
ん
だ
」。

不
動
産
バ
ブ
ル
の
傷
痕
深
く

若
者
覆
う
将
来
不
安 

う
に
な
っ
た
」
と
同
国
の
評
論
家
ウ

ィ
ト
ラ
ル
氏
。
Ｆ
Ｐ
Ｉ
は
昨
年
に

も
、
異
端
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教

の
少
数
派
ア
ハ
マ
デ
ィ
ア
信
者
約

20
人
が
住
む
家
屋
を
メ
ン
バ
ー
ら

約
千
人
で
襲
い
３
人
を
殺
し
た
が
、

警
官
ら
は
現
場
で
傍
観
し
て
い
た
。

　
▽
闇
の
関
係

　 

治
安
当
局
の
弱
腰
の
背
景
に
は

強
硬
派
と
の
深
い
闇
の
関
係
が
あ

る
。
１
９
９
８
年
の
Ｆ
Ｐ
Ｉ
創
設
に

は
軍
・
警
察
の
幹
部
が
関
わ
っ
た
と

さ
れ
、
今
も
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
月
）

中
に
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
の
摘

発
を
警
察
と
合
同
で
実
施
。
あ
い
さ

つ
料
を
払
わ
な
い
店
は
襲
撃
す
る

と
脅
し
、
資
金
集
め
を
し
て
い
る
と

の
う
わ
さ
は
絶
え
な
い
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｉ
幹
部
は
共
同
通
信
の
取

材
に
「
警
察
と
は
良
好
な
関
係
で
、

治
安
を
守
る
た
め
情
報
交
換
し
て

い
る
」
と
悪
び
れ
ず
に
語
っ
た
。

　
警
察
だ
け
で
な
く
ユ
ド
ヨ
ノ
大

統
領
も
規
制
に
消
極
的
だ
。
対
応
を

誤
れ
ば
イ
ス
ラ
ム
系
政
党
な
ど
か

ら
「
イ
ス
ラ
ム
軽
視
」
と
批
判
さ
れ

か
ね
な
い
た
め
だ
。

　
異
文
化
へ
の
寛
容
さ
が
「
世
界

の
模
範
」（
オ
バ
マ
米
大
統
領
）
と

称
賛
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
が
、

強
硬
派
の
主
張
が
最
近
、
社
会
全
体

に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

　
１
月
の
世
論
調
査
で
は
、
25
％
以

上
が
他
宗
教
の
信
者
を
信
頼
し
な

い
と
回
答
。
７
割
近
く
が
他
宗
教
の

施
設
が
近
所
に
建
設
さ
れ
る
の
を

望
ま
な
い
と
答
え
、
地
元
紙
は
「
寛

容
さ
を
失
い
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
」
と
１
面
で
大
き
く
報
じ
、
こ

の
潮
流
は
強
硬
派
の
伸
長
が
原
因

と
指
摘
し
た
。

　
英
国
の
人
権
活
動
家
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
氏
は
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
伝
統
的
に
多
様
性
が
認

め
ら
れ
、
寛
容
な
イ
ス
ラ
ム
社
会
を

築
い
て
き
た
。
だ
が
、
も
し
今
、
政

府
が
何
の
対
策
も
取
ら
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
無
に
な
り
か

ね
な
い
」
と
警
告
し
た
。

広
が
る
不
寛
容
に
懸
念 

ガ
ガ
さ
ん
公
演
中
止
に 

水
没
危
機
で
海
外
移
住
も

太
平
洋
の
島
国
キ
リ
バ
ス 
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【
６
月
15
日
共
同
】

　「
似
た
人
間
が
い
る
。
確
認
し

て
」。
15
日
午
前
９
時
す
ぎ
、
東
京
・

西
蒲
田
の
漫
画
喫
茶
。
店
員
の
訴

え
に
捜
査
員
は
首
を
か
し
げ
た
。

「
似
て
な
い
な
、
違
う
ん
じ
ゃ
な
い

か
」。
男
は
気
付
い
た
の
か
、
会
計

を
済
ま
せ
足
早
に
店
を
出
た
。「
あ

の
人
で
す
」。
さ
ら
に
確
認
を
求
め

る
店
員
に
捜
査
員
は
「
も
し
か
し

た
ら
。
職
務
質
問
し
よ
う
」。
17
年

に
及
ぶ
逃
亡
劇
が
終
わ
り
を
告
げ

た
の
は
、
そ
の
直
後
だ
っ
た
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
で
最
後
に

残
っ
た
特
別
手
配
高
橋
克
也
容
疑

者
（
54
）
の
15
日
の
逮
捕
劇
。
建

設
会
社
の
寮
ま
で
迫
っ
て
か
ら
11

日
後
、
警
視
庁
捜
査
員
が
職
務
質

問
で
何
と
か
身
柄
を
確
保
し
た
が
、

漫
画
喫
茶
店
員
が
繰
り
返
し
要
請

し
な
け
れ
ば
、
再
び
逃
が
す
恐
れ

も
あ
っ
た
。

　
３
日
に
逮
捕
さ
れ
た
元
信
者
菊

地
直
子
容
疑
者
（
40
）
の
供
述
な

ど
か
ら
、
高
橋
容
疑
者
が
川
崎
市

に
「
櫻
井
信
哉
」
の
偽
名
で
潜
伏

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
警
視
庁
の
捜
査
員
が
こ
う
し
た

情
報
に
基
づ
き
、
約
10
年
に
わ
た

り
高
橋
容
疑
者
が
暮
ら
し
た
川
崎

市
幸
区
の
ア
パ
ー
ト
に
向
か
っ
た

の
は
４
日
未
明
。
し
か
し
、
ア
パ
ー

ト
の
部
屋
は
既
に
引
き
払
わ
れ
て

お
り
、
転
居
先
の
建
設
会
社
社
員

寮
を
割
り
出
し
た
の
は
午
後
６
時

半
だ
っ
た
。

【
６
月
７
日
共
同
】

　
待
ち
望
ん
で
い
た
日
だ
っ
た
。
７

日
、
東
京
高
裁
が
東
京
電
力
女
性
社

員
殺
害
事
件
で
ゴ
ビ
ン
ダ
・
プ
ラ
サ

ド
・
マ
イ
ナ
リ
元
被
告
（
45
）
の
再

審
開
始
を
決
め
た
。「
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
。
一
日
も
早
く
帰
国

し
た
い
」。
元
被
告
は
喜
び
を
か
み

し
め
る
よ
う
に
話
し
、
ネ
パ
ー
ル
か

ら
駆
け
つ
け
た
妻
や
娘
は
抱
き
合
っ

て
喜
ん
だ
。

　
７
日
午
前
10
時
す
ぎ
、
東
京
高
裁

か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
弁
護
士
が「
開

始
決
定
」
と
書
か
れ
た
紙
を
広
げ
る

と
、
待
ち
受
け
た
支
援
者
か
ら
大
き

な
歓
声
と
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

　
元
被
告
の
妻
ラ
ダ
さ
ん
（
42
）
は

そ
の
瞬
間
、
両
脇
に
い
た
長
女
ミ

テ
ィ
ラ
さ
ん
（
20
）
と
次
女
エ
リ
サ

さ
ん
（
18
）
を
抱
き
寄
せ
、
涙
を
流

し
た
。
目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
「
う

れ
し
く
て
、
う
れ
し
く
て
、
う
れ
し

く
て
し
ょ
う
が
な
い
」
と
感
激
し
た

様
子
だ
っ
た
。

　
エ
リ
サ
さ
ん
も
「
父
と
は
一
緒
に

住
む
こ
と
も
食
事
す
る
こ
と
も
こ
れ

ま
で
で
き
な
か
っ
た
。
も
う
す
ぐ
で

き
る
と
思
う
と
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
記
者
会
見
し
た
ラ
ダ
さ

ん
は
、
８
日
に
元
被
告
と
面
会
す

る
予
定
だ
と
話
し
「『
お
め
で
と
う
』

と
言
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
た
。

　
決
定
後
に
横
浜
刑
務
所
で
面
会
し

た
弁
護
士
に
よ
る
と
、
マ
イ
ナ
リ
元

被
告
は
「
も
う
刑
務
所
に
い
る
理
由

は
な
い
。
15
年
間
の
時
間
は
も
う
戻

ら
な
い
。
検
察
は
こ
れ
以
上
時
間
を

奪
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
早
期
釈
放

を
求
め
た
。

　
面
会
中
は
終
始
落
ち
着
い
た
様
子

で
「
弁
護
士
、
支
援
者
の
精
い
っ
ぱ

い
の
努
力
、
支
援
の
結
果
で
す
。
一

日
も
早
く
ネ
パ
ー
ル
に
帰
国
し
て
、

病
気
の
お
母
さ
ん
に
会
い
た
い
」
と

日
本
語
で
語
っ
た
と
い
う
。

　
主
任
弁
護
人
の
神
山
啓
史
弁
護

士
は
「
た
だ
ち
に
釈
放
さ
れ
、
家
族

の
も
と
に
戻
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
つ

つ「
正
直
言
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
」

と
感
慨
深
げ
に
話
し
た
。

　
恋
愛
結
婚
し
た
ラ
ダ
さ
ん
と
元

被
告
が
一
緒
に
暮
ら
し
た
期
間
は

約
２
年
９
カ
月
だ
け
。
１
９
９
４
年

に
元
被
告
が
来
日
し
て
以
降
、
離
れ

離
れ
の
日
々
が
続
い
た
。

　
２
歳
と
生
後
数
カ
月
で
別
れ
た

２
人
の
娘
に
は
父
と
の
思
い
出
は

な
く
、
物
心
つ
い
て
か
ら
会
っ
た
の

は
数
え
る
ほ
ど
。
元
被
告
も
６
日
の

面
会
で
、
２
人
の
ど
ち
ら
が
ミ
テ
ィ

ラ
さ
ん
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た

ほ
ど
だ
っ
た
。

　
家
族
を
引
き
裂
い
た
15
年
を
「
と

て
も
暗
い
期
間
だ
っ
た
が
、
夫
の

愛
を
信
じ
て
耐
え
て
き
た
」
と
振

り
返
っ
て
い
た
ラ
ダ
さ
ん
。
元
被

告
も
６
日
の
面
会
で
「
明
日
は
私

た
ち
家
族
に
い
い
知
ら
せ
が
届
く

だ
ろ
う
」
と
期
待
を
の
ぞ
か
せ
て

い
た
と
い
う
。

【
６
月
６
日
共
同
】

　「
皇
室
の
た
め
に
な
る
の
な
ら
、

い
つ
で
も
犠
牲
に
な
る
の
が
宮
家
の

務
め
」

　
三
笠
宮
家
の
寛
仁
さ
ま
が
皇
族
と

し
て
の
気
構
え
を
語
っ
て
く
れ
た
の

は
２
０
０
５
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
東

京
・
元
赤
坂
の
親
王
邸
で
テ
ー
ブ
ル

を
挟
み
、
麦
焼
酎
を
酌
み
交
す
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
自
ら
お
湯
で
薄
く
割

り
、
お
い
し
そ
う
に
飲
み
な
が
ら
話

す
口
ぶ
り
か
ら
は
、
公
の
場
で
見
せ

る
豪
放
な
姿
の
陰
に
隠
れ
た
繊
細
な

思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
皇
室
の
在
り
方
を
問
い
掛
け
る
と

「
振
り
子
」
に
例
え
た
。「
政
治
や
社

会
が
左
右
に
揺
れ
て
も
、
軸
と
し

て
の
皇
室
が
動
じ
て
は
い
け
な
い
」。

皇
室
の
存
在
意
義
を
深
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
も
っ
と
積
極
的

に
国
民
と
関
わ
る
べ
き
だ
と
身
を
乗

り
出
し
て
語
っ
た
。

　
皇
室
へ
の
思
い
が
「
異
端
」
と
呼

【
６
月
16
日
共
同
】

　
大
阪
・
ミ
ナ
ミ
の
路
上
で
男
女

２
人
が
刺
殺
さ
れ
た
事
件
は
17
日

で
発
生
か
ら
１
週
間
。
礒
飛
京
三

容
疑
者
（
36
）
が
将
来
へ
の
期
待

と
不
安
の
間
で
揺
れ
な
が
ら
大
阪

に
や
っ
て
き
た
姿
が
、
関
係
者
の

話
か
ら
浮
か
ぶ
。「
死
に
き
れ
な

か
っ
た
」
と
の
供
述
に
否
定
的
な

見
方
が
あ
る
一
方
「
孤
立
感
が
あ
っ

た
の
で
は
」
と
み
る
捜
査
幹
部
も
。

動
機
の
解
明
に
向
け
た
捜
査
は
今

後
本
格
化
す
る
。

　
幼
い
頃
に
母
親
が
病
死
、
そ
れ

を
境
に
父
親
の
会
社
の
経
営
も
不

振
に
な
り
、
３
万
円
弱
の
家
賃
を

滞
納
す
る
な
ど
苦
し
い
生
活
が
続

い
た
。「
お
と
な
し
く
て
従
順
」「
親

思
い
」。
礒
飛
容
疑
者
の
子
ど
も

　
菊
地
容
疑
者
の
逮
捕
を
知
っ
た

高
橋
容
疑
者
は
そ
の
３
時
間
半
前
、

信
用
金
庫
で
下
ろ
し
た
預
金
な
ど

を
手
に
寮
を
逃
げ
出
し
て
い
た
。

　
警
視
庁
築
地
署
捜
査
本
部
は
連

日
、
姿
を
と
ら
え
た
防
犯
カ
メ
ラ

の
映
像
や
高
橋
容
疑
者
が
購
入
し

た
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
、
似
顔
絵
を

公
開
。
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
を

頼
り
に
捜
査
を
進
め
、
な
ん
と
か

逮
捕
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　
目
前
に
迫
り
な
が
ら
、
10
日
以
上

逃
亡
を
許
し
た
の
は
、
高
橋
容
疑
者

が
一
枚
上
手
だ
っ
た
の
か
、
警
察
が

後
手
に
回
っ
た
か
ら
な
の
か
。

　
警
視
庁
幹
部
の
一
人
は
今
回
の

追
跡
に
つ
い
て
、
大
み
そ
か
に
出

頭
し
た
平
田
信
被
告
（
47
）
を
機

動
隊
員
が
追
い
返
し
た
失
態
に
重

ね
合
わ
せ
る
。「
あ
の
時
の
出
頭
の

対
応
と
変
わ
ら
な
い
。
ぎ
り
ぎ
り

セ
ー
フ
で
逮
捕
で
き
た
」
と
苦
虫

を
か
み
つ
ぶ
す
よ
う
な
表
情
で
話

し
た
。

ば
れ
る
言
動
と
な
り
、
波
紋
を
広
げ

た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
１
９
９
２
年
、
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
の
中
国
訪
問
に
反
対
し
、
小
泉
純

一
郎
政
権
時
の
05
年
に
は
女
系
天
皇

容
認
に
傾
い
た
皇
室
典
範
改
正
議
論

を
批
判
し
た
。

　「
政
治
的
と
の
非
難
は
承
知
の

上
」。
率
直
な
発
言
や
行
動
は
、
宮

内
庁
だ
け
で
な
く
天
皇
家
と
の
間
に

も
溝
を
生
ん
だ
が
「
他
の
皇
族
が
で

き
な
い
こ
と
を
や
る
の
が
役
目
」
と

信
念
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
２
人
の
娘
さ
ん
が
話
題
に
な
る

と
「
結
婚
の
話
な
ら
、
す
ぐ
に
で
も

聞
き
た
い
ぐ
ら
い
」
と
優
し
い
父
親

の
顔
に
な
っ
た
。
日
本
美
術
史
を
研

究
す
る
長
女
彬
子
さ
ま
（
30
）
が
英

国
留
学
し
た
際
の
こ
と
を
思
い
出
し

「
厳
し
い
環
境
で
勉
強
が
し
た
い
と

言
っ
て
き
た
」
と
誇
ら
し
げ
な
表
情

に
。
ス
キ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
務
め
る
な
ど
父
の
ス
ポ
ー
ツ
好
き

時
代
を
知
る
栃
木
県
の
親
族
ら
は

口
々
に
話
す
。

　
だ
が
、
中
学
卒
業
後
に
印
象
は
一

変
。
暴
走
族
に
入
る
と
、
髪
を
茶

色
に
染
め
、
目
つ
き
も
悪
く
な
り
、

周
囲
と
も
距
離
を
置
い
た
。

　
そ
の
後
内
装
会
社
で
働
い
て
い

た
こ
ろ
は
、
礼
儀
正
し
く
仕
事
ぶ
り

も
真
面
目
だ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、

生
活
は
困
窮
し
た
ま
ま
で
覚
せ
い

剤
事
件
を
起
こ
す
な
ど
、
次
第
に
不

安
定
さ
が
増
し
た
。
約
10
年
前
に
父

も
他
界
、
身
寄
り
も
な
く
し
た
。

　
２
０
１
０
年
、
生
活
保
護
の
申
請

に
訪
れ
た
宇
都
宮
市
役
所
の
警
備

員
へ
の
暴
行
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
「
生

活
に
困
っ
て
い
る
」
と
供
述
し
た
。

　
覚
せ
い
剤
事
件
で
服
役
中
、
元
上

司
に
は
３
〜
４
カ
月
ご
と
に
謝
罪

を
受
け
継
ぎ
、
剣
道
の
有
段
者
で
も

あ
る
次
女
瑶
子
さ
ま
（
28
）
に
は
「
気

遣
い
も
で
き
る
子
な
の
で
、
心
配
し

て
い
な
い
」
と
温
か
な
ま
な
ざ
し
を

浮
か
べ
た
。

　
度
重
な
る
が
ん
の
再
発
と
手
術
を

乗
り
越
え
て
き
た
。「
皇
族
だ
か
ら

と
い
っ
て
秘
密
に
す
る
必
要
は
な

い
」
と
自
ら
の
闘
病
体
験
を
本
に
も

ま
と
め
た
。
苦
し
ん
で
い
る
人
と
同

じ
立
場
で
あ
ろ
う
と
し
た
姿
勢
に
、

親
し
い
関
係
者
の
一
人
は
「
決
し
て

諦
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
自
ら
の
姿
勢
で
伝
え
よ
う

と
し
た
。
強
靱
な
精
神
力
が
な
い
と

で
き
な
い
」
と
振
り
返
る
。

　
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
口
ひ
げ
に
、

相
手
へ
の
親
し
み
を
込
め
た
、
が

ら
っ
ぱ
ち
な
口
調
。
そ
ば
に
は
、
い

つ
も
酒
と
た
ば
こ
が
あ
っ
た
。
若
い

こ
ろ
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
昭
和
の

陛
下
が
大
好
き
だ
っ
た
」
と
繰
り
返

し
た
。

　
静
か
に
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
、
一
般
の
国
民
か
ら
は
遠
い

世
界
と
も
感
じ
ら
れ
る
皇
室
に
あ
っ

て
、
自
分
流
を
貫
い
た
。
強
い
個
性

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
だ
っ
た
。

の
手
紙
を
出
し
た
。「
仕
事
が
不
安
」

と
も
漏
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
今

年
５
月
24
日
に
満
期
出
所
す
る
と
、

保
護
観
察
所
で
「
帰
る
場
所
も
頼
る

人
も
い
な
い
」
と
訴
え
、
栃
木
県
の

民
間
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
入
っ
た
。

　
半
年
は
無
料
で
食
事
や
住
居
が

保
証
さ
れ
る
が
、
外
部
と
の
連
絡

が
制
限
さ
れ
る
生
活
。
６
月
８
日
、

わ
ず
か
半
月
で
抜
け
出
す
と
、
あ

る
親
戚
を
約
10
年
ぶ
り
に
訪
ね
「
閉

じ
込
め
ら
れ
た
生
活
だ
っ
た
」
と
施

設
へ
の
不
満
を
漏
ら
し
た
。

　「
仕
事
が
あ
る
と
知
人
が
言
っ
て

い
る
」。
翌
９
日
に
明
る
い
表
情
で

大
阪
へ
向
か
っ
た
。
あ
る
捜
査
幹
部

は
「
住
む
場
所
も
仕
事
の
条
件
も
決

ま
っ
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
わ
ざ
わ

ざ
大
阪
に
来
た
の
か
」
と
首
を
か
し

げ
る
。

　
知
人
ら
と
観
光
し
、
夜
は
酒
を
飲

ん
だ
が
、
翌
日
昼
す
ぎ
に
は
宿
泊
し

た
知
人
宅
を
抜
け
出
し
た
。
コ
ン
ビ

ニ
で
全
財
産
を
引
き
出
し
、
現
場
近

く
の
百
貨
店
で
包
丁
を
購
入
す
る

と
、
事
件
現
場
に
直
行
し
た
。
希

望
を
抱
い
て
栃
木
を
た
っ
て
か
ら
、

わ
ず
か
１
日
余
り
の
こ
と
だ
っ
た
。

　「
自
殺
を
思
い
立
っ
た
が
死
に
き

れ
な
か
っ
た
」
と
供
述
し
た
礒
飛
容

疑
者
だ
が
、
府
警
南
署
捜
査
本
部
に

よ
る
と
自
殺
を
図
っ
た
形
跡
は
な

い
。
南
署
に
入
る
礒
飛
容
疑
者
の
目

は
う
つ
ろ
だ
っ
た
。

　
元
上
司
は
「
出
所
後
、施
設
に
入
っ

て
安
心
し
て
い
た
の
に
、
裏
切
ら
れ

た
気
分
だ
」
と
肩
を
落
と
し
た
。

ぎ
り
ぎ
り
の
身
柄
確
保

退
店
直
前
、
店
員
が
２
度
促
す 

待
望
の
日
、
喜
び
か
み
し
め

「
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
」

貫
き
通
し
た
自
分
流 

豪
放
の
陰
に
繊
細
さ 

期
待
と
不
安
に
揺
れ
大
阪
へ

動
機
解
明
こ
れ
か
ら
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【
６
月
19
日
共
同
】

　
年
金
基
金
の
運
用
に
絡
み
詐
欺

容
疑
で
、
警
視
庁
が
19
日
、
逮
捕

し
た
Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
社
長
浅
川

和
彦
容
疑
者
（
60
）
は
野
村
証
券

時
代
、
優
秀
な
営
業
マ
ン
と
し
て

知
ら
れ
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
設
立
後
は
旧
社

会
保
険
庁
（
現
・
日
本
年
金
機
構
）

Ｏ
Ｂ
と
の
関
係
を
武
器
に
会
社
を

急
成
長
さ
せ
た
。

　「
底
抜
け
に
明
る
い
。
若
い
こ
ろ

か
ら
営
業
向
き
だ
っ
た
」。
野
村
証

券
で
同
期
入
社
の
元
同
僚
は
振
り

返
る
。
３
０
０
人
近
い
同
期
の
中

で
も
浅
川
容
疑
者
の
評
判
は
よ
く

耳
に
し
た
と
い
う
。

　
別
の
元
同
僚
に
よ
る
と
、
若
い

こ
ろ
は
せ
っ
け
ん
で
髪
を
洗
う
な

ど
身
な
り
に
無
頓
着
で
「
仕
事
一

【
６
月
５
日
共
同
】

　
厳
し
さ
が
続
く
大
学
生
の
就
職

活
動
だ
が
、
対
照
的
に
企
業
や
病

院
の
採
用
担
当
者
か
ら
引
っ
張
り

だ
こ
な
の
が
薬
学
部
の
学
生
た
ち

だ
。
薬
学
部
が
４
年
制
か
ら
６
年

制
に
移
行
し
、
卒
業
生
が
極
端
に

少
な
い
空
白
期
間
が
生
ま
れ
た
影

響
で
� 

超
売
り
手
市
場 

�
に
な
っ

て
い
る
。「
ど
ん
な
学
生
で
も
い
い
」

と
漏
ら
す
企
業
も
あ
り
、
争
奪
戦

は
熱
を
帯
び
て
い
る
。

　
薬
剤
師
の
国
家
試
験
を
受
け
る

に
は
大
学
薬
学
部
で
の
履
修
が
条

件
。
薬
物
療
法
の
高
度
化
な
ど
を
受

け
、
薬
剤
師
の
専
門
性
を
高
め
よ
う

と
、
２
０
０
６
年
４
月
の
入
学
生
か

ら
薬
学
部
は
６
年
制
に
な
っ
た
。

　
４
年
制
「
最
後
」
の
学
生
は
09
年

３
月
に
卒
業
し
、
６
年
制
最
初
の
学

生
は
今
年
３
月
に
卒
業
。
こ
の
間
の

10
年
３
月
と
11
年
３
月
の
卒
業
生

は
留
年
し
た
学
生
な
ど
少
数
に
限

筋
の
熱
血
漢
」。
行
き
つ
け
の
バ
ー

に
ま
で
海
外
の
株
価
が
表
示
さ
れ
る

端
末
を
持
ち
込
ん
で
、
酒
を
飲
む
こ

と
も
。
バ
ー
の
店
主
は
「
根
は
と
に

か
く
真
面
目
だ
っ
た
」
と
話
す
。

　
１
９
９
４
年
、
熊
本
支
店
長
を
最

後
に
、
野
村
証
券
を
退
社
。
外
資
系

証
券
会
社
な
ど
を
経
て
投
資
顧
問
会

社
を
設
立
し
、
２
０
０
４
年
に
商
号

を
「
Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
」
と
し
た
。

同
じ
こ
ろ
知
り
合
っ
た
旧
社
保
庁
Ｏ

Ｂ
石
山
勲
氏
（
75
）
が
、
年
金
業
界

で
浅
川
容
疑
者
が
躍
進
す
る
き
っ
か

け
と
な
る
。

　
石
山
氏
は
当
時
、
都
内
の
年
金
基

金
で
常
務
理
事
を
務
め
、
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
（
金
融
派
生
商
品
）
な
ど
を

駆
使
す
る
手
法
で
実
績
を
挙
げ
、「
改

革
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
浅
川
容

【
６
月
20
日
共
同
】

　
耳
が
遠
く
な
っ
た
の
を
「
誰
に
で

も
訪
れ
る
老
化
現
象
」
と
諦
め
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
難
聴
は
生
活
を
不

便
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
脳
へ
の
刺

激
を
減
ら
し
、
う
つ
病
や
認
知
症
の

原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
専
門
家

は
「
難
聴
を
自
覚
し
た
ら
、
早
め
に

補
聴
器
を
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
助
言

す
る
。

　「
補
聴
器
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も

の
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
手
段
。
眼

鏡
感
覚
で
つ
け
て
い
ま
す
よ
」
と

話
す
の
は
、
歌
手
の
松
崎
し
げ
る

さ
ん
（
62
）。
５
年
前
か
ら
、
耳
穴

に
埋
め
込
む
タ
イ
プ
の
補
聴
器
を

使
っ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
の
音
や
会
話
が
聞
き
取
り

づ
ら
い
と
気
づ
い
た
の
は
50
歳
に

【
６
月
９
日
共
同
】

　
母
音
を
た
っ
ぷ
り
出
し
て
い
ま
す

か
？
　
言
葉
と
心
身
の
密
接
な
関
係

を
踏
ま
え
た
教
育
実
践
で
知
ら
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
京
賢
治
の
学
校
」

創
設
者
の
鳥
山
敏
子
さ
ん
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
出
す
声
が
小
さ
く
な
っ

た
」
と
警
告
す
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　「
曇
っ
て
い
る
よ
！
　
澄
ん
だ
青

空
の
よ
う
に
、
喉
を
開
け
て
！
」

　
幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま
で
あ
る
同

校
。
小
学
２
年
の
授
業
で
、
鳥
山
さ

ん
が
注
意
を
与
え
た
。
鳥
山
さ
ん
は

児
童
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
目
標
を
詩
に

し
て
一
人
一
人
に
与
え
、
決
ま
っ
た

日
に
暗
唱
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
読
み

上
げ
方
に
注
文
を
つ
け
た
の
だ
。

　
賢
治
の
学
校
は
約
20
年
前
、
鳥
山

さ
ん
が
小
学
校
教
諭
を
退
職
し
、
創

設
。
芸
術
や
実
体
験
を
重
視
す
る
、

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
と
宮
沢

賢
治
の
教
育
思
想
を
も
と
に
し
た
授

業
が
特
徴
だ
。

ら
れ
て
い
た
。

　
薬
剤
師
試
験
の
合
格
者
で
み
る

と
、
１
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
た

の
が
、
10
年
３
月
は
約
３
８
０
０
人
、

11
年
３
月
は
約
１
５
０
０
人
と
落
ち

込
み
、
今
春
は
約
８
６
０
０
人
に
盛

り
返
し
た
。

　「
薬
剤
師
は
全
く
足
り
て
い

な
い
。
正
直
、
ど
ん
な
学
生

で
も
い
い
か
ら
採
用
し
た
い
」。

５
月
26
日
、
東
京
都
内
で
開
か

れ
た
薬
学
部
生
対
象
の
就
職
セ

ミ
ナ
ー
で
、
地
方
か
ら
来
た
調

剤
薬
局
の
採
用
担
当
者
が
打
ち

明
け
た
。

　
別
の
担
当
者
も
「
一
般
の
学

生
は
20
社
の
面
接
を
受
け
る

が
、
薬
学
部
生
は
逆
に
20
社
か

ら
誘
い
を
受
け
る
と
い
う
ほ

ど
、
完
全
な
売
り
手
市
場
」
と

説
明
す
る
。

　
昭
和
大
薬
学
部
６
年
の
武
田

茉
莉
子
さ
ん
（
23
）
は
「
多
く
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疑
者
は
評
判
を
聞
き
付
け
、
何
度

も
訪
れ
基
金
の
イ
ロ
ハ
を
教
わ
っ

た
。

　
石
山
氏
は
「『
基
金
に
良
い
商
品

を
届
け
た
い
』
と
一
生
懸
命
だ
っ

た
。
熱
意
は
す
ご
か
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

　
石
山
氏
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
を
設
立
し
た
際
に
は
浅
川
容
疑

者
が
資
本
金
を
半
分
負
担
し
、
年

数
百
万
円
の
報
酬
で
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
契
約
を
結
ん
だ
。

　
そ
れ
に
報
い
る
よ
う
に
、
石
山

氏
は
基
金
の
常
務
理
事
対
象
の
セ

ミ
ナ
ー
で
Ａ
Ｉ
Ｊ
を
売
り
込
む
。

そ
し
て
浅
川
容
疑
者
自
ら
、
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席
し
て
い
た
基
金
の
役

員
会
に
出
向
き
、「
う
ち
で
運
用

の
失
敗
は
あ
り
得
ま
せ
ん
」
と
力

説
。
二
人
三
脚
の
よ
う
に
、
２
人

で
み
る
み
る
契
約
先
を
増
や
し
て

い
っ
た
。

　
浅
川
容
疑
者
の
自
信
に
満
ち
た

弁
舌
は
時
に
顧
客
の
反
発
を
招
い

た
。
埼
玉
県
に
あ
る
基
金

で
常
務
理
事
を
務
め
る
男

性
は
「『
俺
の
言
う
こ
と
を

聞
い
て
い
れ
ば
い
い
』
と

い
う
物
言
い
に
違
和
感
を

覚
え
た
。
何
と
か
基
金
を

存
続
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
私
た
ち
の
心
情
を
理

解
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
」

と
打
ち
明
け
た
。「
仕
事
一

筋
だ
っ
た
熱
血
漢
」
は
ど

こ
か
で
変
質
し
た
の
か
。

　
石
山
氏
は
か
つ
て
業
界

誌
の
取
材
に
「
運
用
で
失
っ

た
も
の
は
運
用
で
稼
ぐ
し

か
な
い
」
と
語
っ
た
。
同

様
に
、
浅
川
容
疑
者
も
衆
参
両
院

の
証
人
喚
問
で
「
何
と
か
（
損
失
を
）

取
り
戻
そ
う
と
し
た
だ
け
だ
」
と

訴
え
続
け
た
。

　
最
先
端
の
株
式
金
融
商
品
を
活

用
し
た
� 

師
弟 

�
。
浅
川
容
疑
者

は
証
券
マ
ン
ら
し
く
、
最
後
ま
で

運
用
の
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
っ
た
。

の
企
業
か
ら
、
入
社
し
て
ほ
し
い
と

い
う
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

　
日
本
大
薬
学
部
（
千
葉
県
船
橋

市
）
で
は
、
今
春
卒
業
し
た
学
生
の

就
職
率
が
１
０
０
％
。
卒
業
生
約

２
０
０
人
は
、
早
々
と
大
手
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
病
院
な
ど
へ
の
就
職

を
決
め
た
と
い
う
。

　
同
じ
く
就
職
率
１
０
０
％
の
北

海
道
大
薬
学
部
の
南
雅
文
教
授
は

「
ほ
か
の
学
部
の
学
生
と
は
全
く
事

情
が
違
う
」
と
話
す
。

　
一
方
、
人
材
不
足
は
地
方
で
よ
り

深
刻
に
現
れ
て
い
る
。
岩
手
県
の
薬

剤
師
会
は
、
東
北
地
区
の
大
学
の

就
職
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
元
へ
の
呼
び
込
み
に
力
を
入
れ

て
い
る
。「
腰
を
落
ち
着
け
て
働
い

て
く
れ
る
地
元
出
身
の
薬
剤
師
を

増
や
し
た
い
。
６
年
制
の
新
卒
が
出

た
が
、
今
年
の
採
用
は
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
」
と
担
当
者
。

　
九
州
の
薬
剤
師
会
の
担
当
者
は

「
地
方
の
薬
剤
師
不
足
は
慢
性
的
だ

が
、
大
都
市
部
で
の
争
奪
戦
に
、
地

方
が
割
り
込
む
余
地
は
ほ
と
ん
ど

な
い
」
と
嘆
い
た
。

な
っ
た
こ
ろ
。

　「
相
手
の
言
っ
た
こ
と
が
分
か
ら

な
い
の
に
、
愛
想
笑
い
を
し
な
が
ら

相
づ
ち
を
打
っ
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
。
人
と
話
す
こ
と
を
避
け
て

し
ま
う
時
期
も
あ
っ
た
」

　
補
聴
器
を
つ
け
て
か
ら
は
、
そ
れ

以
前
と
同
じ
よ
う
に
、
積
極
的
に
会

話
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
聴
覚
に
は
、
言
葉
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
以

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ
る
。

青
山
学
院
大
の
重
野
純
教
授
（
認

知
心
理
学
）
は
「
脳
を
活
性
化
し
、

視
覚
や
味
覚
を
補
う
役
目
も
あ
る

の
で
、
食
生
活
や
精
神
衛
生
に
も
影

響
が
出
る
」
と
指
摘
。
加
齢
で
失
わ

れ
た
聴
力
の
回
復
は
難
し
い
が
「
補

　「
言
葉
を
乗
せ
る
声
は
、
感
情
や

も
の
の
見
方
、
考
え
方
と
つ
な
が
っ

て
い
る
」。
そ
う
考
え
て
き
た
鳥
山

さ
ん
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
声
の
変

化
は
重
大
だ
。

　「
社
会
か
ら
受
け
る
緊
張
で
喉
の

筋
肉
の
緊
張
も
高
い
。
一
方
で
、
す

ぐ
そ
ば
に
い
る
の
に
大
き
な
声
の

子
も
い
る
。
少
子
化
で
き
ょ
う
だ
い

も
減
り
、
他
者
と
良
い
関
係
性
を
結

ぶ
力
が
、
弱
く
な
っ
て
い
る
」

　
大
人
も
同
じ
。
鳥
山
さ
ん
が
特

に
感
じ
て
い
る
の
は
「
母
音
」
の

減
退
だ
。

　「
子
音
が
多
く
な
っ
た
。
ア
、
イ
、

ウ
、
エ
、
オ
の
母
音
を
出
さ
な
い
で

話
す
と
、
呼
吸
も
浅
く
な
り
、
声
も

甲
高
い
方
向
に
流
れ
て
い
く
。
テ
レ

ビ
の
番
組
で
も
そ
ん
な
声
が
多
い
」

　
鳥
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
母
音
は

意
味
よ
り
も
感
情
を
伝
え
る
と
き

に
大
事
な
役
割
を
果
た
す
。「
昔
は

ゆ
っ
く
り
と
母
音
を
出
し
な
が
ら

聴
器
を
つ
け
れ
ば
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」。

　
初
め
て
補
聴
器
を
選
ぶ
際
は
ど

ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
い

の
か
。「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」
の

資
格
を
持
つ
大
手
補
聴
器
メ
ー

カ
ー
「
リ
オ
ン
」（
東
京
）
の
中
市

真
理
子
さ
ん
に
聞
い
た
。

　
ま
ず
は
耳
鼻
科
医
を
受
診
し
、
難

聴
の
種
類
や
程
度
を
把
握
す
る
こ

と
。
そ
の
上
で
重
要
に
な
る
の
が
、

①
本
人
の
自
覚
②
聴
力
の
状
態
③

補
聴
器
を
使
う
環
境
―
だ
。

　「
高
度
な
機
能
を
持
っ
た
補
聴
器

を
使
っ
て
も
、
本
人
が
難
聴
に
よ

る
不
便
さ
を
自
覚
し
て
い
な
け
れ

ば
、
効
果
を
実
感
し
に
く
い
」
と
中

市
さ
ん
。「
家
族
が
無
理
に
勧
め
て

も
、
本
人
が
納
得
し
て
い
な
け
れ

ば
、
買
っ
て
も
使
わ
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
」

　
技
術
者
や
設
備
が
そ
ろ
っ
た
認

定
補
聴
器
専
門
店
な
ど
、
信
頼
で

き
て
通
い
や
す
い
販
売
店
を
選
び
、

補
聴
器
の
専
門
家
に
相
談
し
よ
う
。

話
す
人
が
多
か
っ
た
。
歌
謡
曲
や

民
謡
も
母
音
が
た
っ
ぷ
り
で
、
み

ん
な
で
歌
う
と
気
持
ち
の
つ
な
が

り
も
生
ま
れ
た
」

　
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
社
会
を
、

鳥
山
さ
ん
は
見
つ
め
る
。「
子
ど
も

た
ち
も
、
た
っ
ぷ
り
話
し
た
と
い

う
満
足
感
を
得
に
く
く
な
っ
て
い

な
い
か
。
自
分
の
居
場
所
を
つ
く

る
た
め
に
だ
け
声
を
出
す
と
い
う

計
算
も
見
え
ま
す
」

　
そ
ん
な
中
で
、
歌
手
の
由
紀
さ

お
り
さ
ん
の
歌
が
米
国
で
ヒ
ッ
ト

し
、
日
本
で
も
再
び
注
目
を
集
め

た
こ
と
は
「
一
つ
の
光
明
」
と
言

う
。「『
夜
明
け
の
ス
キ
ャ
ッ

ト
』
を
は
じ
め
、
彼
女
の
歌

は
母
音
が
し
っ
か
り
出
て
い

る
こ
と
が
特
徴
。
そ
こ
に
関

心
が
集
ま
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
」

　
子
ど
も
の
「
声
」
に
つ
い

て
、
鳥
山
さ
ん
は
親
の
影
響

も
指
摘
す
る
。「
自
分
の
話
し

方
が
子
ど
も
に
写
し
と
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
気
づ
い
て
。

子
守
歌
も
、
た
っ
ぷ
り
母
音

を
出
し
て
歌
っ
て
ほ
し
い
」

　
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
最
近

の
補
聴
器
は
、
使
う
人
の
聴

力
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
音

域
や
音
質
な
ど
き
め
細
か
な

調
整
が
で
き
る
。
聞
き
取
り

づ
ら
い
の
は
ど
ん
な
音
か
。

ど
の
よ
う
な
場
面
で
不
自
由

が
あ
る
か
。
そ
し
て
補
聴
器

に
何
を
求
め
る
か
な
ど
を
、

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
伝
え

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　「
補
聴
器
は
、
購
入
後
も
使

う
人
の
好
み
や
生
活
に
合
わ

せ
て
定
期
的
に
調
整
し
、
作

り
上
げ
て
い
く
も
の
」
と
中

市
さ
ん
。「
例
え
ば
バ
ー
ド
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
や
音
楽
な
ど
、

趣
味
に
合
わ
せ
て
聞
こ
え
る

音
の
周
波
数
を
調
整
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
を
」

社
保
庁
Ｏ
Ｂ
と
二
人
三
脚

優
秀
な
営
業
マ
ン

薬
学
部
生
は
順
風
就
活 

６
年
制
移
行
で
� 

供
給
減 

�

野村証券から転身

う
つ
や
認
知
症
の
原
因
に
も

生
活
の
質
悪
化
さ
せ
る
難
聴

「早めに補聴器使って」

子
ど
も
の
声
が
小
さ
く
な
っ
た

「
賢
治
の
学
校
」
の
鳥
山
さ
ん

社会の変化を警告 

企業「どんな学生でも」
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の
企
業
か
ら
、
入
社
し
て
ほ
し
い
と

い
う
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

　
日
本
大
薬
学
部
（
千
葉
県
船
橋

市
）
で
は
、
今
春
卒
業
し
た
学
生
の

就
職
率
が
１
０
０
％
。
卒
業
生
約

２
０
０
人
は
、
早
々
と
大
手
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
病
院
な
ど
へ
の
就
職

を
決
め
た
と
い
う
。

　
同
じ
く
就
職
率
１
０
０
％
の
北

海
道
大
薬
学
部
の
南
雅
文
教
授
は

「
ほ
か
の
学
部
の
学
生
と
は
全
く
事

情
が
違
う
」
と
話
す
。

　
一
方
、
人
材
不
足
は
地
方
で
よ
り

深
刻
に
現
れ
て
い
る
。
岩
手
県
の
薬

剤
師
会
は
、
東
北
地
区
の
大
学
の

就
職
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
元
へ
の
呼
び
込
み
に
力
を
入
れ

て
い
る
。「
腰
を
落
ち
着
け
て
働
い

て
く
れ
る
地
元
出
身
の
薬
剤
師
を

増
や
し
た
い
。
６
年
制
の
新
卒
が
出

た
が
、
今
年
の
採
用
は
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
」
と
担
当
者
。

　
九
州
の
薬
剤
師
会
の
担
当
者
は

「
地
方
の
薬
剤
師
不
足
は
慢
性
的
だ

が
、
大
都
市
部
で
の
争
奪
戦
に
、
地

方
が
割
り
込
む
余
地
は
ほ
と
ん
ど

な
い
」
と
嘆
い
た
。

JAPAN NEWS ／特別寄稿

【
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
６
月
21
日
共
同
】

　
東
南
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
ラ

オ
ス
で
、
地
場
産
業
を
育
成
し
よ

う
と
、
60
歳
を
過
ぎ
た
日
本
人
５

人
が
ラ
ム
酒
造
り
に
励
ん
で
い
る
。

雑
木
林
を
開
墾
し
て
造
成
し
た
22

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
園
で
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
栽
培
を
始
め
た
の
が
６
年

前
。
今
で
は
７
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
の
ボ
ト
ル
を
年
間
１
万
５
千
本

生
産
す
る
ま
で
に
な
り
、
５
人
は

「
ア
ジ
ア
に
は
い
く
ら
で
も
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
老
け
込
む

の
は
ま
だ
早
い
」
と
意
欲
満
々
だ
。

　
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
郊
外
で
、

ラ
ム
酒
造
り
を
中
心
に
な
っ
て
進

め
て
い
る
の
は
東
京
都
の
富
田
栄

蔵
さ
ん（
64
）。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

の
開
発
部
門
に
長
く
勤
務
し
、
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
ろ
、

ラ
オ
ス
で
10
年
以
上
、
縫
製
工
場

を
営
む
兄
の
安
亮
さ
ん
（
69
）
か

ら
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
バ
イ
オ
燃
料

づ
く
り
を
や
ら
な
い
か
」
と
声
が

か
か
っ
た
。

　「
温
暖
化
対
策
の
有
効
な
手
段
と

し
て
バ
イ
オ
燃
料
が
注
目
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
面
白
そ

う
だ
な
と
思
っ
た
。
で
も
バ
イ
オ

燃
料
を
や
る
に
は
資
金
が
足
り
な

い
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
酒
造
り
が
身

の
丈
に
あ
っ
た
話
か
な
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
」
と
栄
蔵
さ
ん
。

　
栄
蔵
さ
ん
と
高
校
時
代
の
同
級

生
２
人
、
安
亮
さ
ん
と
そ
の
友
人

の
計
５
人
が
計
６
千
万
円
を
出
資

し
て
ラ
オ
ス
に
会
社
を
設
立
。
定

年
目
前
の
58
歳
で
「
脱
サ
ラ
」
し

た
栄
蔵
さ
ん
は
同
社
の
副
社
長
に

な
り
、
ラ
ム
酒
造
り
に
挑
む
「
第

二
の
人
生
」
を
歩
み
始
め
た
。

　
生
産
で
は
徹
底
的
に
「
エ
コ
」

に
こ
だ
わ
っ
た
。
無
農
薬
で
栽
培

し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す
を

ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に
使
い
、
化
石

燃
料
は
一
切
用
い
な
い
。
生
産
工

場
か
ら
出
る
廃
水
は
農
園
の
か
ん

が
い
用
水
に
利
用
す
る
。

【
６
月
13
日
共
同
】

　
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に
、
空

港
で
お
気
に
入
り
の
航
空
機
を
撮

影
―
。
こ
れ
ま
で
男
性
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
航
空
フ
ァ
ン
に
、
若
い

女
性
の
姿
が
増
え
て
い
る
。
ブ
ー

ム
を
呼
び
込
む
絶
好
の
機
会
と
み

た
成
田
空
港
関
係
者
は
、
鉄
道
フ
ァ

ン
の
愛
称
「
鉄
子
」
に
な
ら
っ
て

女
性
フ
ァ
ン
を
「
空
美
」
と
名
付
け
、

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
千
葉
県
成
田
市
の
ホ
テ
ル
に
５

　
開
墾
を
始
め
て
か
ら
約
１
年
４

カ
月
後
の
２
０
０
７
年
12
月
、
最

初
の
試
作
品
が
で
き
た
。「
５
人
と

も
酒
好
き
な
の
で
、
味
が
ど
う
し

て
も
辛
口
に
な
っ
て
し
ま
う
。『
自

分
た
ち
が
う
ま
い
と
思
う
酒
と
売

れ
る
酒
は
違
う
ん
で
す
よ
』
と
専

門
家
に
何
度
も
言
わ
れ
た
」
と
栄

蔵
さ
ん
は
笑
う
。

　
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
１
年
後
に

量
産
を
始
め
た
ラ
ム
酒
は
、
刈
り

取
っ
た
直
後
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

搾
っ
た
糖
液
を
発
酵
さ
せ
て
造
る

爽
や
か
な
甘
み
が
売
り
。「
Ｌ
Ａ

Ｏ
Ｄ
Ｉ
（
ラ
オ
デ
ィ
）」
の
ブ
ラ

ン
ド
名
で
日
本
に
も
輸
出
し
て
お

り
、
全
国
約
60
の
酒
店
な
ど
で
取

り
扱
っ
て
い
る
。

　
栄
蔵
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
と
全

く
違
う
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
場

所
で
試
し
て
み
る
の
も
い
い
か
と

月
、
格
納
庫
や
空
港
近
く
の
公
園

で
航
空
機
を
撮
影
す
る
ツ
ア
ー

「
ひ
こ
ー
き
女
子
会
」
の
参
加
者

27
人
が
集
ま
っ
た
。
同
市
や
空
港

の
職
員
ら
で
つ
く
る
街
づ
く
り
組

織
「
成
田
空
援
隊
」
が
企
画
。
参

加
者
は
全
て
女
性
で
20
代
、
30
代

が
中
心
だ
。

　
一
行
は
、
日
航
の
格
納
庫
で

最
新
鋭
中
型
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ

７
８
７
を
前
に
「
大
き
い
」「
き

れ
い
」
と
大
興
奮
。
地
面
に
腹
ば

い
に
な
っ
て
一
心
不
乱
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
り
、
案
内
役
の
整

備
士
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、

思
い
思
い
に
楽
し
ん
だ
。

　「
男
性
は
機
体
だ
け
撮
影
し
て
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
す
る
が
、
女
性
は

季
節
ご
と
の
花
な
ど
と
絡
め
て
撮

る
こ
と
が
多
い
」
と
分
析
す
る
の

は
カ
メ
ラ
マ
ン
の
チ
ャ
ー
リ
ー
古

思
っ
て
始
め
た
が
、
来
年
ぐ
ら
い

に
は
利
益
も
出
そ
う
だ
。
東
南
ア

ジ
ア
で
は
中
国
や
韓
国
の
進
出
が

目
立
つ
が
、
日
本
も
も
っ
と
出
て

き
た
ら
い
い
。
チ
ャ
ン
ス
は
い
く

ら
で
も
あ
る
」
と
、
オ
ン
ザ
ロ
ッ

ク
の
Ｌ
Ａ
Ｏ
Ｄ
Ｉ
の
グ
ラ
ス
を
片

手
に
話
し
た
。

庄
さ
ん
（
39
）。
色
合
い
な
ど
を
視

覚
的
に
楽
し
む
の
が
女
性
の
特
徴

と
い
う
。

　
大
阪
府
高
石
市
か
ら
１
人
で
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
公
務
員
の
福
田

あ
ゆ
み
さ
ん
（
34
）
は
フ
ァ
ン
歴

５
年
。
大
き
な
望
遠
レ
ン
ズ
を
手

に
、
お
目
当
て
の
航
空
機
を
追
い

掛
け
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
渡

り
歩
く
。

　「
な
ぜ
航
空
機
が
飛
ぶ
の
か
が
分

か
ら
ず
、
そ
こ
に
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
」
と
福
田
さ
ん
。「
男
友
達
は
、

エ
ン
ジ
ン
な
ど
メ
カ
ニ
カ
ル
な
話

が
多
い
け
ど
、
私
は
風
景
と
一
緒

に
撮
る
の
が
好
き
」。
写
真
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

　「
空
美
」
の
愛
称
は
、
成
田
空

援
隊
が
命
名
。
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
成
田

市
の
小
泉
一
成
市
長
は
「
女
性
向

け
ツ
ア
ー
や
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
増

や
し
、
フ
ァ
ン
同
士
の
交
流
施
設

も
つ
く
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
る
。

第
二
の
人
生
、
ラ
ム
酒
造
り
に

日
本
人
５
人
、
ラ
オ
ス
で

◇
調
査
項
目
◇

　
昨
年
８
月
、
５
年
ご
と
の
セ
ン

サ
ス
（
国
勢
調
査
）
が
行
わ
れ
た
。

自
称
単
一
民
族
か
ら
成
る
日
本
の

そ
れ
に
は
な
い
調
査
項
目
が
幾
つ

か
見
ら
れ
る
。
ま
ず
名
前
、
生
年

月
日
、
住
所
か
ら
始
ま
る
の
は
当

然
と
し
て
、
次
に
「
あ
な
た
は
ア

ボ
リ
ジ
ニ
ま
た
は
、
ト
レ
ス
海
峡

島
民
出
身
か
？
」
の
質
問
が
あ
る
。

厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
該
当
者
こ
そ

デ
ィ
ン
カ
ム
（
正
真
正
銘
の
）
オ
ー

ジ
ー
で
、
そ
れ
以
外
は
全
て
過
去

２
０
０
年
余
の
間
に
渡
来
し
た
移

民
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
ジ
ー
で
あ
る
は

ず
だ
が
。

　
次
に
、
本
人
の
み
な
ら
ず
祖
先

の
出
生
国
を
尋
ね
て
い
る
の
は
、

旧
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
主
体

か
ら
、
中
近
東
・
ア
ジ
ア
系
移
民
、

難
民
、
亡
命
者
増
を
意
識
し
た
も

の
だ
ろ
う
か
。
家
庭
内
で
主
と
し

て
使
用
す
る
言
語
の
項
目
も
あ
る
。

祖
先
は
何
国
人
か
（
英
国
系
な
れ

ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
分
け

て
）
の
質
問
に
、
２
カ
国
ま
で
記
載

Ｏ
Ｋ
と
あ
っ
た
。
信
教
の
項
に
は

10
の
宗
派
名
が
あ
っ
た
。
総
じ
て

さ
す
が
は
多
民
族
、
多
文
化
国
家

の
セ
ン
サ
ス
だ
と
う
な
ず
か
さ
れ

る
。
以
下
、Ａ
Ｂ
Ｓ
（
国
家
統
計
局
）

が
発
表
し
た
セ
ン
サ
ス
の
概
略
を

見
て
み
よ
う
。

◇
人
口
◇

　
過
去
５
年
間
に
約
８
％
、
２
３
０
万

増
の
２
１
５
０
万
７
７
１
９
人
（
う

ち
豪
州
市
民
権
保
持
者
は
86
％
か

ら
85
％
へ
）
と
な
っ
た
。
先
住
民

系
人
口
は
全
体
の
２
・
５
％
（
２
・

３
％
）。
な
お
、
西
豪
州
は
５
年
の
間

に
１
９
６
万
か
ら
２
２
４
万
に
増
加

し
、
そ
の
伸
び
率
14
％
は
全
て
の
州

の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

　
開
拓
時
代
以
降
、
男
性
優
位
の

社
会
が
続
き
、
１
９
０
１
年
の
男

性
52
％
が
、
１
９
９
９
年
に
男
女

割
合
が
逆
転
し
た
。
２
０
０
１
年
、

２
０
０
６
年
の
各
セ
ン
サ
ス
と
奇

し
く
も
同
じ
く
今
回
も
男
性
49
・

４
％
、
女
性
50
・
６
％
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
過
去
の
人
口
変
化
は
、

１
９
０
１
年
３
８
０
万
、１
９
１
８

年

５

０

０

万
、
１

９

５

９

年

１

０

０

０

万
、
１

９

８

１

年

１
５
０
０
万
で
、
２
０
０
４
年
に
は

つ
い
に
２
０
０
０
万
を
突
破
し
た
。

平
均
年
齢
の
前
回
と
同
じ
く
37
歳

は
う
ら
や
ま
し
い
数
字
、
さ
す
が
若

い
国
で
あ
る
。

◇
出
生
地
◇

　
国
民
の
約
70
％
が
豪
州
生
ま
れ

（
前
回
よ
り
１
％
減
）、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
４
％
、
Ｎ
Ｚ
２
％
は
前
回
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
ず
。
家
庭
で
の
使
用
言

語
が
英
語
以
外
と
す
る
も
の
23
％
、

従
来
の
イ
タ
リ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語

の
順
序
が
北
京
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、

ギ
リ
シ
ャ
語
に
変
わ
っ
て
い
る
。
４

人
に
１
人
が
外
国
生
ま
れ
を
反
映

し
て
使
用
言
語
は
３
０
０
種
の
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
２
０
０
６
年

以
降
の
移
住
者
の
う
ち
、
イ
ン
ド
人

13
％
、
英
国
人
12
％
の
数
字
が
目
を

引
く
。

　
信
教
別
で
は
過
去
２
回
の
カ
ソ

リ
ッ
ク
25
％
、
英
国
国
教
20
％
の
間

に
何
と
無
宗
教
派
が
割
り
込
ん
で

22
％
（
前
回
19
％
、
前
々
回
16
％
）

は
い
さ
さ
か
び
っ
く
り
で
あ
る
。
ま

さ
か
、
神
よ
り
も
金
を
信
じ
る
人
が

増
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。

◇
家
庭
◇

　
既
婚
者
49
％
（
50
％
）、
未
婚
者

34
％
（
33
％
）、
別
居
な
い
し
離
婚

者
11
％
（
同
じ
）
で
、
子
供
を
持
つ

家
庭
45
％
（
同
じ
）、
子
供
な
し
は

38
％
（
37
％
）、片
親
家
庭
16
％
（
同

じ
）
で
あ
っ
た
。
過
去
10
年
、
未
結

婚
者
、
別
居
・
離
婚
者
、
子
供
な
し

の
家
庭
が
漸
増
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
国
も
先
進
国
病
に
罹
（
か
か
）
っ

て
い
る
証
左
と
い
え
よ
う
。
独
居
者

は
24
％
で
こ
れ
も
変
わ
ら
ず
。

◇
所
得
◇

　
個
人
ベ
ー
ス
で
週
５
７
７
ド
ル

（
４
６
８
ド
ル
）、
共
稼
ぎ
家
庭
が

１
２
３
４
ド
ル
（
１
０
２
７
ド
ル
）、

家
族
全
体
収
入
は
１
４
８
１
ド
ル

（
１
１
７
１
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。

◇
住
居
◇

　
個
人
所
有
住
居
は
８
１
８
万
戸

（
７
６
０
万
戸
）
の
う
ち
、
ロ
ー

ン
支
払
い
済
み
32
％
、
同
返
済
中

35
％
、
借
家
30
％
（
２
０
０
１
年
、

26
％
）、
１
戸
建
て
居
住
者
74
％
、

共
同
住
宅
15
％
、
そ
の
他
11
％
で

あ
っ
た
。

　
所
得
ア
ッ
プ
と
と
も
に
１
週
間

家
賃
の
２
０
０
６
年
、
１
９
１
ド
ル

か
ら
２
０
１
１
年
、
２
８
５
ド
ル

へ
の
急
騰
は
好
景
気
持
続
と
イ
ン

フ
レ
進
行
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
毎
月
の
ロ
ー
ン
支
払
額
も
、

10
年
前
の
８
６
７
ド
ル
、
５
年
前
の

１
３
０
０
ド
ル
か
ら
１
８
０
０
ド

ル
へ
上
昇
し
て
い
る
。
失
わ
れ
た
20

年
を
嘆
く
お
国
と
は
対
照
的
傾
向

で
あ
る
。

　
１
家
庭
当
た
り
の
人
数
は
こ
の

10
年
間
変
わ
ら
ず
、
２
・
６
人
。
１

寝
室
当
た
り
１
・
１
人
は
大
陸
国
の

ゆ
っ
た
り
し
た
住
居
環
境
を
示
す

数
字
。

　（
か
っ
こ
内
は
別
記
な
き
限
り
い

ず
れ
も
２
０
０
６
年
セ
ン
サ
ス
の

数
字
）

（
大
阪
日
豪
協
会
監
事
）

セ
ン
サ
ス
２
０
１
１

■
特
別
寄
稿
■

和い
ず
み泉

　
清
き
よ
し

航
空
フ
�
ン
に
も
女
子
ブ
ー
ム 

「
空
美
」
と
名
付
け
Ｐ
Ｒ 
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東
京
の
渋
谷
区
で
は
区

立
で
小
中
一
貫
教
育
を
こ

の
４
月
か
ら
始
め
た
。
１

年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
の

学
校
で
あ
る
。
名
前
は
本

町
学
園
と
い
う
。

　
中
高
一
貫
教
育
は
、
難

関
大
学
を
突
破
す
る
受
験

の
た
め
に
は
効
果
が
あ
る

が
、
人
間
形
成
の
点
か
ら

言
う
と
小
学
生
中
学
生
を

一
緒
に
教
育
す
る
と
い
う

こ
と
は
理
に
か
な
っ
た
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
子
供

の
成
長
は
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
が
飛
躍
的
に

著
し
く
、
ほ
ぼ
人
と
し
て

の
基
礎
が
固
ま
っ
て
い

く
。
な
に
し
ろ
渋
谷
区
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
こ
と

な
の
で
、
東
京
と
し
て
は

珍
し
く
広
い
校
庭
を
持

ち
、
出
来
た
て
の
ピ
カ
ピ

カ
の
校
舎
で
子
供
た
ち
が
元
気
よ

く
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
て
い
た
。

５
月
に
入
っ
て
か
ら
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
生
徒
と
地
域
の
人
た
ち
が

３
０
０
人
も
集
ま
っ
て
、
晴
れ
や
か

な
式
典
が
行
わ
れ
た
。
鼓
笛
隊
の
演

奏
が
終
わ
っ
た
後
、
あ
い
さ
つ
を
さ

せ
ら
れ
た
。
私
の
あ
い
さ
つ
は
次
の

通
り
で
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
私
が
あ
な
た
方
の
年
の
こ
ろ
は
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
戦
争
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
今
か
ら
67
年
前
の
３

月
10
日
に
東
京
は
大
空
襲
で
10
万

人
の
人
が
死
に
ま
し
た
。
戦
争
が
終

わ
っ
た
と
き
は
中
学
２
年
生
で
し

た
。
日
本
は
神
様
が
造
っ
た
国
だ

か
ら
絶
対
に
戦
争
に
は
負
け
な
い
、

天
皇
陛
下
は
生
き
神
様
（
イ
キ
ガ
ミ

サ
マ
）
で
人
間
で
は
な
い
、
日
本

国
民
は
天
皇
陛
下
万
歳
と
言
っ
て

国
の
た
め
な
ら
い
つ
で
も
死
ね
る
、

と
い
う
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
、
去
年
の
東
日
本
大
震
災
で
津

波
に
や
ら
れ
た
東
北
の
が
れ
き
の

荒
涼
と
し
た
街
を
見
る
と
、
３
月

10
日
の
東
京
の
焼
け
野
原
と
重
な

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
た
ぶ
ん
国
会

議
事
堂
ま
で
見
わ
た
せ
る
く
ら
い

東
京
は
な
に
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

戦
争
に
勝
つ
た
め
に
14
歳
で
死
ぬ

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
天
皇
陛
下
の

た
め
に
死
に
ま
す
と
遺
書
を
書
い

て
髪
の
毛
を
切
っ
て
、
一
緒
に
封
筒

に
入
れ
て
先
生
に
提
出
し
ま
し
た
。

我
な
が
ら
14
歳
で
死
ぬ
の
は
少
し

早
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
一
億
総

玉
砕
で
全
て
の
人
が
死
ぬ
と
思
え

ば
死
ぬ
こ
と
自
体
は
そ
ん
な
に
恐

ろ
し
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
に
憧
れ
、
留
学

先
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
来
ま
し
た
。

大
統
領
の
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
は
広

い
公
園
の
よ
う
な
美
し
い
街
で
、

そ
こ
の
芝
生
で
寝
こ
ろ
び
な
が
ら

「
い
い
な
ー
」
と
真
っ
青
な
空
を
見

上
げ
ま
し
た
。
も
し
私
が
ア
メ
リ

カ
人
で
こ
の
美
し
い
街
へ
誰
か
が

攻
め
込
ん
で
き
た
ら
銃
を
持
っ
て

立
ち
上
が
っ
て
命
が
け
で
こ
の
街

を
守
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
の
た
め
に
銃
を
と
る
と
い
う

の
と
は
違
っ
た
感
じ
で
し
た
。

　
英
語
が
な
か
な
か
う
ま
く
な
ら

ず
、
２
年
間
も
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら

し
て
、
こ
の
ま
ま
帰
っ
た
ら
東
京

の
友
達
に
バ
カ
に
さ
れ
る
と
悩
み

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
が
２
、３
人

い
る
中
で
僕
だ
け
が
日
本
人
の
場

合
、
彼
ら
の
機
関
銃
の
よ
う
な
速

さ
の
英
語
に
は
と
て
も
つ
い
て
い

け
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
一
人
が
冗
談

を
言
い
、
み
ん
な
が
け
た
け
た
笑
っ

て
い
る
の
に
少
し
も
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
け
ど
面
白
く
な
い
の

に
み
ん
な
と
調
子
を
合
わ
せ
て
、

さ
も
面
白
い
よ
う
に
私
も
け
た
け
た

笑
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
き
の
屈

辱
感
は
経
験
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
は
、
今
す
ぐ
英
語
を
勉

強
し
て
英
会
話
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

英
字
新
聞
を
読
ん
だ
り
自
分
の
意
見

を
発
表
し
た
り
で
き
る
技
術
を
身
に

つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
こ
と
は
30
歳
に
な
っ
て
か
ら

で
も
勉
強
し
な
お
せ
ば
つ
い
て
い
け

ま
す
が
、
英
語
は
10
代
の
と
き
か
ら

始
め
た
ほ
う
が
早
く
覚
え
る
し
苦
労

も
少
な
い
で
す
。
そ
の
覚
え
た
英
語

は
使
わ
な
い
と
あ
ま
り
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
が
あ
と
10
年

経た

っ
て
20
歳
に
な
り
25
歳
に
な
る
と

き
は
英
語
が
も
っ
と
も
っ
と
使
わ
れ

る
よ
う
な
世
界
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
東
京

の
真
ん
中
の
渋
谷
に
住
ん
で
い
る
よ

う
な
と
き
、
外
国
人
と
付
き
合
っ
た

り
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と

【特別寄稿】

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
70
代
80
代
の
人
間

は
も
う
20
年
も
経
つ
と
こ
の

世
の
中
に
お
り
ま
せ
ん
。
20

年
30
年
先
の
日
本
は
、
こ
こ

に
い
る
あ
な
た
方
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
こ
の
本
町
学
園
で

一
生
懸
命
勉
強
し
た
り
、
部

活
を
し
た
り
、
時
に
は
楽
し

く
遊
ん
だ
り
、
世
界
中
に
良

い
友
達
を
つ
く
っ
て
人
生
で

最
も
大
切
な
時
代
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
私
の
好
き
な
ド
イ

ツ
の
詩
人
、
ゲ
ー
テ
の
言
葉

を
み
な
さ
ん
に
贈
り
ま
す
。

　「
金
を
失
う
こ
と
は
少
な
く

失
う
こ
と
で
あ
る
。
名
誉
を
失

う
こ
と
は
大
き
く
失
う
こ
と

で
あ
る
。
勇
気
を
失
う
こ
と

は
全
て
を
失
う
こ
と
で
あ
る
」

小中一貫教育 　
今
年
90
歳
の
喜
代
は
、
赤
が
大

好
き
だ
と
い
う
。
部
屋
着
か
ら
セ
ー

タ
ー
、
マ
フ
ラ
ー
、
室
内
履
き
に

至
る
ま
で
赤
で
統
一
し
、
い
つ
も

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
く
革
の

バ
ッ
グ
も
赤
色
だ
。

　
私
は
昔
か
ら
赤
が
好
き
。
子

供
の
頃
ふ
う
ち
�
ん
（
姉
の
富

美
）
が
﹁
喜
代
ち
�
ん
、
あ
ん
た

赤
い
畚
（
も
�
こ
）
と
白
い
畚
と

ど
�
ち
が
好
き
？
﹂
�
て
聞
く

か
ら
�
�
あ
ん
た
畚
�
て
知
�
て

る
？
　
そ
う
そ
う
筵
（
む
し
ろ
）

で
ね
、
土
木
工
事
の
人
が
土
運
ん

だ
り
し
た
、
あ
の
畚
。
そ
れ
で
私
、

一
生
懸
命
考
え
て
﹁
赤
い
畚
が
い

い
﹂
�
て
言
�
た
の
。
５
、
６
歳

頃
の
話
よ
。
ま
あ
私
も
昔
は
無
邪

気
だ
�
た
ん
だ
ね
え
。

ヒ
�
�
イ
の
日
本
旅
行

　
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
３
月
、

喜
代
と
ヒ
ュ
ー
イ
は
横
浜
で
出
会
う
。

　
当
時
55
歳
の
ヒ
ュ
ー
イ
に
は
、
４

年
前
に
亡
く
な
っ
た
妻
と
の
間
に

女
４
人
、
男
１
人
の
５
人
の
子
供
が

い
た
。
上
の
娘
２
人
は
す
で
に
結
婚

し
て
い
た
が
、
息
子
は
パ
ー
ス
の
大

学
に
在
学
中
、
末
の
娘
は
寄
宿
舎
に

入
っ
て
い
た
。
経
済
的
に
そ
れ
ほ

ど
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い

ヒ
ュ
ー
イ
が
、
な
ぜ
日
本
行
き
を
思

い
立
っ
た
の
か
。
喜
代
に
宛
て
た
手

紙
の
中
に
１
カ
所
だ
け
、
そ
の
ヒ
ン

ト
が
あ
る
。

　
君
と
出
会
�
て
僕
は
生
き
が
い

を
得
た
。
日
本
へ
行
く
前
の
僕
は

大
き
な
悲
し
み
を
抱
え
て
い
た
。

自
分
の
身
に
何
が
起
こ
ろ
う
が
ど

う
で
も
い
い
、
死
ん
で
し
ま
�
て

も
か
ま
わ
な
い
と
思
�
て
い
た
。

も
う
働
く
の
も
嫌
で
何
も
す
る
気

に
な
れ
ず
、
た
だ
ど
こ
か
遠
い
外

国
へ
逃
げ
て
、
見
知
ら
ぬ
場
所
で

誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
死
に
た
い
と

思
�
て
い
た
。（
１
９
５
７
年
７

月
９
日
頃
）

　
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
思
い
の
丈
を

書
き
つ
づ
っ
て
い
る
う
ち
に
つ
い
感

傷
的
に
な
っ
て
書
い
た
こ
と
と
も
考

え
ら
れ
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か

ら
な
い
。
息
子
の
ピ
ー
タ
ー
・
ナ
イ

ト
（
74
）
に
よ
る
と
、
ヒ
ュ
ー
イ
は

陽
気
で
楽
し
い
こ
と
が
大
好
き
な

人
だ
っ
た
と
い
う
。
と
も
か
く
も

ヒ
ュ
ー
イ
は
銀
行
の
旅
行
部
門
が
手

配
し
て
く
れ
た
船
に
乗
り
、
フ
リ
ー

マ
ン
ト
ル
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
な
ど
を
経
て
最
後
の
寄
港
地
、
横

浜
に
上
陸
す
る
。

　
横
浜
に
着
い
て
２
日
目
の
晩
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
頼
ん
だ
ヒ
ュ
ー
イ
の

前
に
現
れ
た
の
が
、
34
歳
の
喜
代

だ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
イ
は
一
目
で
恋
に

落
ち
た
。

　　
君
は
き
れ
い
な
心
を
持
�
た
気

立
て
の
い
い
人
だ
。
初
め
て
会
�

た
日
に
君
を
東
京
に
誘
�
た
あ
の

時
か
ら
、
僕
は
そ
の
こ
と
を
知
�

て
い
た
。
初
め
て
君
と
出
か
け
た

日
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
�

と
僕
の
心
に
残
る
だ
ろ
う
。
君
の

た
め
に
傘
を
買
お
う
と
し
た
け
れ

ど
、
す
ぐ
に
は
店
が
見
つ
か
ら
な

か
�
た
ね
。
ち
�
う
ど
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ

　
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｉ
ｎ
　
ｔ

ｈ
ｅ
　
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
（
雨
に
歩
け
ば

―
当
時
流
行
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ポ

ピ
�
ラ
ー
ソ
ン
グ
）
の
よ
う
に
、

二
人
で
雨
の
中
を
歩
く
の
は
実
に

楽
し
か
�
た
。（
同
年
７
月
15
日

付
）

三
渓
園
で
プ
ロ
ポ
�
ズ

　
そ
れ
ま
で
働
き
づ
め
だ
っ
た
喜
代

に
と
っ
て
、
東
京
で
の
デ
ー
ト
は
楽

し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
敗
戦
か
ら

12
年
、
東
京
の
街
が
華
や
か
さ
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
で
あ
る
。
そ

の
日
、
横
浜
か
ら
の
電
車
賃
を
自
分

で
払
っ
た
こ
と
を
、
喜
代
は
今
で
も

覚
え
て
い
る
。「
私
、
気
位
が
高
い

第
２
回
　
出
会
い
と
プ
ロ
ポ
�
ズ

秋
山
　
英

も
の
。
ヒ
ュ
ー
イ
は
驚
い
て
た
。
私

の
よ
う
な
女
は
初
め
て
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
」

　
そ
し
て
２
回
目
の
デ
ー
ト
で
訪
れ

た
横
浜
・
三
渓
園
で
ヒ
ュ
ー
イ
は
喜

代
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
、
会
っ
た
ば
か

り
の
外
国
人
と
の
結
婚
を
、
喜
代
は

そ
の
場
で
決
断
す
る
。
そ
の
時
の
気

持
ち
を
喜
代
は
「
惚
（
ほ
）
れ
た
腫

れ
た
で
は
な
い
」
と
言
い
、「
で
も

ヒ
ュ
ー
イ
は
い
い
人
。
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
資
源
が
豊
か
だ
か
ら
、
心

に
ゆ
と
り
が
あ
る
ん
だ
ね
。
チ
ビ
だ

し
、
い
い
男
じ
ゃ
な
い
け
ど
も
誠
実

だ
っ
た
」「
指
圧
と
整
体
で
ど
こ
で

だ
っ
て
生
き
て
い
け
る
。
外
国
へ

行
く
こ
と
は
自
分
の
運
命
だ
と
思
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
れ
か
ら
の
約
１
カ
月
間
、
二
人

で
日
光
、
箱
根
、
京
都
な
ど
を
旅

行
し
、
４
月
下
旬
、
再
会
を
約
束
し

て
ヒ
ュ
ー
イ
は
横
浜
港
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
行
き
の
船
に
乗
る
。

　
船
は
香
港
を
出
て
、
マ
ニ
ラ
に

向
か
�
て
航
行
中
だ
。
�
出
発
を

取
り
や
め
な
か
�
た
こ
と
を
、
本

当
に
す
ま
な
く
思
�
て
い
る
。
せ

め
て
も
う
ひ
と
月
、
君
と
一
緒
に

い
た
か
�
た
。
そ
う
す
る
こ
と
も

で
き
た
の
に
と
今
で
は
思
う
。（
同

年
４
月
30
日
付
）

　
君
と
別
れ
た
次
︹
原
文
マ
マ
︺

の
朝
、
目
が
覚

め
て
給
仕
に
船
は
今
ど
の
辺
り
に

い
る
の
か
と
聞
い
た
ら
、
驚
い
た

こ
と
に
、
ま
だ
神
戸
港
の

岸
壁
に
横
付
け
に
な
�
て

い
る
と
い
う
じ
�
な
い
か
。

神
戸
に
２
日
も
停
泊
す
る

と
分
か
�
て
い
た
ら
、
君

と
一
緒
に
汽
車
で
神
戸
ま

で
来
る
こ
と
も
で
き
た
の

に
、
貴
重
な
２
日
を
無
駄

に
し
て
し
ま
�
た
こ
と
が

残
念
で
た
ま
ら
な
い
。（
同

年
５
月
３
日
付
）

再
び
横
浜
へ

　
ヒ
ュ
ー
イ
は
船
が
横
浜
港
を

出
た
直
後
か
ら
、
喜
代
と
別
れ

た
こ
と
を
激
し
く
後
悔
す
る
。

そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
行
き
の
船
に
乗
り
換
え
る

予
定
を
変
更
し
、飛
行
機
に
飛
び
乗
っ

て
横
浜
に
引
き
返
し
て
し
ま
う
。
再

会
を
果
た
し
た
二
人
は
２
週
間
後
に

再
び
別
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

前
に
、
喜
代
に
は
ど
う
し
て
も
話
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
。
夫
と
息
子
の
こ
と
で
あ
る
。

（
以
下
次
号
、
文
中
敬
称
略
）
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本
もと

　最近は日が暮れるのも早くなり、すっかり冬という感じのお天気が続いていますが、読

者の皆さんお元気ですか？“ダイビング＝夏！”みたいなイメージがありますが、ここパー

スでは一年中ダイビングを楽しむことができます。もちろん夏と比べると水温も気温も下

がってしまいますが、冬には冬の楽しみ方があります！　今月は、パースで冬のダイビン

グを最大に楽しむ方法をいくつかご紹介します。

冬の間にスキルアップ

　まず、まだダイバーでない皆さん。ぜひ

ダイバーとしての第一歩となるオープン

ウォーターコースを受けて、ライセンスを

取得してみてください。

　特に、興味はあるけれど予算が…という

方。冬にコースを受けるメリットの一つが

まず料金！　夏のコース料金と比べると

リーズナブルな料金で同じコースが受けら

れてしまうのです。そして夏に比べると生

徒数も少なくなるので、同じ講習を受けて

も短時間で済みます。例えば海洋実習では、

プールで習ったスキルの確認をしてから魚

を見に水中ツアーへ行くのですが、生徒数

が少なければその分水中ツアーに充てる時

間も多くなります。

　もちろん初心者コースに限らず、そのほ

かのコースも冬料金になっているので、ア

ドバンスコースやレスキューコースなどを

受講して、ダイビングスキルを一歩レベル

アップしてみてはどうでしょうか？　ダイ

ブマスターやインストラクターを考えてい

る方は、冬のうちにトレーニングを受けて

おけば、ダイブショップが忙しくなる夏に

はダイブマスター、インストラクターとし

て仕事ができるレベルになっているかもし

れません。

エビ＆カニ捕りナイトダイブ

　すでにダイバーの人は、ぜひナイトダイ

ブにトライしてみてください。ここパース

は、ナイトダイブの時に車エビと渡りガニ

が捕れることで有名です。そして夏に比べ

るとサイズも大きく、そこらじゅうエビと

いうくらい数も多いのに、捕りに来る人は

少ないので、かなり良い結果が期待できる

はずです。

　寒そー！という悲鳴が聞こえてきそうで

すが、夜だからといって水温がガクッと下

がるわけではありません。さらに水の中に

入ると狩猟本能が目覚め、寒さを忘れてエ

ビやカニを追いかけるという人も少なくあ

りません。どちらかというと、終わった後

の方が寒さを感じやすいので、厚手のジャ

ンパーなどを持っていき、体を温めるとよ

いでしょう。自分で捕ったエビやカニは、

さらにおいしく感じられます !　

　ちなみにこのダイブは、ここパースでし

か体験できません。日本はもちろん、オー

ストラリアでも他州では、ダイビング中にハ

ンティングすることに制約があります。カニ

捕り・エビ捕りダイブを体験せずにパース

を去ることがないようにしてくださいね！

ドライスーツコース

　オープンウォーターコースの学科のクラス

で習ったと思いますが、スーツにはウエット

スーツとドライスーツの２種類があります。

このドライスーツコースはぜひ挑戦してもら

いたいスペシャリティーコースの一つです。

　その名の通り頭と手以外は濡（ぬ）れず

にダイビングをすることができます。この

スーツを使いこなせるようになれば、潜れ

る場所も時期もグーンと延ばすことができ

ます。冷水中でも快適に潜れることによっ

て、自分の体を減圧症などから守ることが

できるのはもちろん、風邪などでサイナス

（副鼻腔［ふくびこう］）がうっ血したりす

ることも防げます。

冬眠しないで！

　最後に、冬だからといって冬眠しないで

ください !　

　よく聞くのが、オープンウォーターを取っ

てから１本も潜ってないけど、暖かいケア

ンズに行ったらまた始めるというプラン。

ダイビングも車の免許と同じで、やらない

と忘れてしまいます。せっかく覚えたダイ

ブテーブルの使い方も、セッティングも、

中性浮力も。短期間で上手になるには、特

にコースが終わった後、できるだけ間を空

けずにたくさん潜ってみることです。そう

すれば身に付いたスキルをさらに伸ばして、

自信をつけることができるはずです。

　先日聞いた話でも、久しぶりにケアンズ

で２泊のツアーに参加したそうですが、久

しぶりのダイビングに加えて、初めてのナ

イトダイブにまで挑戦しようとしたけれど、

残念ながらダイビングを楽しむ余裕は全く

なかったそうです。

　ですから、機会があったらどんどん潜っ

てくださいね。金銭的に余裕がない人は、

ビーチダイブのツアーならボートダイブに

比べて低価格で参加できます。ラウンド中、

いろいろな海でダイビングを楽しむために

も、冬眠せずに海に出てきてくださいね！！

オーストラリア・ワインの話

PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
みダイビング・コラム

連 載
その 85

◇ 2011 Karl Stockhausen Signature

	 Chardonnay.........................................＄26

◇ 2010 Karl Stockhausen Signature Shiraz　	

	 ..............................................................＄32

 

 

■ Keith Tulloch Wine（キース・タ

ラック・ワイン）
設立：1997 年

　チーフワインメーカーのキース・タ

ラック氏はロワーハンターで４代続い

たワイン造りの出身で、1997 年に独立

して自分のワイナリーを始めました。

彼はワインメーカーとしても名前は知

られ、ワインジャッジ、コンサルタン

トとしても活躍しています。

　全てをハンドメイドで少量のワイン

を丁寧に造ることで知られているブ

ティックワイナリーの一つです。です

ので、売り切れになることもしばしば

です。

　ここのテイスティングラウンジはセ

ラードアの２階にあって、ゆったりと

座ってできるようになっています。ヴェ

ランダからはロワーハンター全体が 360

度の角度の眺めで見渡せます。テイス

ティングは１人＄５かかりますが、も

し１本買えばその＄５は返してもらえ

ます。

　ワインのご紹介をします。

◇ 2011 Pinot Gris....................................＄18

◇ 2011 Semillon......................................＄28

◇ 2011 Chardonnay................................＄30

◇ 2011 Marsanne....................................＄30

◇ 2011 Chardonnay Tumbarumba..........＄30

◇ 2010 Merlot.........................................＄26

◇ 2010 Shiraz-Viognier..........................＄28

◇ 2009 Kester Shiraz..............................＄60

　他に

　Museum Wines（長期に保存できるワ 

	 イン）

◇ 2005 Semillon......................................＄45

◇ 2003 the Kester Shiraz........................＄65

 

　Mixed Dozens

◇ 2011 Mixed White Dozen............＄273.60

◇ 2011 Mixed Red Dozen................＄410.40

◇ 2011 Mixed Dozen.......................＄342.00

　James Halliday（ジェームス・ハリデイ）

氏お墨付きのロワーハンターのワイナ

リーのご紹介を続けます。

■ Briar Ridge（ブリア・リッジ）
設立：1988 年

　ヴィンヤードそのものは 1974 年にス

タートしていますが、現在のオーナー

（Mr Davis） が 買 い 取 っ て 始 め た の が

1988 年です。もともと地質学者だった

現在のオーナーがワインに適している

土壌に気づき、彼自身がワインの勉強

を始めたのがきっかけでした。

　現在のチームは 2002 年に参加した

チーフワインメーカーの Luke Watson

（ルーク・ワトソン）氏をはじめ、ゲ

ストワインメーカーの Karl Stockhausen

（カール・ストックハウゼン）氏を中心

にワイン造りがなされています。ルー

クはフランスとドイツでワインメイキ

ングの研鑽（けんさん）を積み、オー

ストラリアに戻ってからも国内のワイ

ン名産地を巡りハンターに落ち着きま

した。

　カールはオーストラリア・ワイン

業界で彼のことを知らない人はいな

い、ハンターで 50 年以上もワイン造り

をしていて、1960、1970、1980 年代の

Lindeman's ワインを支えてきた方です

が、今では人間国宝（？）のように扱

われています。このワイナリーの貴重

なアドヴァイザーで、彼の名前入りの

セミオン、シラーズは有名です。

　過去、現在に至るまで数々の数え切

れない国内、国際ワインショウでのト

ロフィーやメダルを取っています。

　眺めの良いセラードアは 7 days 10am

‐5pm で毎日オープンしています。隣に

最近開店したばかりのレストランもお

薦めです。スタッフもよくトレーニン

グされています。

　ワインをご紹介します。

 

◇ 2011 Early Harvest Semillon..............＄21

◇ 2011 Homestead Verdelho..................＄21

◇ 2011 Hand Picked Chardonnay...........＄21

◇ 2011 Gewurztraminer..........................＄24

◇ 2010 Old Vines Shiraz........................＄23

◇ 2011 Karl Stockhausen Signature Semillon	

	 ..............................................................＄26

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date : July 12 & 26 2012

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required
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ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

　
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
訪
れ

た
の
は
す
で
に
37
年
も
前
の
こ
と

（
１
９
７
５
年
）
に
な
る
。
時
の
た

つ
の
は
早
い
も
の
だ
と
、
今
更
な
が

ら
思
う
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
に
次
い
で
ス
イ
ス
第
２
の
都

市
で
あ
り
、
有
名
な
レ
マ
ン
湖
の
ほ

と
り
に
あ
る
。
第
２
次
世
界
大
戦
前

に
は
、
国
際
連
盟
の
本
部
も
置
か
れ

て
い
た
し
、
私
が
訪
れ
た
時
も
、
た

く
さ
ん
の
国
際
機
関
が
こ
の
都
市
に

あ
っ
て
、
さ
す
が
中
立
国
ス
イ
ス
だ

と
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
の
近
く
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
都
市
の

モ
ン
ト
ル
ー
が
あ
り
、
毎
年
バ
レ
エ

の
登
竜
門
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
て
い
る
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
が
あ
る
。
今

年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、日
本
の
菅
井
円
加
（
ま

ど
か
）
さ
ん
が
優
勝
し
て
話
題
を
さ

ら
っ
た
。
彼
女
の
今
後
の
活
躍
に
期

待
が
か
か
る
。

　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
、
優
勝
し
た
人
の
中
で
は
、

堀
内
元
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ル
イ
ス
バ
レ
エ
団
の
芸
術
監
督
）、

吉
田
都
さ
ん
（
元
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ

団
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）、
熊
川
哲
也

さ
ん
（
Ｋ
バ
レ
エ
カ
ン
パ
ニ
ー
）
な

ど
、
世
界
に
名
の
知
れ
た
逸
材
が
い

て
、
日
本
の
バ
レ
エ
芸
術
が
世
界
的

に
誇
れ
る
水
準
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
て
く
れ
て
い
て
嬉
（
う
れ
）
し
い
。

37
年
前
に
は
バ
レ
エ
を
詳
し
く
知
ら

な
か
っ
た
が
、
今
な
ら
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

を
訪
れ
て
い
た
だ
ろ
う
に
と
悔
や
ま

れ
る
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
、
人
口
18
万
程
度

の
小
さ
な
町
で
あ
り
な
が
ら
、
国
際

的
に
重
要
な
機
関
が
集
結
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
世
界
一
小
さ
な
大
都

市
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ

時
代
の
要
所
、
キ
リ
ス
ト
教
宗
教
改

革
の
中
心
地
、
時
計
産
業
の
聖
地
、

国
連
や
赤
十
字
発
祥
の
地
な
ど
、
長

い
歴
史
の
中
で
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
町
で
も
あ
る
。
文
化

レ
ベ
ル
が
高
く
、
個
性
的
な
美
術
館

や
博
物
館
、
史
跡
、
名
所
が
あ
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
芸
術
、
歴
史
、
文
化
、

イ
ベ
ン
ト
、
グ
ル
メ
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
要
素
を
兼
ね
備
え
た
観
光
地
と
い

え
る
。
ス
イ
ス
の
公
用
語
は
４
つ
も

あ
る
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
フ
ラ
ン

ス
語
が
中
心
だ
と
聞
い
た
。

　
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

の
街
並
み
、
国
連
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
部

（
外
観
の
み
）、
旧
市
街
、
宗
教
改
革

記
念
碑
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
大
聖
堂

な
ど
の
名
所
を
観
光
す
る
が
、
時
間

は
短
か
っ
た
。

　
こ
の
街
は
、
� 

自
由
と
独
立 

�

に
つ
い
て
の
意
識
は
古
く
か
ら
高

く
、
１
５
３
６
年
（
日
本
で
は
、
武

田
信
玄
や
上
杉
謙
信
の
頃
）
宗
教

改
革
を
経
て
共
和
政
へ
と
移
行
し
、

１
８
１
５
年
ス
イ
ス
連
邦
に
加
盟

し
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
発
祥
の
地
と

し
て
、
そ
し
て
、
宗
教
上
の
理
由

に
よ
り
異
端
と
し
て
迫
害
さ
れ
母

国
を
追
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の

人
々
を
受
け
入
れ
た
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
宗
教
改
革
後
、
反

体
制
派
の
避
難
場
所
と
し
て
、
ジ
ャ

ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
や
バ
イ

ロ
ン
、
レ
ー
ニ
ン
な
ど
の
革
新
的

思
想
の
人
々
が
集
ま
っ
た
土
地
で
も

あ
る
。
そ
う
い
う
目
で
、「
ル
ソ
ー

の
生
家
」
を
訪
れ
、
大
聖
堂
や
宗
教

革
命
記
念
碑
で
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
や

ノ
ッ
ク
ス
と
い
う
宗
教
革
命
の
中
心

的
人
物
を
偲
（
し
の
）
ぶ
と
、「
こ

旅
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
（
そ
の
17
）

　
　
ス
イ
ス
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、ル
ツ
ェ
ル
ン
）

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
31
回

う
い
う
環
境
で
宗
教
革
命
が
行
わ
れ

た
の
か
」
と
感
慨
に
ふ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
革
命
に

つ
い
て
事
前
に
深
く
知
っ
て
お
か
な

く
て
は
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
い
だ

ろ
う
が
。
私
の
場
合
は
、
若
い
頃
に

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
立
の
神
学
校
に

行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
特
別
な
感
慨
が
あ
っ
た
。

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

　
生
ま
れ
て
初
め
て
「
チ
ー
ズ
フ
ォ

ン
デ
ュ
」
を
食
べ
た
の
が
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
だ
っ
た
。
食
い
し
ん
坊
の
私
は
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
だ
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
雰
囲
気
は
一
流
、
味

は
三
流
と
い
う
感
じ
で
つ
ま
ら
な

か
っ
た
。

街が
い
し
ょ
う
娼
の
多
さ
に
あ
き
れ
る

　
あ
の
頃
は
、
ス
イ
ス
も
ま
だ
貧
し

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
被
害
の

な
か
っ
た
ス
イ
ス
は
、
貧
し
さ
と
は

縁
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
た

が
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
国
際
都
市
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
街

角
に
は
、
堂
々
と
多
く
の
娼
婦
が
立

ち
並
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
国
際

機
関
が
多
く
、
外
国
か
ら
の
赴
任
者

が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
種
の
女
性

が
集
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
美
し
い
街
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

汚
点
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

レ
マ
ン
湖
を
渡
る

　
レ
マ
ン
湖
を
横
断
す
る
橋
が
架

か
っ
て
い
た
が
、
橋
の
名
は
覚
え
て

い
な
い
。
私
は
貴
重
な
時
間
を
割
い

て
、
一
人
で
橋
を
渡
り
対
岸
ま
で
歩

い
た
。
湖
か
ら
噴
き
出
す
大
噴
水
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
橋
を

渡
っ
て
歩
い
て
い
る
と
デ
パ
ー
ト
が

あ
っ
た
の
で
入
っ
て
み
た
。
外
国
の

デ
パ
ー
ト
に
入
っ
た
の
は
、
そ
の
時

が
最
初
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
外
国

に
行
く
た
び
に
デ
パ
ー
ト
に
入
っ

て
、
そ
の
国
の
デ
パ
ー
ト
の
あ
り
方

や
、
人
々
の
買
い
物
風
景
を
楽
し
む

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
デ
パ
ー
ト
で

実
演
販
売
し
て
い
た
「
吸
水
ク
ロ
ス
」

（
今
で
は
、
ど
こ
で
で
も
売
っ
て
い

る
化
学
繊
維
の
雑
巾
）
を
買
い
求
め

て
外
国
土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
た

こ
と
が
懐
か
し
い
。
な
ん
と
い
う
町

だ
っ
た
の
か
も
記
憶
に
は
な
い
が
、

私
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
る
。
∧
こ
の
雑
巾
は
、パ
ー

ス
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
、

よ
く
売
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
帰

国
し
て
か
ら
、
な
か
な
か
見
つ
け
ら

れ
な
い
で
い
る
∨

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
街

　
ル
ツ
ェ
ル
ン
は
ス
イ
ス
第
７
の
都

市
で
あ
る
。
ル
ツ
ェ
ル
ン
を
訪
れ
た

の
は
、
１
９
９
６
年
７
月
19
日
だ
っ

た
。
ロ
ン
ド
ン
発
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
周
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
こ
の
日

に
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
入
っ
た
の
だ
っ

た
。
そ
の
日
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
の
夜
、

「
ホ
テ
ル
の
屋
上
に
全
員
集
合
」
と

い
う
呼
び
か
け
が
あ
り
、
何
事
か
と

行
っ
て
み
る
と
、
屋
上
が
紙
テ
ー
プ

な
ど
で
美
し
く
飾
ら
れ
て
い
て
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
と
化
し
て
い
た
。「
ア

ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
乾

杯
!!
」
と
、
み
ん
な
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
会
を
祝
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ

の
ツ
ア
ー
の
半
分
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の
参
加
者
だ
っ
た
が
、
多

分
彼
ら
（
彼
女
ら
）
が
企
画
し
た
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
夜
は
、
ロ

ビ
ー
で
も
大
騒
ぎ
し
た
も
の
で
、
私

た
ち
に
も
「
何
か
や
れ
！
」
と
催
促

が
あ
り
、
東
京
音
頭
を
歌
い
な
が
ら

踊
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
素
晴
ら
し
く

楽
し
い
夜
だ
っ
た
。

　
ル
ツ
ェ
ル
ン
は
、
通
称
ル
ツ
ェ
ル

ン
湖
畔
に
あ
る
小
さ
な
都
市
で
年
中

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
市
内
観
光
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
記

念
碑
に
行
っ
た
。
こ
こ
は
昔
ス
イ
ス

の
兵
が
、
外
国
の
諸
侯
に
傭
兵
（
よ

う
へ
い
）
と
し
て
雇
わ
れ
、
戦
場
で

勇
ま
し
く
戦
い
、
ま
た
雇
用
主
の
王

様
に
忠
誠
を
誓
っ
た
こ
と
か
ら
、
ラ

イ
オ
ン
記
念
碑
と
し
て
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。
記
念
碑
を
見
る

と
、
ラ
イ
オ
ン
に
矢
が
付
き
刺
さ
っ

て
い
て
も
、
盾
（
外
国
の
王
の
象
徴
）

を
前
足
で
守
る
姿
を
し
て
い
る
。

有
名
な
カ
ペ
ル
橋

　
ラ
イ
オ
ン
記
念
碑
か
ら
、
そ
れ
ほ

ど
離
れ
て
い
な
い
場
所
で
、
ル
ツ
ェ

ル
ン
の
駅
の
目
の
前
に
カ
ペ
ル
橋
が

あ
る
。
こ
の
橋
の
名
は
、
し
ば
し
ば

チ
ェ
コ
の
カ
レ
ル
橋
と
間
違
っ
て
表

記
さ
れ
る
が
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
場
合

は
カ
ペ
ル
橋
な
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

　
湖
に
流
れ
込
む
ロ
イ
ス
川
に
こ
の

橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
古
の
屋
根
付
き
木
橋
カ
ペ
ル
橋

は
、
実
は
湖
か
ら
襲
っ
て
く
る
敵
か

ら
街
を
守
る
城
壁
の
一
部
だ
っ
た
よ

う
だ
。
カ
ペ
ル
橋
の
両
側
面
に
は
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
花
が
い
っ
ぱ
い
に

飾
ら
れ
て
い
た
。
１
９
９
３
年
に
大

火
災
が
起
こ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
焼
失

し
た
が
、
す
ぐ
に
再
建
さ
れ
て
い
て
、

１
９
９
６
年
に
は
一
部
の
焼
け
残
っ

た
板
壁
が
そ
の
当
時
の
火
災
の
様
子

を
残
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
カ
ペ
ル
橋
の
近
く
に
は
川
に
沿
っ

て
土
産
物
な
ど
の
商
店
が
並
ん
で
い

た
。
こ
こ
で
買
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ち
こ
ち
で

買
っ
た
ど
の
チ
ョ
コ
よ
り
お
い
し
く

感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

路
面
電
車
で
の
嫌
な
思
い
出

　
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
は
路
面
電
車
が

走
っ
て
い
る
。
カ
ペ
ル
橋
近
く
の
停

留
場
か
ら
路
面
電
車
に
飛
び
乗
っ

た
。
ホ
テ
ル
ま
で
は
駅
の
数
で
５
〜

６
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
小
さ
な
２

両
連
結
電
車
だ
っ
た
。
乗
っ
て
し
ば

ら
く
し
て
検
札
が
や
っ
て
来
た
。
私

た
ち
は
、
日
本
の
路
面
電
車
や
バ
ス

の
よ
う
に
、
乗
っ
て
か
ら
切
符
は
買

え
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
切

符
は
事
前
に
購
入
し
て
い
な
い
。
ど

ん
な
に
釈
明
し
て
も
、
近
く
の

乗
客
が
と
り
な
し
て
く
れ
て

も
、
車
掌
は
許
し
て
く
れ
な
く

て
、
通
常
料
金
の
10
倍
ぐ
ら
い

の
罰
金
を
払
わ
さ
れ
た
。
停
車

場
の
と
こ
ろ
に
小
さ
な
発
券
機

が
あ
る
こ
と
を
後
で
知
っ
た
が
、

後
の
祭
り
だ
っ
た
。
こ
の
時
の

や
り
と
り
の
印
象
か
ら
、
ス
イ

ス
人
は
冷
た
い
人
種
だ
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
感
情
は

今
も
残
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

ス
イ
ス
人
と
い
う
人
種
は
な
く
、

お
も
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
ド
イ
ツ

人
な
の
だ
が
、
ス
イ
ス
に
住
ん

だ
こ
と
の
あ
る
人
た
ち
に
聞
い
て

も「
ス
イ
ス
は
人
情
の
な
い
と
こ
ろ
」

と
い
う
共
通
の
答
え
が
返
っ
て
く
る

の
で
、「
や
っ
ぱ
り
」
と
思
っ
て
い
る
。

山
々
の
美
し
さ
、
街
の
き
れ
い
さ
な

ど
と
は
別
に
、
つ
き
あ
い
に
く
い
人

た
ち
と
い
う
印
象
は
、
今
も
ぬ
ぐ
い

き
れ
な
い
で
い
る
。

ス
タ
ン
ザ
ー
ホ
ル
ン
展
望
台

　
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
近
く
に
は
著
名
な

山
が
多
い
。
あ
ち
こ
ち
の
山
を
渡

り
歩
く
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
私
た
ち
に
は
そ

ん
な
時
間
は
な
い
。
一
日
観
光
で
ス

タ
ン
ザ
ー
ホ
ル
ン
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
）
へ
と
向
か
っ
た
。

　
１
８
９
３
年
創
業
と
い
う
レ
ト
ロ

な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
近
代
的
な
空
中

ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
ス
タ
ン
ザ
ー
ホ
ル

ン
は
観
光
の
名
所
で
も
あ
る
。
周
囲

に
広
が
る
ア
ル
プ
ス
や
眼
下
に
点
在

す
る
湖
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
３
６
０
度
広
が

る
視
野
は
素
晴
ら
し
い
が
、
ガ
ス
が

出
て
き
て
視
野
を
遮
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。

　
私
た
ち
の
写
真
ブ
ッ
ク
は
、
世
界

旅
行
の
記
録
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
ス

タ
ン
ザ
ー
ホ
ル
ン
頂
上
で
の
記
念

写
真
も
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

１
９
０
０
ｍ
／
６
３
０
０
ｆ
ｅ
ｅ
ｔ

と
書
か
れ
て
い
る
。
あ
の
頃
は
、
こ

ん
な
に
も
若
か
っ
た
の
だ
と
、
し
み

じ
み
と
当
時
の
わ
が
顔
を
見
る
。
し

か
し
、
当
時
の
風
景
や
、
感
激
を
今

も
忘
れ
な
い
で
残
っ
て
い
る
の
は
幸

せ
と
い
う
ほ
か
あ
る
ま
い
。
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元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 76　「世界最大のネズミ・カピバラ」

世界最大のネズミ

　カピバラは齧歯（げっし）類としては

世界最大で、南アメリカのパナマからア

ルゼンチン北東部にかけ、アンデス山脈

より東側の湖沼、河川、湿生草原に生息

分布します。かつて私が勤務した天王寺

動物園にもカピバラ、アグーチ、パカ、ヌー

トリア、マーラなど、南アメリカ原産の

齧歯目が飼育展示されたことがあります。

齧歯目はほとんど全世界に分布しますが、

南アメリカは種の多さから特に齧歯目の

宝庫といえます。

　カピバラの体重は 35kg から 50kg といわ

れています（みさき公園の２歳未満のオ

スは 38kg、同じくメスは 36kg）が、ギネ

スブックでは 67.5kg が記録されています。

米国のインディアナ州メスカー・パーク

動物園では 61kg の記録が残されています。

性格はいたって温和

　カピバラの警戒心は強いので、急な動

きや物音に鋭く反応しますが、性格はい

たって温和で闘争心も激しくなく、小さ

いときから飼うとペットとして十分役割

を果たします。飼育しているみさき公園

でも、馴（な）れてくると飼育係の手か

ら直接エサを食べるようになり、体や頭

を触ることができます。寿命は 15 年ぐら

いとされています。

　性成熟は 15 カ月から２年で、妊娠期間

は 110 日から 150 日で平均４頭の子ども

を出産します。子どもは生後数時間のち

には走ったり泳いだりできる早成性の動

物で、１週間以内に親と同じ草なり、与

えられたエサを食べるようになります。

　ちなみに、みさき公園では草食獣用ペ

レット 500 ｇ / ２頭、青草イタリアンラ

イグラス１kg/ ２頭、乾草チモシー２kg/

２頭、白菜の株、笹（レッサーパンダの

エサの残り）などを与えています。面白

いのは反芻（はんすう）獣でもないのに

採食後しばらくたって、いつまでも口を

モグモグしているのが観察されますが、

吐き戻しの再咀嚼（そしゃく）でもなさ

そうなので、どういう習性なのか興味の

あるところです。

　また、清潔好きなのか、あるいはマー

キング（臭い付け）のためなのか、脱糞

（だっぷん）は１カ所にため糞の形で盛

りだくさんの糞塚をつくります。脱糞は、

いくらかの水深がある水溜（た）まりの

ようなところで臀部（でんぶ）を水に浸

（つ）けて脱糞をします。

　カピバラはスペイン語でモリージョと

呼ばれる分泌腺（鼻の上の卵円形の隆起

部）を持ちますが、みさき公園のカピバ

ラはオス、メスとも２歳未満で、まだ十

分に性成熟しておらず分泌腺モリージョ

の発達も不十分ですが、木の幹への臭い

付け（マーキング）行動はやっているよ

うです。もう１カ所肛門の両脇に１対の

臭腺を持っています（ビーバーなどと同

様のもの）。

泳ぎや潜水が得意

　 カ ピ バ ラ の 学 名 は Hydrochoerus 
hydrochaeris といいますが、これはギリ

シャ語で水のブタを意味します。足指に

ひれを持ち、泳いだり潜水したりするこ

とが得意で、形態習性からもよく言い表

しているように思います。水中生活に適

応した動物というとワニ、カバ、アシカ、

ビーバーなどが挙げられますが、これら

の共通点は水面上に耳、目、鼻の穴が揃

（そろ）うことで、カピバラもご多分に

もれず写真のように水面上に揃います。

　もう一つ面白い特徴に鼻の下（上唇）

▲世界最大の齧歯類「カピバラ」。ギネスブックでは 67.5kg

▲水浴を楽しむカピバラ（大阪・みさき公園） ▲水中生活に適応した足のひれ

▲異様に長い鼻の下。なぜだろう？▲水中生活に適応し水面上に一直線に並ぶ耳、目、鼻

が異常に長いような気がします。ヌートリ

ア、ビーバー、アグーチどれと比べてもや

はり長いようで、どうして長いのか、長い

ことがどのような役割があるのか、今後の

課題として調べてみたい気もします。

アマゾンのカピバラ

　南アメリカの霊長類研究では伊沢紘生

さんが有名ですが、彼の ｢ アマゾン物 ｣

の本を２〜３冊読んでみるとアマゾンの

動物のことが詳しく書かれています。

　「カピバラはいつも決まったコースを

とって川辺の草を食（は）みにくるので、

現地のインディオが猟をするときには川

辺のエサ場にアマゾンの動物たちが好む

『マラコ』という植物の実や花を待ち伏せ

場所に撒（ま）き散らし、そのにおいで

おびき寄せ、散弾銃で捕獲する。肉は現

地の人の食糧として、皮革は高価で取引

される」と書かれています。また、幼獣

は生け捕りし、子どものペットとして飼

われると書かれています。

　ベネズエラではカピバラの肉は産業と

して野生の群れから間引きながら捕獲し

たり、牛と一緒に放牧して備蓄されると

動物図鑑に書かれています。
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by Wallaby You

Have you ever heard of Shiseido’s 
Eudermine? It’s a face lotion with a 
long history of being a best-seller, and 
it’s our feature this month.

When you think of Japanese 
cosmetics, Shiseido is the first 
name that comes to mind. 
The company was founded in 
Tokyo’s Ginza in 1872 as Japan’s 
first Western-style pharmacy. 
Shiseido is commemorating its 
140th anniversary this year by 
releasing a version of Eudermine 
in a bottle of the same design as the 
original. It’s available from Shiseido 
retailers here in Australia too. 

The  name Eudermine  comes 
from the Greek words for ‘good’ (eu) and 
‘skin’ (derma). It’s a high-level face lotion 
that initially captured many female fans 
with its artistry, combining cutting-edge 
scientifi c knowledge of the time with stylish, 
contemporary bottle design. Originally red in 
colour and sold in a transparent glass bottle, 
it came to be fondly referred to as “Shiseido’s 
red water”.

Eudermine was first released in 1897. The 
reason it has been loved by so many women 
in the pursuit of beauty for over 100 years 
now? You’ll have to try it to find out. Your 
skin will be quick to let you know.

Working the Eudermine into your 
skin by gently wiping with a cotton ball 
well doused in the lotion will fi rst reveal 
a viscosity that gives a sensation of 
refreshing permeation. You will next be 

enveloped in the tender fragrance of 
Western peony, which imparts its 
own sense of wellbeing. Despite 
being highly moisture-retentive, 
Eudermine is far from sticky, 
instead leaving your skin feeling 
lustrous and soft.
Eudermine was reborn in 1997 

thanks to modern pharmacology. As 
an all-in-one face lotion, beauty lotion 
and beauty essence, it lets you manage 

all your skin care with a single bottle. For 
this writer, who is concerned with dryness, 
following Eudermine with a moisturising 
milk is an unbeatable combination. And even 
after this rerelease is all gone, it’s as easy as 
using ordinarily available Eudermine to refi ll 
the exotically tall and slender red bottle, a 
masterpiece in itself.

Eudermine has undergone continuous 
scientifi c improvement over 140 years and is 
now available in retailers all over the world. 
Give it a try in your own skin care.

＄95/100ml
http://www.au.shiseido.com/

　みなさんは資生堂の「EUDERMINE　

オイデルミン」という化粧水をご存じで

すか？　今回はこの歴史ある超ロングセ

ラー化粧水をご紹介しましょう。

　1872 年（明治５年）に日本初の西洋風

調剤薬局として東京銀座に誕生した日本

を代表する化粧品メーカー「資生堂」が、

今年創業 140 年を記念して発売当時のボ

トルデザインで「EUDERMINE　オイデ

ルミン　複製版」を発表し、オーストラ

リアの SHISEIDO カウンターに登場しま

した。

　「EUDERMINE 」 の EU は「 良 い 」、

DERMA は「肌」を表し、ギリシャ語の

「良い肌」からその名を受けた高機能化粧

水「オイデルミン」。発売当時の最新の

科学的知見に基づく処方と現在のスタイ

リッシュなボトルデザインへとつながる

芸術性が多くの女性を魅了し、そして当

時は透明なガラス瓶に入った赤い化粧水

であったため「資生堂の赤い水」として

親しまれたといわれています。

　1897 年（明治 30 年）に日本で初めて生

まれたこの化粧水が、100 年以上にわた

り「美」を追求する多くの女性たちに愛

される理由は？　ぜひ一度使ってみてく

ださい。その理由はあなたの肌が教えて

くれるはずです。

　コットンにたっぷりと含ませたオイデ

ルミンを優しく拭くようにしながら肌に

なじませていくと、まずとろみのある化

粧水がすーっとしみ込んでいく感覚を味

わえます。次に西洋シャクヤクの優しい

香りに包まれ、癒やし効果も十分。保水

性が高いのにべたつきが少なく、使用後

の肌はつるつるもちもちに。

　1997 年に現在の処方に生まれ変わった

オイデルミン。ローション、エッセンス、

美容液がオールインワン、これ１本でお

手入れ完了のシンプルスキンケアが可能

です。乾燥が気になる私は、オイデルミ

ンの後に乳液を使って乾燥対策は万全。

この複製版が使い終わったら次は、すら

りと背の高いエキゾチックでこれまた素

敵な赤い瓶に入った従来品にリピート決

定です。

　140 年の時を超え幾度も技術革新を重

ねながら、現在も世界各国の店頭に並

ぶオイデルミン、ぜひこの機会にあな

たのスキンケアに加えてみてはいかが

でしょう？　

＄95/100ml
http://www.au.shiseido.com/

EUDERMINE 
140th ANNIVERSARY LIMITED EDITION

オイデルミン複製版

Advertising feature

We recommend pocket WiFi rental to make the most of your iPhone in Japan

Pocket WiFi rental highlights
• 7.2 Mbps uncapped high-speed internet access, at a fi xed price
• Pick up from airport counters on arrival (Narita 1 and 2, Kansai, Fukuoka)
• Can also be delivered to your home, hotel or workplace. Return by simply popping in  
 the post.
• Allows for a maximum of 5 devices to be connected at once (PC, smartphone, iPod  
 touch, iPad, game console, etc.)
• Rental fee is $70 per week or $90 for 2 weeks
• Customer support available in English and Chinese

Further details at www.japanwi� service.com

Japan is one of the most ‘convenient’ 
countries in the world. Did you know, 
however, that it has surprisingly few 
wireless hotspots? And even if you do fi nd 
a hotspot, you’ll need a contract with a 
Japanese ISP to use it.

That’s where pocket WiFi comes in. 
This data transmission terminal allows 
you to access the net easily from your PC 
or smartphone from anywhere within the 
coverage area. With pocket WiFi, you no 
longer need to worry about online access 
during your stay in Japan.

9. Fotopedia Japan
With over 1,300 photos, this app puts you in touch 
with the profound charms of Japan’s beauty and 
culture. You can search through Japan’s traditions, 
calming natural beauty, unique arts and crafts, 
fashion, festivals and vibrant popular culture. It 
offers interactive maps, slideshows and wallpapers 
and is compatible with social media.
Free
iPhone : iOS4.0~

10. Japan Restaurant Guide
This is the English-language version of the 
perennially popular restaurant index, Guru-nabi. 
You can search for information on restaurants in 
Japan by your current location or by your preferred 
area, genre or budget. This app is packed with 
information 
such as menus 
and discount 
offers. It is also 
compatible 
with Korean 
and simplifi ed 
and traditional 
Chinese.
Free
iPhone : iOS3.0~

11. Samurai Taxi
This useful 
app gives 
you the taxi 
fare for a 
journey 
between 
locations 
entered via 
Google 
Maps. If your position appears via GPS, a simple 
tap on your destination displays the required time, 
distance and price. You can also display late-night 
fares. Locations can be input from your address 
book or via web search.
Free
iPhone : iOS4.2~

12. Kotoba! 
 (Japanese dictionary)
This app is 
useful for 
students of 
Japanese 
and English 
alike. It 
also comes 
in handy 
for those 
Japanese who, relying so much on keyboards, 
have forgotten how to write kanji! Kotoba! 
includes 130,000 words in English, 14,000 in 
French, 74,000 in German and 6,000 in Russian. 
It’s packed with lookup features, including 
romanised display, usage examples and stroke 
order and radical for each kanji.
Free
iPhone : iOS3.0~

All apps featured above are also compatible with iPod touch and iPad.
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IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN

Smartphones have become an inescapable 
feature of daily life for many of us. They are 
also increasingly convenient to have access 

to on overseas travel. This month we feature 
our ultimate selection of iPhone apps likely 
to come in handy on your next visit to 

Japan. There are a lot of useful and free apps 
out there, so be sure to give them a try!

1. NariTra
NariTra is a speech 
translation app that converts 
spoken words into other 
languages. It can translate 
into and from English and 
Japanese, as well as Chinese 
and Korean. Just hold it up 
to your ear like you were 
speaking on the phone, 
and the translation is output 
both in audio and on-screen 
forms. Keyboard input is also 
available.
Free
iPhone : iOS4.0~  
Available for Android

2. Japan Transit Planner
This is the English-language version of Japan’s 
most-downloaded navigation app. By simply 
inputting your points of departure and destination, 
you can look up the routes, costs and times 
required via rail and air within Japan. Your last 
50 searches are saved, enabling easy reference 
without a network connection.
$14.99
iPhone:  iOS4.2~

Japan. There are a lot of useful and free apps 
out there, so be sure to give them a try!

3. Japan Subway Route Map
This app lets 
you easily look 
up lists and 
maps of the 
Tokyo Metro, 
Toei Subway, 
Osaka Subway 
and Nagoya 
Subway. 
Transfer details are clearly displayed on the 
line lists, simplifying Japan’s complex subway 
networks. Also available offl ine.
$1.99
iPhone : iOS4.0~

4. Snow Japan
Details of more 
than 500 ski 
and snowboard 
resorts 
throughout 
Japan are 
presented 
along with 
accommodation in the popular areas of Hokkaido, 
Nagano, Niigata and Fukushima. From around 
December until May, weather and snow reports are 
posted from popular regions.
Free
iPhone : iOS3.1~

5. News on Japan
News On 
Japan was 
established 
in 1999 and 
has become a 
leading portal 
for Japan-
related news 
in English. 
24/7 streaming news provides a vital source of 
information for businesses and travellers in Japan. 
Includes maps od Japan and Tokyo trains.
Free
iPhone : iOS4.0~

6. TeePee Guide – Japan Dining &  
 Travel
This app 
allows you 
to search 
for dining 
and leisure 
destinations 
from among 
35,000 
that have 
been featured in the media, such as on TV or 
in magazines. It can also be used offl ine with 
GPS functionality, so if you access the data in 
advance you can track your way through without 
a connection. It is also available in Chinese and 
Korean.
$0.99
iPhone : iOS3.1~

7. Beer in Japan
Beer in Japan 
brings you 
the best of 
Japan’s craft 
beer bars, 
with detailed 
directions 
from the 
nearest 
subway or train station, opening hours, smoking or 
non-smoking, website link and phone number for 
each bar. It includes discount coupons, saving you 
money. 
$0.99
iPhone : iOS3.0~
Available for Android

8. YUBISASHI NIPPON CALLING  
 JAPAN
It has been 
over a year 
since the Great 
East Japan 
earthquake. 
This app is 
distributed to 
volunteers as 
a conversation 
tool by Joho Center Publishing. Just tap the phrase 
you want to use and it is spoken with native 
pronunciation. The easy-to-use images make 
fi nding words a breeze.  
Free
iPhone : iOS3.2~

イメージ
イメージ

イメージ

イメージ

西オーストラリア
「１泊２日ワイルドフラワーの旅」参加者大募集

極秘ポイント「エバーラスティングの絨毯」へも
今年もワイルドフラワーシーズンがもうそこまでやって来ています。
今回は１泊２日の旅で、日帰りツアーでは訪れることができない、ワイルド
フラワーの極秘スポットに。
一生に一度は見ておきたいエバーラスティングの絨毯をはじめ、咲き頃のワ
イルドフラワースポットをお楽しみください。
また、ニューノーシアの町やワイナリー、奇岩群ピナクルズ、ロブスター工
場も訪れるお値打ちのツアー。
天候に恵まれれば星空観測にもご案内します。満天の星空の下、南半球の星
座をお楽しみください。

とっても
お得！

日　次 時　間 内　容 食　事

第 1 日 08：00

18：30 頃

パース出発
ワイナリーにて試飲             
修道院の町ニューノーシアで小休憩
ワイルドフラワー工場見学

昼食
ガイドが当日の開花状況に合わせスポットへご案内
一面に広がる花の絨毯、コールシーム付近へ

ホテル着（ドンガラ）
夕食
星空観測（天候により中止の場合もあります）
利用ホテル：オールドミル ･ ドンガラ

昼：ワイルドフ
ラワー工場内レ
ストラン

夕：ホテル内
レストラン
にて各自

第２日 09：00

18：00 頃

ホテル発
途中、休憩を交えながらワイルドフラワー観賞

ロブスター工場見学
昼食

奇岩群「ピナクルズ」

パース着

朝：ホテル内
レストラン

昼：ロブスター
ランチ
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【
５
月
30
日
共
同
】

　
第
65
回
を
迎
え
た
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
。
世
界
の
名
だ
た
る
巨
匠

が
多
様
な
視
点
か
ら
ま
と
め
た

佳
作
が
集
ま
っ
た
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
ネ
ケ
監
督
が

２
０
０
９
年
に
続
き
２
度
目
の
最

高
賞
パ
ル
ム
ド
ー
ル
を
獲
得
し
、

幕
を
閉
じ
た
。
日
本
関
連
の
作
品

受
賞
は
な
く
、
寂
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　
▽
老
い
と
死

　
カ
ン
ヌ
常
連
監
督
た
ち
が
顔
を

そ
ろ
え
た
コ
ン
ペ
部
門
。
下
馬
評

が
高
か
っ
た
ハ
ネ
ケ
監
督
の
「
ア

ム
ー
ル
」
は
、
静
か
な
ア
パ
ー
ト

の
一
室
を
舞
台
に
、
病
気
の
妻
と

彼
女
を
介
護
す
る
夫
の
夫
婦
愛
と

試
練
を
描
い
た
物
語
だ
。
誰
も
が

直
面
す
る
老
い
と
死
と
い
う
普
遍

的
な
テ
ー
マ
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
名

優
ジ
ャ
ン
ル
イ
・
ト
ラ
ン
テ
ィ
ニ
ャ

ン
と
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
リ
バ
が
体

現
し
た
。

　
授
賞
式
に
は
、
ハ
ネ
ケ
監
督
と

共
に
主
演
の
２
人
も
登
壇
。
監
督

が
「
長
年
支
え
て
く
れ
た
妻
に
感

謝
し
た
い
。
素
晴
ら
し
い
俳
優
２

人
に
も
感
謝
。
彼
ら
は
こ
の
映
画

の
本
質
だ
」
と
述
べ
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
で
た
た
え
た
。

　
パ
ル
ム
ド
ー
ル
受
賞
歴
の
あ
る

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

ム
ン
ジ
ウ
監
督
が
「
ビ
ヨ
ン
ド
・
ザ
・

ヒ
ル
ズ
」
で
描
い
た
の
は
、

信
仰
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い

く
人
間
の
姿
だ
っ
た
。
コ
ス

ミ
ナ
・
ス
ト
ラ
タ
ン
と
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
・
フ
ル
ト
�

の
２
人
は
、
長
編
映
画
デ

ビ
ュ
ー
作
で
女
優
賞
に
輝
く

快
挙
。
作
品
は
脚
本
賞
も
受

賞
し
た
。

　
▽
自
分
の
ス
タ
イ
ル

　
男
優
賞
は
マ
ッ
ツ
・
ミ

ケ
ル
セ
ン
。
小
児
性
愛
者

の
疑
い
を
か
け
ら
れ
町
全

体
か
ら
爪
は
じ
き
に
さ
れ

る
主
人
公
を
繊
細
に
演
じ

た
「
狩
り
」（
ト
マ
ス
・
ビ

ン
タ
ー
ベ
ア
監
督
）
は
、

集
団
心
理
の
残
酷
さ
を
巧

み
に
描
き
、
見
応
え
が
あ
っ
た
。

　
授
賞
式
後
の
記
者
会
見
で
、
ナ

ン
ニ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
審
査
委
員
長

は
「
全
員
一
致
で
決
ま
っ
た
賞
は

常
連
監
督
た
ち
の
多
彩
な
視
点

日
本
の
奮
起
に
期
待

【
６
月
21
日
共
同
】

　
前
衛
美
術
家
、
草
間
弥
生
の
勢

い
が
止
ま
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
27
万
人
を

動
員
し
た
新
作
展
が
国
内
を
巡
回

中
で
、
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
（
英
国
）

な
ど
欧
米
の
主
要
美
術
館
を
ま
わ

る
回
顧
展
も
開
催
。
そ
の
合
間
に
、

続
々
と
新
作
を
発
表
し
て
い
る
。

現
代
美
術
最
大
の
才
能
の
一
人
と

し
て
評
価
を
確
立
し
た
「
水
玉
の

女
王
」
の
、
創
造
の
源
を
探
っ
た
。

　
▽
色
彩
の
洪
水

　
ピ
ン
ク
や
青
、
シ
ル
バ
ー
…
。

会
場
に
入
る
と
、
生
命
力
が
渦
を

巻
く
よ
う
な
、
め
く
る
め
く
色
彩

の
洪
水
が
押
し
寄
せ
る
。
単
細
胞

生
物
の
よ
う
な
も
の
、
眼
鏡
、
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
女
性
の
横
顔
な
ど
、

不
気
味
で
、
そ
れ
で
い
て
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
モ
チ
ー
フ
が
増
殖
し
て
い

く
。
新
作
展「
永
遠
の
永
遠
の
永
遠
」

に
出
品
し
た
大
型
キ
ャ
ン
バ
ス
の

シ
リ
ー
ズ
「
わ
が
永
遠
の
魂
」
だ
。

「
こ
こ
数
年
想
像
力
と
創
作
意
欲
が

激
発
し
て
い
る
」
と
埼
玉
県
立
近

代
美
術
館
館
長
の
建
畠
晢
。

　
ほ
と
ば
し
る
圧
倒
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
幻
惑
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
だ
が
、
代
表
作
の

水
玉
や
ネ
ッ
ト
（
網
）
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
と
は
異
な
る
。「
草
間
さ
ん
は

『
無
限
の
反
復
』
を
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
非
常

に
珍
し
い
画
家
。
多
様
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
豊
穣
な
草
間
ワ
ー

ル
ド
を
つ
く
っ
て
い
る
」

　
水
玉
や
網
目
が
全
面
を
埋
め
尽

く
す
画
風
に
変
化
が
表
れ
、
具
象

的
な
要
素
が
強
ま
っ
た
。
即
興
性

や
ス
ピ
ー
ド
感
、
線
の
お
も
し
ろ

さ
に
加
え
、
コ
ロ
リ
ス
ト
（
色
彩

画
家
）
と
し
て
の
才
能
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。

　
草
間
は
下
絵
も
描
か
ず
、
地
塗

り
を
し
た
キ
ャ
ン
バ
ス
を
テ
ー
ブ

ル
に
置
き
、
そ
の
前
に
座
る
と
、

い
き
な
り
筆
を
置
い
て
描
き
始
め

る
。
建
畠
は
「
筆
を
手
に
持
っ
た

瞬
間
に
美
が
見
え
て
い
る
。
試
行

錯
誤
が
な
い
」
と
話
す
。

　
▽
時
代
の
先
駆
者

　
わ
き
あ
が
る
イ
メ
ー
ジ
の
秘
密

を
草
間
に
尋
ね
て
も
、
本
人
に
も

分
か
ら
な
い
よ
う
だ
。「
じ
ゃ
ん

じ
ゃ
ん
出
て
く
る
の
、
ア
イ
デ
ア

が
ね
。
ど
ん
ど
ん
手
が
動
い
て
い
っ

て
、
描
き
上
が
っ
て
『
あ
、
こ
う

い
う
絵
だ
っ
た
の
か
』
っ
て
こ
と

に
な
る
ん
で
す
」

　
10
歳
の
こ
ろ
か
ら
水
玉
と
網
模

様
を
モ
チ
ー
フ
に
絵
を
描
き
始
め
、

１
９
５
７
年
に
渡
米
。
帰
国
す
る

73
年
ま
で
最
先
端
の
ア
ー
ト
の
潮

流
に
身
を
置
き
、
そ
の
先
頭
に
立

つ
ま
で
に
な
っ
た
。

　
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
の
学
芸
員
は
、

解
説
の
中
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

舞
台
で
並
外
れ
た
地
位
を
築
い
て

い
た
」
と
評
し
、
唯
一
、
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
を
「
草
間
に
近
い
存

在
」
と
し
て
い
る
。

　「
前
衛
芸
術
家
」
を
名
乗
り
「
常

に
時
代
の
先
駆
者
で
あ
り
た
い
」

と
言
う
草
間
。
言
葉
通
り
、
過
激

な
か
っ
た
。
監
督
た
ち
は
、
よ
り

自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
最
高
賞
を
競
っ
た
22
作
品
の
う

ち
、
約
４
分
の
１
を
占
め
た
の
が

米
国
映
画
だ
。
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ

ト
、
ニ
コ
ー
ル
・
キ
ッ
ド
マ
ン
ら

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
が
連
日
レ
ッ

ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
登
場
し
、
華
や

か
に
彩
っ
た
が
、
作
品
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
弱
か
っ
た
。

　「
ホ
ー
リ
ー
・
モ
ー
タ
ー
ズ
」
で

喝
采
を
浴
び
た
レ
オ
ス
・
カ
ラ
ッ

ク
ス
監
督
や
、
今
年
90
歳
の
ア
ラ

ン
・
レ
ネ
監
督
ら
フ
ラ
ン
ス
の
巨

匠
た
ち
も
振
る
わ
な
か
っ
た
。

　
▽
日
本
の
魂
と
感
性

　
コ
ン
ペ
部
門
で
唯
一
の
日
本
関

連
作
品
は
、
日
本
人
俳
優
を
起
用

し
て
横
浜
市
や
静
岡
市
な
ど
で
撮

影
さ
れ
た
、
イ
ラ
ン
の
ア
ッ
バ
ス
・

キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督
に
よ
る
日
仏
合
作
映

画
「
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
」。

「
監
督
の
技
術
は
か
つ
て
な
い
美
し
さ
を

示
し
て
い
る
」（
仏
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
紙
）

な
ど
と
論
評
さ
れ
た
が
、
作
品
自
体
の
評

価
は
伸
び
悩
ん
だ
。

　
小
津
安
二
郎
ら
日
本
の
名
匠
を
敬
愛

す
る
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督
。
公
式
上
映

前
の
記
者
会
見
で
は
日
本
映
画
の
現
状

に
苦
言
を
呈
し
て
い
た
。「
米
ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
リ
メ
ー
ク
の
よ
う
で
日
本
の
魂
や

感
性
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
私
が
見
て

い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
絶
望
的

だ
」。
日
本
の
映
画
人
の
さ
ら
な
る
奮
起

に
期
待
し
た
い
。

な
ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど
で
60
年
代

ヒ
ッ
ピ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を
け
ん
引

し
た
画
家
が
、
今
は
水
玉
の
ポ
ッ

プ
な
彫
刻
な
ど
で
若
い
人
を
「
カ

ワ
イ
イ
」
と
夢
中
に
さ
せ
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
と
り
こ
に

す
る
。

　
▽
本
質
へ
の
ま
な
ざ
し

　
新
作
展
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
自
画
像
「
神
を
み
つ
め
て
い

た
わ
た
し
」。
火
花
が
飛
び
散
る
よ

う
な
「
わ
た
し
」
の
瞳
が
、
ひ
た

と
捉
え
る
も
の
は
何
か
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
幻
覚
や
幻
聴
、

強
迫
観
念
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
れ
ら

に
立
ち
向
か
う
と
き
、
一
心
不
乱

に
絵
を
描
い
た
。「
毎
日
毎
日
、
自

分
の
芸
術
の
力
で
命
を
つ
な
い
で

い
ま
す
。
芸
術
が
あ
る
か
ら
、
今

ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
」
と
草
間

は
言
う
。

　
自
殺
願
望
に
ま
で
発
展
す
る
自

ら
の
苦
し
み
を
さ
ら
け
出
す
こ
と

で
、
深
い
共
感
を
呼
び
起
こ
す
。

さ
ら
に
自
己
の
救
済
だ
け
で
終
わ

ら
な
い
の
が
、
草
間
の
言
う
「
愛
」。

自
作
の
詩
で
こ
う
言
う
。

　「
す
べ
て
の
人
々
に
愛
は
と
こ

し
え
と
叫
び
つ
づ
け
て
き
た
わ
た
し
／

そ
し
て
い
つ
も
生
き
る
こ
と
に
悩
み
つ

づ
け
／
芸
術
の
求
道
の
旗
を
ふ
り
つ
づ

け
て
き
た
」

　
建
畠
が
指
摘
す
る
の
は
、
崇
高
さ
だ
。

「
人
類
に
と
っ
て
最
も
本
質
的
、
普
遍
的

な
も
の
に
対
す
る
直
接
的
な
ま
な
ざ
し
が

あ
る
」

　
宗
教
に
も
似
た
作
家
の
信
念
か
ら
渾
身

の
力
で
生
み
出
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の

絵
は
、
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
希
望
を
放
つ
。

詩
に
は
こ
う
表
現
し
た
。「
あ
な
た
た
ち

と
一
緒
に
宇
宙
に
む
か
っ
て
／
心
か
ら
人

間
讃
美
を
う
た
い
上
げ
よ
う
」（
敬
称
略
）

第 65 回カンヌ映画祭報告

草
間
弥
生
、
激
発
す
る
創
造

国
内
外
で
新
作
、
回
顧
展
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「
コ
リ
カ
・
ペ
ー
ス
ト
リ
ー
ズ
」　
パ
テ
ィ
シ
エ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
る
前
の
こ
と
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
京
都
の
三
菱
自
動
車
で
製
造
部
門
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。
入
社
し
て
２
年
間
は

技
能
五
輪
の
選
手
に
選
ば
れ
大
会
に
出
場
し
て

い
た
ん
で
す
よ
。
僕
の
場
合
は
や
す
り
を
使
っ

た
仕
上
げ
加
工
部
門
で
、
手
作
業
で
１
０
０
０

分
の
１
ミ
リ
の
精
度
を
出
し
て
い
く
ん
で
す
。

そ
の
後
は
機
械
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
か
ロ

ボ
ッ
ト
の
操
作
と
か
、
三
菱
自
動
車
に
は
10
年

ほ
ど
勤
め
ま
し
た
。

　
海
外
は
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
た
ハ
ワ
イ

が
最
初
で
、
そ
の
時
に
い
つ
か
は
海
外
に
住
ん

で
み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、

た
ま
た
ま
ラ
ン
セ
リ
ン
が
舞
台
と
な
っ
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
自
然
豊
か
な
パ
ー
ス
の
こ
と

を
知
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
こ
こ
へ
や
っ

て
来
ま
し
た
。

パ
ー
ス
で
は
最
初
に
何
を
？

　
ま
ず
３
カ
月
間
は
語
学
学
校
へ
通
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
は
ノ
ー
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ

る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
ク
リ
ー
ナ
ー
の
仕
事
か
ら

始
め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
フ
ー
ド
コ
ー
ト
内

に
あ
る
お
店
か
ら
空
い
た
時
間
に
う
ち
で
も
働

か
な
い
か
と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
バ
ブ
ル

テ
ィ
ー
を
作
っ
た
り
。

　
そ
の
後
は
学
生
ビ
ザ
に
切
り
替
え
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス
に
通
い
ま
し
た
。
日

本
で
は
飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
結
構

あ
り
、
料
理
も
好
き
だ
っ
た
の
で
将
来
は
パ
ー

ス
で
小
さ
な
お
店
を
、
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
そ
う
い
う
学
校
に
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く

た
だ
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
後
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
調
理
師

コ
ー
ス
に
１
年
間
通
い
ま
し
た
。

「
コ
リ
カ
」
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
？

　
調
理
師
コ
ー
ス
の
中
に
デ
ザ
ー
ト
の
授
業
が

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
デ
ザ
ー
ト
は
人
に
作
っ
て

も
ら
う
も
の
、
買
う
も
の
で
、
自
分
で
は
作
れ

な
い
世
界
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実
際

や
っ
て
み
て
自
分
で
も
作
れ
る
ん
だ
と
思
っ
た

ん
で
す
。

　
お
菓
子
っ
て
み
ん
な
食
べ
ま
す
よ
ね
。
そ
れ

で
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
頃
か
ら
お
菓

子
の
世
界
も
い
い
な
と
思
い
始
め
、
調
理
師
コ
ー

ス
の
後
、
永
住
権
が
下
り
る
ま
で
の
間
ベ
ー
カ

リ
ー
コ
ー
ス
も
受
け
た
ん
で
す
。

　
そ
の
コ
ー
ス
で
は
２
０
０
時
間
の
ワ
ー
ク
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
の
が
あ
り
、
当
時
の

住
ま
い
の
近
く
に
あ
っ
た
「
コ
リ
カ
」
に
そ
れ

を
問
い
合
わ
せ
た
ら
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
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さ
ん

お
祝
い
の
席
に
花
を
添
え
る
。

　
そ
ん
な
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　
６
月
号
で
お
話
を
伺
っ
た
松
本
昇
（
ま
つ
も
と
・
の
ぼ
る
）
さ
ん
か

ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
人
気
イ
タ
リ
ア
洋
菓
子
店
「
コ
リ
カ
・

ペ
ー
ス
ト
リ
ー
ズ
」
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
働
く
若
林
栄
市
さ
ん
。
全

く
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
人
々
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
お
菓

子
の
世
界
へ
進
ん
だ
若
林
さ
ん
。
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
大
好
き
な
イ
タ
リ
ア
の
話
な
ど
楽
し
く
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

さ
っ
た
ん
で
す
。

　で
は
、
そ
の
ま
ま
「
コ
リ
カ
」
で
？

　
は
い
。
始
め
た
頃
は
週
２
日
が
ワ
ー
ク

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
で
、
１
日
は
普
通

の
従
業
員
と
し
て
働
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
一
緒
に
働
い
て
い
た
女
性
が
ボ
ス
に

「
あ
の
子
、
よ
く
働
い
て
い
る
よ
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
ら
し
く
、「
空
い
て
い
る

時
間
が
あ
れ
ば
お
給
料
も
あ
げ
る
か
ら
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
以
外
で
も
来
た
ら
い
い

よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

　
そ
し
て
コ
ー
ス
が
終
わ
る
頃
、
ボ
ス
か

ら
「
う
ち
で
働
か
な
い
か
？
」
っ
て
。
初

め
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
し
た
が
、
永
住
権
取

得
後
に
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
（
職
人
見
習
い
）

に
興
味
が
あ
る
か
と
。
も
ち
ろ
ん
申
し
出

は
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
週
４
日
は
「
コ

リ
カ
」
で
働
き
、
１
日
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
へ
通

う
生
活
が
２
年
半
続
き
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ

と
は
？

　
や
っ
ぱ
り
お
客
さ
ん
が
笑
顔
で
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
作
っ
た

も
の
を
店
頭
に
持
っ
て
行
っ
た
際
に
声
を
掛
け

て
く
れ
た
り
。
あ
と
は
ケ
ー
キ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
く
時
な
ど
に
よ
く
。

　
他
に
は
友
達
の
誕
生
日
な
ど
、
自
分
が
作
っ

た
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
こ
と
で
す

ね
。
以
前
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
選
ぶ
の
に
苦
労
し

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
か
ら
は
、

毎
年
友
達
の
お
子
さ
ん
た
ち
に
も
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
を
作
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

心
掛
け
て
い
る
こ
と
や
こ
だ
わ
り
は
？

　
妥
協
せ
ず
に
、
手
を
抜
か
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
常
に
同
じ
味
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
も
ケ
ー
キ
も
そ
う
で
す
が
、

お
菓
子
の
場
合
は
グ
ラ
ム
数
を
正
確
に
量
り
ま

す
か
ら
、
味
は
あ
ま
り
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
い
つ
も
食
べ
て
く
だ
さ
る
方
に
、

作
り
手
が
変
わ
っ
た
か
ら
味
が
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
た
く
な
い
の
で
。
同
じ
味
、
同
じ
も
の
を

同
じ
よ
う
に
作
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
以
外
で
興
味
の
あ
る
こ
と
は
？

　
イ
タ
リ
ア
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
こ
れ
ま

で
に
５
回
行
き
ま
し
た
し
、
イ

タ
リ
ア
語
も
学
ん
だ
り
。「
コ

リ
カ
」
に
も
イ
タ
リ
ア
人
の
女

性
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
の
で
、
日

頃
も
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
料
理
も
好
き
で

す
。
イ
タ
リ
ア
へ
行
っ
て
か
ら

食
生
活
が
変
わ
っ
て
、
毎
日
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
パ
ス
タ
を
食

べ
て
ま
す
。
昔
は
和
食
で
ご
飯

食
ば
っ
か
り
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
ね
。
イ
タ
リ
ア
料
理
や
お
菓

子
の
本
を
日
本
か
ら
取
り
寄
せ

た
り
、
こ
っ
ち
で
買
っ
た
り
も
。

あ
と
キ
ッ
チ
ン
用
品
は
山
ほ

ど
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
パ
ス
タ
マ
シ
ン
も

も
ち
ろ
ん
持
っ
て
ま
す
。
新
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
・

レ
ス
ト
ラ
ン
が
で
き
た
と
聞
く
と
行
っ
て
み
た

り
し
て
、
デ
ザ
ー
ト
も
い
ろ
い
ろ
試
し
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
同
じ
お
店
で
長
く
働
い
て
い
る
と
視
野
が
狭

く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
何
軒
か
違
っ
た
お
店
で

働
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
の
お
菓
子
を
経
験

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
小
さ
な

お
店
を
持
ち
た
い
で
す
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き

な
の
で
カ
フ
ェ
で
も
。

　「
コ
リ
カ
」
に
は
い
つ
も
同
じ
も
の
を
注
文
さ

れ
る
方
が
い
ま
す
が
、
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

「
誕
生
日
と
言
え
ば
コ
リ
カ
で
し
ょ
う
！
」
と
い

う
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
そ
う

い
う
お
店
を
持
ち
た
い
で
す
ね
、
パ
ー

テ
ィ
ー
や
お
祝
い
の
席
に
花
を
添
え

ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　で
は
次
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
唐
澤
隼
人

（
か
ら
さ
わ
・
は
や
と
）
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。
友
人
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン
を
訪

ね
た
時
、
彼
が
そ
こ
で
働
い
て
い
て

知
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
ゆ

く
ゆ
く
は
自
分
の
お
店
を
出
し
た
い

と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
昨
年
末
、

念
願
か
な
っ
て
お
店
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
ま
し
た
。

　
僕
よ
り
も
年
下
な
ん
で
す
が
、
パ
ー

ス
へ
来
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
、

つ
い
に
自
分
の
店
を
持
つ
と
い
う
夢

を
実
現
し
た
先
輩
な
ん
で
す
。
良
い

励
み
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ 語学学校でクラスメートたちと一緒に

▲ イタリアでは友人の家族がいつも温かく迎えてくれる

▲ 調理師コースの先生からは多くのことを学んだ

▲ 調理師コースの先生とクラスメートたちと
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創作する、織物工芸家ジョン・パークスの展

示会。恩師、故エルシェ・ヴァン・ケッペル

の作品「ダーク・ナイト（暗い夜）」や恩師に

捧げる作品「無題：アフター・ダーク・ナイ

ト（暗い夜の後）」を展示。

開館時間：（月〜日）午前 10 時〜午後５時

■ Mirror：Exhibition by Jeannie Baker

７月５日（木）〜９月 28 日（金）

The State L ibrary of Western Aust ra l ia：

Alexander Library Bui lding, 25 Francis St , 

Northbridge

ジーニー・ベイカーのコラージュ作品展「ミ

ラー」。同名の絵本のストーリーに沿い、シド

ニーとモロッコに住む２人の男の子の生活か

ら見える文化や情景を映し出す。

開館時間：（月〜木）午前９時〜午後８時、（金）

午前９時〜午後５時 30 分、（土＆日）午前 10

時〜午後５時 30 分

■ The Big Top Olympics

７月９日（月）〜 21 日（土）午前 10 時 30 分、

午後 12 時 30 分、２時 30 分

Forrest Place：Murray St, Perth

ロンドンオリンピックを前に、パース市が企

画するスクールホリデー・イベント。100 ｍ

走、高飛び込みなどオリンピックで人気の種目

をはじめ、さまざまな競技を見せるエネルギッ

シュなショー。入場無料（ただし当日券が必要）。

チケット：Murray Street Mall（午前９時から配

布開始）

■ Kids' Cushion Concert

７ 月 11 日（ 水 ）、12 日（ 木 ）、20 日（ 金 ）、

21 日（土）午前９時 45 分＆午前 11 時 15 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

７月 13 日（金）・14 日（土）午前９時 45 分

＆午前 11 時 15 分

South Perth Civic Centre：Cnr of Sandgate St & 

South Tce, South Perth

WASO が主催する、子供にオーケストラの楽

器とクラシック音楽の楽しさを広めるイベン

ト。詳しくは www.waso.com.au で。

料金：＄12、１歳未満無料（ただし要チケット）

■ Play Me a Picture

７月 22 日（日）午後３時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

WASO とビジュアルアーティスト、フィル・

ドンコンによる６〜 13 歳向けのファミリーイ

ベント。カラフルなオーケストラ音楽に乗っ

て、フィルが白紙のキャンバスを驚く速さで

豪快な絵に変えていく。

料金：＄20、１歳未満無料

チケット：BOCS

■ Miss Lily's Fabulous Feather Boa

７月９日（月）〜 21 日（土）午前 10 時＆午

後１時（20 日は午後６時 30 分公演もあり）

Spare Parts Puppet Theatre：1 Short St , 

Fremantle

孤独で絶望したネズミカンガルーが、クロコ

ダイルのミス・リリーのホリデイハウスに宿

泊。えり巻きを巻いたミス・リリーがタンゴ

を踊り始めると魔法が起こり…。勇気と友情

を題材にした４〜 12 歳向けの人形劇。

料金：＄19.50

チケット：（08）9335-5044 ／ www.sppt.asn.

au

■ Hedda Gabler

７月 13 日（金）〜 28 日（土）午後８時（22

日は午後２時公演もあり）

Melville Theatre：Cnr of Stock Rd & Canning 

Hwy, Palmyra

イプセン作の「ヘッダ・ガブラー」。新婚旅行

から戻ったガブラー将軍の娘ヘッダと夫のユ

ルゲン・テスマンの元に、テスマンのライバ

ルやヘッダの旧友が現れ、新婚生活を乱し始

める。愛と憎しみ、夢と野望が渦巻く中、信

じるものを守り続けようとするヘッダを描く。

料金：大人＄18、コンセッション＄14

チ ケ ッ ト：（08）9330-4565 ／ bookings@

meltheco.org.au

■ Lucia di Lammermoor

７月 14 日（土）〜 21 日（土）午後７時 30 分

His Majesty's Theatre：825 Hay St, Perth

ウォルター・スコットの小説「ラマムアの花嫁」

を基にドニゼッティが作曲したイタリア語オ

ペラ「ランメルモールのルチア」。ルチアと兄

の仇敵（きゅうてき）エドガルドの悲恋物語。

料金：一般＄42.50 〜＄154.50、コンセッショ

ン＄37.50 〜＄134.50、子供（３歳〜 15 歳）

＄37.50 〜＄134.50

チケット：BOCS

■ Flight of the Conchords

７月 18 日（水）〜 20 日（金）午後８時

Challenge Stadium：100 Stephenson Ave, Mt 

Claremont

俳優、ミュージシャンとして活躍するニュー

ジーランド出身の二人組、ブレット・マッケ

ンジーとジェマイン・クレメントのフォーク・

コメディーショー。面白おかしい歌詞で観客

を爆笑の渦に巻き込む。

料金：＄86.70

チケット：Ticketmaster

■ Mundaring Truffle Festival

７月 28 日（土）・29 日（日）午前 10 時〜午

後５時

Mundaring Community Sculpture Park：Cnr of 

Jacoby & Nichol St, Mundaring

パースの東 40km に位置するマンダリンで開催

されるフェスティバル。西オーストラリア州

で収穫される黒トリュフの試食や料理のデモ

ンストレーションなど、企画が盛りだくさん。

料金：一般＄16、コンセッション＄14、子供（16

歳以下）無料

チケット：BOCS

■ Dark Arts：Exhibition by John Parkes

〜 10 月１日（月）

The Holmes À Court gallery, Vasse Felix winery：

Cnr of Tom Cullity Dr & Caves Rd, Cowaramup

染め物やプリント地を重ねたり縫い合わせて

BOCS

Tel:（08）9484	1133/1800	193	300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チ ケ ッ ト：www.waso.com.au WASO Box 

Office、または BOCS

□ Ravel's Piano Concerto

７月５日（木）午前 11 時

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

指揮者・尾高忠明とフランス出身のピアニス

ト、セドリック・ティベルギアンが WASO と

共演。演目はラヴェルのピアノ協奏曲ト長調

とメンデルスゾーンの交響曲第４番イ長調「イ

タリア」。

料金：一般＄25 〜＄55、コンセッション＄25

〜＄47、30 歳未満＄15 〜＄25

□ Ravel's Piano Concerto

７月６日（金）・７日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

指揮者・尾高忠明とピアニスト、セドリック・

ティベルギアンが WASO と共演。演目はエル

ガーの序曲「フロワッサール」、ラヴェルのピ

アノ協奏曲ト長調、リャードフの交響詩「魔

法にかけられた湖」、メンデルスゾーンの交響

曲第４番イ長調「イタリア」。

料金：一般＄30 〜＄82、コンセッション＄25

〜＄72、30 歳未満＄15 〜＄40

□ Mozart's Masterpiece

７月 27 日（金）午後２時

St Mary's Cathedral：17 Victoria Sq, Perth

“13 管楽器のためのセレナーデ”とも呼ばれ

る、モーツァルトのセレナーデ第 10 番変ロ長

調「グラン・パルティータ」。ほかに WASO

のジェーン・カーチャー＝リンドナーのファ

ゴット、同アンドリュー・ルーツのコントラ

バスで、テレマンの「６つのカノン風ソナタ」

からファゴットとコントラバスのための二重

奏曲を演奏。

料金：＄35

□ Brahms' German Requiem

８月３日（金）・４日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

オーストラリア出身の指揮者シモーネ・ヤン

グを迎えて、WASO 合唱団と共にブラームス

の宗教曲「ドイツ・レクイエム」とヴォルフ

ガング・リームの「記されたものの解読」を

披露。

料金：一般＄50 〜＄90、コンセッション＄45

〜＄80、30 歳未満＄20 〜＄40

■ Harbourside Concert Series

７月５日〜８月 23 日の毎木曜日午後７時 30 分

Albany Entertainment Centre：2 Toll Pl，Albany

パースの南東 400km に位置するアルバニーで、

７月から８月の木曜日に開催されるコンサー

トシリーズ。国内外のアーティストによる豪

華なラインナップ。18 歳未満は保護者の同伴

が必要。

料金：＄24.90

チケット：BOCS

■ LADY GAGA

７月７日（土）・８日（日）午後７時

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

グラミー賞を５回受賞したアメリカの歌手レ

ディー・ガガが来豪。最新アルバム「ボーン・

ディス・ウェイ」、過去のアルバム「ザ・フェ

イム」「ザ・モンスター」の収録曲を披露。最

高のパフォーマンスで観客を魅了する。

料金：＄83.10 〜＄450

チケット：Ticketek

■ Verbitsky Conducts WAYO

７月 14 日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

西オーストラリア青年オーケストラとロシア

出身の指揮者ウラディミール・ヴェルビツキー

が共演。演目はリストの交響詩「オルフェウス」

とピアノ協奏曲第１番、ラフマニノフの交響

的舞曲。

料金：一般＄25、コンセッション＄15、学生

＄10

チケット：（08）9328-9859 ／ www.wayo.net.au

■ Melissa Etheridge

７月 20 日（金）午後８時

Riverside Theatre, Perth Convent ion and 

Exhibition Centre：21 Mounts Bay Rd, Perth

アメリカのロック・シンガーソングライター、

メリッサ・エスリッジのオーストラリアツ

アー。ヒット曲「ブリング・ミー・サム・ウォー

ター」や「ノー・スーベニア」などを熱唱する、

２時間に及ぶパワフルなステージ。

料金＄97.85 〜＄128.60

チケット：Ticketek

■ Smashing Pumpkins

７月 26 日（木）午後７時

Challenge Stadium：100 Stephenson Ave, Mt 

Claremont

オルタナティブ・ロックを代表するアメリカ

のバンド、スマッシング・パンプキンズ。今

年６月にリリースした最新アルバム「オセア

ニア〜海洋の彼方（かなた）」に合わせた独特

のステージの上で、新曲や代表作を演奏する。

料金：＄89.50

チケット：Ticketmaster

■ Fiona Mariah

７月 28 日（土）午後２時＆午後７時 30 分

Regal Theatre：474 Hay St, Subiaco

テレビ番組「オーストラリアズ・ゴット・タ

レント」で注目を浴びた WA 州出身のオペラ

歌手フィオナ・マライア。フレディ・マーキュ

リーのインパーソネーター、トーマス・クレー

ンをスペシャルゲストに迎え、アルバム「バ

ルセロナ」のデュエット曲などを披露する。

料金：＄55 〜＄59

チケット：Ticketek

■ Judge's Winner of 2012 Sydney 

 International Piano Competition of  

 Australia

７月 30 日（月）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

1977 年以降４年ごとに開催されるシドニー国

際ピアニストコンクール入賞者によるリサイ

タル。入賞者の発表は７月 21 日。プログラム

詳細は www.abc.net.au/classic で。

料金：一般＄45 〜＄85、コンセッション＄40

〜＄80、学生＄25 〜＄65

チケット：BOCS

■ The School for Wives

７月３日（火）午後８時

Albany Entertainment Centre：2 Toll Pl, Albany

７月 11 日（水）〜 14 日（土）午後７時 30 分（14

日は午後２時 15 分公演もあり）

Heath Ledger Theatre, State Theatre Centre of 

WA：174-192 William St, Northbridge

17 世紀に書かれたモリエールのコメディー

「お嫁さんの学校」の翻案。結婚を望んでいる

が賢い女は自分を欺くと信じる男が、解決法

として、幼い女の子を純真で貞節な女性に育

てようとするが果たして？

料金：（アルバニー公演）一般＄59.50、コンセッ

ション＄53.50、学生＄24.90、子供（２〜 12

歳）＄19.90 ／（パース公演）一般＄60 〜＄90、

コンセッション＄55 〜＄75、学生＄25 〜＄40

チケット：BOCS

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

その他

フェスティバル

シアター

コンサート

© Tony McDonough
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ビジネスクラシファイド

JAS Migration Services
ビザコンサルタント
ビザのご相談はパース在住の日本人移民
コンサルタントにお任せください。
Suite 4, Level 7, Carillon City Office Tower 
207 Murray St Perth WA
TEL (08) 9322 6308 日本語 ( 担当 鈴木 )
jas_suzuki@iinet.net.au MARN:1173457

Rich & Co.
西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 )	/	0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 33 年 。
住 宅 売 買 、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
担当：細川貢司　携帯：0417-273-739
koji@altitudere.com.au ( 日本語 )
www.estatequest.com.au ( 日本語 website)

TENKADORI YAKITORI RESTAURANT
焼鳥レストラン「天下鳥」
Shop 5/502 Hay St. SUBIACO
(08)9382-2291 www.tenkadori.com.au
備長炭による焼鳥は格別。テイクアウト
も可。定番メニューとともに期間限定「鍋
焼きうどん」も是非お楽しみください。

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. PERTH /☎ (08) 9221-1001 
シ テ ィ 中 心。 日 本 食 品 の 品 揃 え 豊 富。
セール品多数。是非お立寄り下さい。

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25 〜

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、縮毛矯正）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08) 9221-1001 ストレスにはボディ、
指圧、リフレクソロジー等マッサージを。
経験豊富な日本人セラピスト常駐。飛入
歓迎。$40/30 分、$70/60 分。年中無休。

AI HAIRDRESSING
日本人美容師
☎ 0487-399-043 / mei20040816@yahoo.co.jp
日本の材料でのパーマ；ストレート；
カラー；ウェディングヘアメイク。
出張可能（費用別）カットカラー $80~
お気軽にお電話下さい。

Crown Karaoke Restaurant
クラウン カラオケ レストラン
60 Roe Street, Northbridge
完全個室。コンパニオンの手配をご希望
の際はご予約をおすすめします。
電話：045-9999-277
e-mail: loungeperth@hotmail.com

NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. NORTHBRIDGE, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
経験豊富なメカニックがお客様の大事な
お車を丁寧に定期点検一般修理メンテナ
ンス致します。技術力には自信がありま
す。牽引車有。日本人経営。ゆかまで

✽和接骨院 Nagomi Japanese Medicine✽
日本人柔道整復師
あなたの痛みや症状ぜひご相談下さい！
首・肩・腰・膝・各関節の痛み
寝違え・五十肩・ぎっくり腰・坐骨神経痛・
スポーツ外傷など
リハビリ・指圧・鍼（dry needling）
☎ 0430-008-284
診療時間：8:00-18:00 ( 木午前・日定休 )
220B Nicholson Rd, Subiaco

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パ ー マ、 カ ラ ー、 ヘ ナ、 ウ ェ デ ィ ン グ
ヘアメイク。カット $35 〜。ご予約はお
早めに！　営業時間：平日９時半〜３時
予約状況は　http://ryoko4hair.client.jp/

　　　　　　　  Roselle Hair Lounge
　　　　　　　　　   ロゼル ヘア ラウンジ
Shop1 448 Murray St. Perth
☎ (08)9321-3448 http://roselle.com.au
初回ご来店に限り、10％ OFF クーポン
ご利用頂けます。ホームページより印刷
してご持参下さい。祝日・火曜定休
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
   	 55 William St, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　U22 / Level 2, 111 Colin St
 　West Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　	パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
	 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Katsuhiro Shirakawa   
　 ☎ (08) 9455 3309

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
	 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth	  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■	 緊急電話／ Emergency Calls	 000
	 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
	 ② 住所と状況を伝える

■	 ガス／ Gas　　13 13 52

■	 水道／ Water　 13 13 75

■	 電気／ Electricity　 13 13 51

■	 番号案内／ Directory Assistance
	 　豪州国内　12 23 
	 　海外　12 25 

■	 電話の故障／ Telephone Faults
	 　一般家庭用　　13 22 03
	 　業務用　　13 29 99
	 　携帯電話　　018 018 111
	 　回線不良  （国内）　　11 00
	    　            	（国際）　　12 21

■	 タクシー／ Taxis
	 　スワン　　13 13 30
	 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。

編集長	 高橋　隆幸
Chief Editor	 Takayuki TAKAHASHI

翻訳	 スティックランド
Translator	 リヨーニ・レイ
	 Leonie Rae STICKLAND

	 ニック・ジョン
	 Nick JOHN

● 発行所  Published by

J-Forum Pty Ltd
PO Box 403 Osborne Park

WA 6017 Australia
TEL :1300 551 246

FAX : (+61 8) 9207 2523
info@janews.com.au
www.janews.com.au

JA NEWS 2012 年８月号は、７月 31 日 ( 火 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P 17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット

■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
Hanaro Mart
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
hair plus	
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant

Moisteane
Tenkadori
Toraya Restaurant
Zen Restaurant
■ Victoria Park
Japanese Cafe Ulara
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool	
Meijin Garage
■ West Perth
Consulate-General of Japan
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

                                                   （順不同）

Loi's
Macs Link
Maruyu
Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre
Pan Pacific Hotel	
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
Roselle Hair Lounge
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)

■ East Perth
Chanterelle at Jessica's
Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Leederville 
LUNA Cinema
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Sushi - Don
■ Mt Lawley
YUZU KAITEN SUSHI
ZAKKA BOX
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ドライバー募集中 

YS リムジン・ドライバー募集中。ハイヤー

カー・ミニバスの運転手、トレーニングい

たします。英会話初級可 ☎ 0438 362 877

********************************************************

キッチンスタッフを大募集 ! 

日本で 8 月から働ける方 

東京都港区新橋のアジアンキュイジーヌヘ

イマーケットではキッチンスタッフ ( 社員

候補 ) を募集中。8 月から勤務できる方。

未経験者可。シドニー在住約 10 年の経験

があるオーナーシェフのお店です。

☎ (61)3 3435 0678

Mail : hay-mk0678@krc.biglobe.ne.jp

かぶらぎまで

********************************************************

Sushi-YA Chatswood スタッフ募集

キッチンハンド・ホールスタッフ・寿司シェ

フ長期で働ける方。フルタイム・パートタ

イム、未経験でも OK!　時間帯など相談し

ます。賄い・ドリンク・チップ付き。お気

軽に連絡下さい。☎0430 720 523 中村まで。

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ、正社員募集 ! 

ニュートラルベイの「スシトレイン」「ス

シサムライ」ではキッチン、ホールスタッ

フ、正社員を募集中。一緒に頑張りたいと

いう方、ご連絡ください。

☎ 02-9908-8891 まで。

********************************************************

KURAKURA Japanese

Casual Dining スタッフ募集 

場所は City、China Town。 

☆キッチンハンド、シェフ

☆ホールリーダー経験者

☆レストランマネージャー経験者

ビジネスビザサポート有。新しくお店を創

り上げて頂ける元気ある方をお待ちしてい

ます !　興味のある方ご連絡ください。 

76 Ultimo Rd. Haymarket  

☎ 0422-938-968 とさまで 

オーストラリア・シドニー発

TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

美容師を大募集 !! 

Chatswood にオープンした Kayo Japanese 

Hair Design では、美容師を募集中です。英

語が苦手な方も 4 カ国語を話せる通訳がい

るので安心です。英語のレッスンもありま

す。詳細は☎ 0420 555 376、kayo まで。通

じない場合は TEXT か☎ 0426 233 318 まで

願います。

********************************************************

美容師募集

City、Chinatown の Japanese Hairsalon Take-

shi & Team では美容師を募集中。スタッフ

は全員フレンドリーで、楽しいサロンです。

塩崎 ☎ 0431 769 521

hairsalontakeshi@yahoo.co.jp

住所 :City mark level1 shop F1A, 683-689 

George St  

********************************************************

ヘアスタイリスト募集 

ローカルのお店で働きたいと思っている方、

まずはうちのお店で世界に通用するスタイ

リストを一緒に目指しませんか ?　英語で

対応出来る方、長期働ける方優遇。パート

タイムだけでも可。経験者のみ。

☎ 02 9904 3336 担当 Takumi。

********************************************************

デリバリ及び加工スタッフ

Botany にある食品加工工場 (Thanks Foods)

でデリバリ／工場内作業の加工スタッフ募

集中。平日 7:00~16:00。英語に自信がない

方でも安心して働ける職場です。未経験者

可。興味のある方はぜひお問い合わせくだ

さ い。 ☎ 02-9316-5833/5855、Email: info@

thanksfoods.com.au / NAOKI まで。

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

直ジャパニーズレストラン
117 Murray St. Perth

キッチンスタッフ募集

ワーキングホリデーの方は、長期（6 か月） 

働ける方、しっかりした調理経験のある

方。永住者は未経験も考慮します。

電話連絡の上、履歴書をお持ちください。

担当：たかよ　電話：9325-2090

********************************************************

キッチン＆ホールスタッフ募集。

長期間働けるかた希望。経験者優遇。

昼間だけのシフトもあります。

takaskitchen@bigpond.com

☎ 042-316-9997　タカ

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさび (Woodside)

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄20。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Hair in Carlisle

☎ 0448-610-963    tadatoyo@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問合せ下さい。７月８日

〜７月 29 日までホリデーの為お休みさせ

て頂きます。

********************************************************

女声合唱団 ミルキィーウェイ

メンバー募集中です。思いっきり歌って

日頃のストレスを吹き飛ばしてみません

か？ 楽しいティータイムもあります。

場所 :101 Kimbery St West Leederville

(Church) 時間 : 毎週金曜日 11:00 〜 13:00

連絡先：☎ 0401 328 965 初心者大歓迎！

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

その他

NSW 州　求人
＜ JENTA	Sydney より＞
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Dance course becomes compulsory 
curriculum in junior high schools:
Popular "street dance" is introduced 
into the class

From Apr i l  2012 ,  based  on  the  new 
education guidelines issued by the Ministry 
of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology (MEXT) in Japan, “dance” and 
“budo (traditional martial arts),” which have 
been carried out as elective courses, have 
become compulsory in the physical education 
courses of the first and second grade public 
junior high schools. Until now, the track and 
fi eld and the ball games were major physical 
education courses. However, from now on 
teachers and students will experience various 
types of sports including dance and martial 
arts. Especially for dance, it has been made 
compulsory from the viewpoint of putting 
children through various exercises in order 
to cultivate expression and communication 
abilities and enable them to choose forms of 
exercise that suit them in the future. 

Each school can select one or more dance 
courses from among the three: contemporary 
rhythmic dance such as hip-hop; folk dance; 
and creative dance. According to a MEXT 

Watch Japan NowWatch Japan Now
June 5, 2012

survey(*), the selection results were as 
follows: contemporary rhythmic dance 66.3% 
(623 schools), creative dance 48.8% (459 
schools), and folk dance 38.9% (366 schools). 
A sense of rhythm, physical strength, and 
flexibility will be built up through dance 
while feeling the enjoyment of dancing to 
the music and the pleasure of expressing 
ourselves. Among teenagers, “street dance” 
such as hip-hop is rapidly gaining popularity, 
and the number of  teen dancers  who 
participate in contests and events and even 
attend dance studios is on the increase. 

The fact that more than sixty percent of the 
junior high schools chose contemporary 

dance shows that many students who will 
be taught dance really want to learn it. In 
contrast, there are many voices of concern 
from physical-education teachers; “Can I 
teach popular street dance to students?” “Can 
I dance with rhythm?” and “I have never 
taught dance.” Reflecting these opinions of 
teachers and schools, local governments and 
private dance schools now offer lessons for 
teachers to learn or improve dance skills 
in order to reduce their burdens as much 
as possible when dance classes become 
compulsory. But teachers who participate in 
dance lessons seem to feel a physical limit 
to begin this kind of dance in their 40s and 
50s and are uneasy about teaching students 
who have more experience than they have. 
Some people who have had nothing to do 
with dance in their lives seem to fi nd it quite 
diffi cult to dance with music. 

For the compulsory dance course at junior 
high schools this time, some people wonder 
“Why hip-hop in a physical education class?” 
and have different opinions about it. In 
addition, the polarization in students seems to 
appear according to whether they have dance 
experience or not, or whether they are good 
at dance or not. In such a situation, how do 

teachers evaluate students fairly? Not only 
teachers but parents of students are worried. 
However, it is also certain that compulsory 
dance has just started, and moving the entire 
body to music can be a stimulus to both mind 
and body. It is gratifying that the number of 
children who are interested in various types 
and tempos of dance is increasing. It will 
be very interesting to see how dance classes 
will be conducted in junior high schools 
throughout the country in the future.

(Photographic images and text are not 
directly related.)

Reference:
(*)The Mainichi Shimbun (March 6, 2012) 

(Copyright 2012 Foreign Press Center/Japan)
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ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part	82	Tegan	Chubb
第 82 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

With July comes the start of the second 
half of the year, and also what I consider to 
be a turning point in my life as I face my 30th 
birthday. Although I don’t feel any different, 
the prospect of starting a new decade sure has 
made me think about a lot of things in my 

life. Questions as to the 
sort of lifestyle I want 
to lead, where I want to 
live, what career I want 
to pursue, and who I 
want to spend the rest of 
my life with… For some 
reason it feels as though 
I have to hurry up and 
decide. It’s not as though 
there is a deadline or 
anything, but I guess 
it really hits home that 
I am not gett ing any 
younger.

I’ve noticed a certain 
drive in myself over 
the past 12 months to 
start getting things in 
order, such as home, 
career, and relationships. 
Though these decisions 
I make now may change 
in the future, at least I 
feel as though I’ve done 
all the preparation I can 
now, and may relax as I 

　７月に入り、１年の半分が過ぎたわけ

だが、私自身も、人生の重大な転換点と

思っている 30 歳の誕生日を迎える。30 歳

になるからといって別に大きな違いは感

じないけれど、生きることに対して確か

にいろいろと考えることが多くなる。ど

んな生活を送りたいのか、これから先ど

こに住みたいのか、どんな仕事がしたい

か、これからの人生をどんな人と一緒に

過ごしたいか……なぜかこのようなこと

については急いで決めたくなる。別に締

め切りがあるわけでもないのに、もう若

くないんだという気持ちが強くて、それ

で早く決めなくちゃと思うのかな。

　去年の７月ぐらいからの１年間は、住ま

いやキャリア、恋愛などなど、それなりに

打ち込んでいろいろと決めた。決めたこと

はいつか変わるかもしれないけど、これで

30 歳になるための準備ができたような気

がして、何となく気持ちが落ち着く。

　これまでの 10 年間を振り返ってみると、

もちろん生活がものすごく変わった。10

年前、私はまだ学生で、ほとんど旅行に

出たことがないパースっ子だった。シェ

アハウスに住み、バイトして何とか食べ

られて、そういう生活をしながら勉強も

頑張っていた。今考えると、その時まだ

すごく若かった私には、生活するだけで

大変だった。知らないことが多いくせに

何でも知ってるふりをしていたけど！　

この 10 年で一番よく分かったことは、自

分がいかに世界のことを知らないかとい

うことだと思う。そして年を取れば取る

ほど、分からないことが増える気がする。

　しかし、あれから経験を重ね、さまざ

まな試練を乗り越え、たくさん泣いて、

たくさん笑って、たくさんのことを学ん

だ。いくつもテスト（試練）があって、

その後で教訓を与えてくれる人生は、厳

しい先生のようなものだ。自分の道がど

こに続いているのか誰も分からないけれ

ど、私はこれから先もずっとたくさんの

経験をし、その経験から学んでいくはず。

　30 歳の誕生日は 21 歳の次に大事な誕生

日だから、たいていの人はパーティーを

開いてお祝いをする。私の友達にも今年

30 歳になる人がたくさんいるので、パー

ティーが続いて楽しい１年間だ！　お祝

いの仕方にも、その人の個性がよく出る。

例えば別に何も準備をせず、１週間前ぐ

らいに招待を出してシンプルな集まりで

祝う人や、６週間も前から準備して豪華

なパーティーを開く人、パースを脱出し

て素敵な外国のロケーションで親しい人

たちだけで過ごす人も。また、シングル

の人はお洒落（しゃれ）なバーで、子供

のいる人は家で BBQ などなど……ほぼ同

じように祝った 21 歳の時から９年たって、

みんな別々の道を歩いてきて 30 歳になる

と、祝い方もそれぞれ違う。

　もし 20 年前の９歳の私が今の私の生活

を見たら、毎日がパーティーのようだと

思うだろう。親しい友達がみんな素晴ら

しい人ばかりで、素敵な家に住んで、好

きな車を運転して、仕事は大変だけどや

りがいがあって、毎日が充実していて本

当にラッキーだ。９歳の私は、20 年後に

こういう生活をしているとは想像もしな

かったと思う。だからどんなパーティー

をするにしても、これまでずっとそばに

いて、楽しい時も寂しい時もシェアして

くれた人たちと一緒にワイワイするだけ

で、私は十分満足だ。

　そしてお世話になった人の一人一人に

「今までずっとありがとう。これからの 30

年間もよろしくお願いします」と心から

の感謝を伝えたい。No man is an island（な

んぴとも一島嶼［とうしょ］にてはあら

ず＝人はたった一人で生きていけるもの

ではない、という意味のジョン・ダンの

言葉）で、私も今まで会った人みんなの

おかげでここにいる。そして今までの出

来事全てのおかげで今の私がいるのだか

ら、良くても、悪くても、全てに感謝。

これからの 30 年間はもっといろいろな出

来事を経験して、60 歳の誕生日に同じこ

とが言えたらいいね。

　そして、いつか若い人たちに知恵袋だ

と思われるように、これからもたくさん

いろいろなことを学びながら年を取って

いけますように！

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！

leave my twenties behind.

Looking back over the past decade, of 
course my entire life has changed substantially 
over the years. Ten years ago I was a young 
Perth uni student who had hardly been out of 
Perth. I lived in a sharehouse, just managed to 
make enough out of my retail job to feed and 
support myself, meanwhile doing my best to 
study for my degree. Thinking back to those 
times now, I was so young and naïve that it 
was tough for me just to get by in life. I knew 
so little, but pretended to know so much! 
Probably the most important thing I’ve come 
to realise over the years, is actually how very 
little I know about the world around me. I 
even feel as though the older I get, the less I 
understand.

But experiences have piled up since then, 
as I’ve had to overcome many diffi cult trials, 
crying lots and laughing lots along the way, 
while learning many valuable lessons. Life 
is a hard teacher, as you are always given the 
test fi rst and then the lesson comes after. We 
never know where our path may lead us to 
in life, but I’m sure that I still have a lot of 

experiences ahead of me to learn from.

As 30 is the next major birthday that comes 
after 21, for most people holding a party is a 
given. With a lot of my friends also turning 30 
this year, it’s set to be a great year! The way a 
person celebrates their thirtieth birthday really 
shows off their individuality. For example 
there are those who don’t do any preparation 
and then just invite people at the last minute 
to an informal gathering, those who plan for 
6 weeks in advance and throw an elaborate 
‘do’, as well as those who choose to escape 
overseas with just their intimate friends. 
Then there are the singles who choose a 
trendy bar for their location, while those with 
families and children may hold a BBQ party 
at home. Despite almost everyone I know 
holding similar events for their 21st birthday 
celebrations, nine years later by the time we 
all turn 30, our individual paths in life are 
refl ected in our style of party.

However going back 20 years to my nine 
year old self, I know I would think that every 
day of my life now would seem like a party. 
I am lucky enough to have amazing people 
as my friends, love where I live and enjoy 
driving a nice car, and although my job is very 
challenging at times, I have to admit that I do 
fi nd it fulfi lling. I would never have believed 
I would ever be in such a place. So however 
I choose to celebrate, I’ll be happy so long 
as I am with those people who were with me 
through the fun times and the sad times, who 
have shared so much with me over all these 
years.

I also want to express gratitude from the 
bottom of my heart, to all of the people who 
have contributed to my life in some way. No 
man is an island, and it is thanks to everyone 
who I have come into contact with over the 
years that I am where I am now. Everything 
that has happened in my life has made me 
the person that I am now, whether I have 
considered it to be good, or bad at the time, 
so I am thankful. I’m sure that I am still to 
experience so much more over the next 30 
years, and hope that I can look back at 60 and 
think the same thing.

May I learn so much in this lifetime as I 
grow old, that young people will one day think 
of me as a chie no fukuro (bag of wisdom)!

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you 
think. You can contact me on teganjanews@
gmail.com. I look forward to hearing from 
you!

▲ もう 2012 年だ…時間がたつのが早過ぎる！
I can't believe it is already 2012... How time flies!
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は
英
語
の
教
師
を
し
て
い
る
と
か
。

彼
女
は
授
業
の
終
わ
り
に
必
ず
「
授

業
が
面
白
か
っ
た
」
と
褒
め
て
く
れ

ま
す
。
私
の
説
明
に
も
、
相
づ
ち
を

打
ち
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
忙
し
い
た
め
、
時
々

休
む
の
で
、
ク
ラ
ス
の
進
度
に
つ

い
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。
結

局
、
次
の
学
期
で
も
う
一
度
、
初

心
者
ク
ラ
ス
を
や
り
た
い
と
希
望

し
て
い
ま
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、

彼
女
は
私
が
使
う
絵
カ
ー
ド
や
、

例
文
、
話
の
順
序
な
ど
の
教
授
方

法
に
着
目
し
て
、
英
語
教
師
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
評
価
し
て
く
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。（
続
く
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
第
二
の
人
生
、
と
よ
く
言
う
が
、

私
が
関
係
し
た
エ
ッ
セ
イ
・
サ
ー
ク

ル
の
一
員
に
、
定
年
を
過
ぎ
て
か
ら

日
本
語
教
師
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

方
が
い
る
。
決
し
て
順
風
で
は
な

か
っ
た
そ
の
体
験
は
、
多
く
の
方

に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

再
度
転
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

方
は
、
元
農
林
水
産
官
僚
の
岡
勝
さ

ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
目
黒
ユ
ネ
ス
コ
協

会
に
所
属
し
て
日
本
語
を
教
え
て

い
ま
す
。

　
日
本
語
教
師
に
な
っ
て
、
２
年

目
。
新
米
で
す
か
ら
苦
労
は
し
ま
す

が
、
楽
し
み
の
方
が
多
い
と
い
っ
た

ら
き
れ
い
ご
と
に
過
ぎ
る
で
し
ょ

う
か
。
私
の
所
属
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

は
、
主
婦
の
ほ
か
写
真
家
や
語
学
教

師
と
い
っ
た
自
由
業
の
人
た
ち
が

多
く
所
属
し
、
共
に
日
本
語
を
教
え

て
い
ま
す
。

　
週
に
１
、２
回
、
こ
れ
ら
の
人
た

ち
と
、
忙
し
く
汗
を
か
き
な
が
ら
、

学
習
者
と
と
も
に
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
時
に
は
学
習
者
の
反

応
に
驚
い
た
り
、
大
笑
い
し
た
り
、

言
っ
た
こ
と
が
理
解
し
て
も
ら
え

ず
、
焦
っ
て
言
い
換
え
て
み
た
り

と
、
持
ち
時
間
の
１
時
間
45
分
は
、

ア
ッ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
す
。
い

つ
も
笑
い
が
絶
え
ず
賑
（
に
ぎ
）
や

か
な
の
が
救
い
で
す
。

　
で
は
、
学
習
風
景
の
ひ
と
コ
マ
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
、
す
べ

て
手
づ
く
り
、
受
け
付
け
も
私
た

ち
教
師
が
行
い
ま
す
。
各
学
期
の

最
初
の
回
の
受
け
付
け
は
、
申
込

者
が
殺
到
し
て
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
２
回
目
、
３
回
目
に
な
る
と

申
込
者
は
減
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
日
本
の
大
学
に
留
学

中
の
青
年
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

申
請
す
れ
ば
、
授
業
料
を
あ
る
協

会
が
出
し
て
く
れ
る
の
で
、
こ
の

教
室
の
責
任
者
の
サ
イ
ン
が
ほ
し

い
、
授
業
料
は
い
く
ら
で
す
か
、

と
問
わ
れ
ま
し
た
。
１
回
３
０
０

円
で
す
か
ら
５
千
円
程
度
の
数
字

を
示
し
ま
し
た
が
、
彼
は
納
得
し

ま
せ
ん
。

　
言
葉
が
あ
ま
り
通
じ
な
い
者
同

士
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
も
必
死
に
説

明
し
ま
す
。
最
後
に
な
っ
て
、
彼
は

叫
び
ま
し
た
。「
こ
の
教
室
は
安
す

ぎ
る
、
素
晴
ら
し
い
！
」
と
。
彼
は

５
千
円
を
、
民
間
の
日
本
語
学
校
の

相
場
に
近
い
１
回
の
料
金
と
思
い

込
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
国
か
ら
来

た
、
別
の
あ
る
男
性
は
、
英
語
が
通

じ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ち
ら
は

日
本
語
で
教
え
る
か
ら
大
丈
夫
だ

と
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し

ま
し
た
。

　
実
際
、
最
初
の
段
階
は
絵
カ
ー
ド

や
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
す
か
ら
ホ
ン

ト
に
大
丈
夫
で
し
た
。

隔か
っ
か
そ
う
よ
う

靴
掻
痒
も
ま
た
楽
し

　
名
詞
文
か
ら
、
形
容
詞
文
、
動
詞

文
へ
と
進
ん
で
い
く
う
ち
に
、
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
違
い
な
ど
を
説
明
す
る

必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
時
々
英
語
で
説
明
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
段
階
で
彼
は
「
わ

か
り
ま
せ
ん
」
と
首
を
振
り
ま
す
。

日
本
語
で
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

既
習
語
を
使
っ
て
説
明
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
彼
が
わ
か
る
日
本

語
で
説
明
す
る
の
は
至
難
。
と
も
か

く
、
既
習
語
で
一
生
懸
命
説
明
し
ま

す
が
、
や
は
り
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
の
返
事
。

　
そ
し
て
彼
は
、
突
如
と
し
て
母
国

語
で
喋
（
し
ゃ
べ
）
り
始
め
、
な
か

な
か
止
ま
り
ま
せ
ん
。
や
っ
と
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
私
の
口
か
ら
出

た
言
葉
は
、
早
く
日
本
語
を
覚
え

て
、
私
に
も
わ
か
る
よ
う
に
話
し
て

く
だ
さ
い
、
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
彼

に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
、

意
思
の
通
じ
な
い
も
ど
か
し
さ
を

痛
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　
彼
は
、
カ
タ
カ
ナ
を
練
習
帳
に
書

い
て
く
る
宿
題
を
、
き
ち
ん
と
や
っ

て
き
ま
し
た
。
皆
が
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
前
の
授
業
で
「
か

な
」
が
読
み
書
き
で
き
な
け
れ
ば
、

日
本
語
は
上
達
し
ま
せ
ん
よ
と
強

く
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
で
す
。
皆
の

前
に
彼
の
ノ
ー
ト
を
掲
げ
、
大
い
に

褒
め
ま
し
た
。
彼
は
照
れ
な
が
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
し
ぐ
さ
を
し
て
、

子
守
の
合
間
に
勉
強
し
た
旨
を
説

明
し
、
同
級
生
の
温
か
い
笑
い
と
賞

賛
の
拍
手
に
顔
を
紅
潮
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ア
フ
リ
カ
南
部
か
ら
来
て
い
る

女
性
は
、
自
己
紹
介
で
、
東
京
で

［A regular feature by Teru GAMO　　English adaption by Leonie Stickland］

ones with adjectives and action verbs, it 
becomes necessary to explain such things as 
differences in nuance. When this happens, I 
sometimes explain in English. At that stage, 
the European student mentioned above 
would shake his head and say, ‘I don’t 
understand.’ If I endeavoured to explain in 
Japanese, I would have to use words that 
he had already learned. It was extremely 
difficult to explain in the sort of Japanese 
that he could comprehend. At any rate, I 
tried my best to explain, but he still replied 
that he did not understand.

Then, suddenly, he started to speak in 
his native tongue, and went on and on. 
When he stopped at last, the words that 
escaped my lips were, ‘Please hurry up 
and learn Japanese, and speak so that I, 
too, can understand!’ Of course, he did not 
understand me. It was a moment when we 
both were painfully aware of the frustration 
of being unable to communicate.

He faithfully completed his homework 
of writing the katakana syllabary (now 
used mainly for transliterating foreign 
words). Not all students are like that. At 
the previous class, I had strongly advised 
the students that their Japanese would not 
improve if they could not read and write 
the kana syllabaries. I held up the European 
student’s exercise book in front of everyone 
and praised him heartily. Making the gesture 
of holding a baby in his arms, he bashfully 
explained how he had studied in spare 
moments while babysitting, and he blushed 
at his classmates’ warmhearted laughter and 
admiring applause.

A w o m a n f r o m s o u t h e r n A f r i c a 
introduced herself as being an English 
teacher in Tokyo. At the end of each class, 
she always praised me, saying, ‘The class 
was interesting.’ She made agreeable 
responses as she listened to my explanations, 
as well.

This particular student was sometimes 
absent because she was so busy, and she had 
a hard time keeping up with the progress of 
the class. In the end, she now wants to repeat 
the beginners’ class next term. In hindsight, I 
suspect that she might have been evaluating 
me from her position as an English teacher, 
fixing her attention on the picture cards 
I used and on my teaching methodology, 
namely my examples, the order in which I 
introduced topics, and so on. 

(To be continued)

People often talk about having a second 
life, but there is one member of the essay 
circle with which I was involved who took 
up the challenge of becoming a teacher of 
Japanese. I decided to republish his essay 
here, as that individual’s experience, which 
was by no means plain sailing, is one that 
I think will serve as a useful reference for 
many people. The individual in question 
is Mr Masaru Oka, formerly a bureaucrat 
in the Ministry of Agriculture, Forestry 
and Fisheries, who now teaches Japanese 
in classes run by an NPO, the Meguro 
UNESCO Association.

This is my second year since becoming 
a Japanese language instructor. It would be 
too naïve to suggest that while I do struggle, 
being a novice, there are more joys than 
sorrows. Fellow instructors in the not-
for-profit organisation to which I belong 
include many self-employed people such 
as photographers and language teachers, as 
well as housewives, and we teach Japanese 
together.

Along with these colleagues, in a lather 
of sweat, I busily study Japanese once or 
twice per week with the learners. The hour 
and forty-five minutes of class time fly by in 
the wink of an eye, with me by turns being 
astonished or laughing uproariously at the 
learners’ reactions, or frantically trying to 
rephrase what I say when I have not made 
myself understood. It is a relief that the 
classes are so lively, the laughter never 
ceasing.

Now, let me introduce a couple of 
episodes from the class situation.

As we are volunteers, everything is 
done by our own hands, and we instructors 
process the applications, as well. There is a 
rush of applicants at the first session in every 
term, and it gets extremely crowded. By the 
second or third session, the number of new 
applicants dwindles. On one such day, a 
young man from overseas who was studying 
at a Japanese university came along. He 
explained that he wanted the signature of the 
person in charge of the classes, as a certain 
association would pay the class fees upon 
application, and I was asked how much the 
classes cost. As each session is 300 yen, I 
indicated a total of about 5,000 yen, but he 
was not convinced.

Neither of us was very fluent in the 
other’s language, and so I tried my hardest to 
explain. Finally, he shouted: ‘These classes 
are too cheap! It’s wonderful!’ He seemingly 
had been under the impression that 5,000 
yen was the cost of one session, which was 
close to the going rate for private Japanese 
language schools.

Another man, from a certain European 
country, did not understand English. I used 
gestures to reassure him that it would be 
all right, of course, because we taught in 
Japanese. In fact, he really was fine, as we 
used picture cards and gestures in the initial 
stages.

Even frustrations can be fun
As we progress from nominal sentences 

(like ‘I am Masaru,’ or ‘This is a book’) to 

A Bird's-Eye View of Japan

No. 74   Japanese class is in session! (Part 1) 

第
74
回
　
た
だ
今
、日
本
語
教
授
中
！
（
そ
の
１
）
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は
英
語
の
教
師
を
し
て
い
る
と
か
。

彼
女
は
授
業
の
終
わ
り
に
必
ず
「
授

業
が
面
白
か
っ
た
」
と
褒
め
て
く
れ

ま
す
。
私
の
説
明
に
も
、
相
づ
ち
を

打
ち
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
忙
し
い
た
め
、
時
々

休
む
の
で
、
ク
ラ
ス
の
進
度
に
つ

い
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。
結

局
、
次
の
学
期
で
も
う
一
度
、
初

心
者
ク
ラ
ス
を
や
り
た
い
と
希
望

し
て
い
ま
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、

彼
女
は
私
が
使
う
絵
カ
ー
ド
や
、

例
文
、
話
の
順
序
な
ど
の
教
授
方

法
に
着
目
し
て
、
英
語
教
師
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
評
価
し
て
く
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。（
続
く
）

News Photos from JAPAN

❶ TOKYO
Tokyo High Court grants 
retrial to Nepalese man
Radha Mainali (2nd from R, front row) and her 
daughters Mithila (R, front row), 20, and Alisha 
(3rd from R, front row), 18, react in front of the 
Tokyo High Court on June 7, 2012, after hearing 
that the court decided to reopen a high-profi le 
murder case in which their husband and father 
-- Govinda Prasad Mainali -- was sentenced to 
life imprisonment for killing a Japanese woman 
in 1997 in Tokyo. A lawyer (L) defending Mainali 

holds a banner that reads, "Start (of retrial) 
granted." Mainali's family arrived in Japan from 
Nepal the previous day.

❷ ASHORO
Giant Japanese butterburs
Children stand with giant Japanese butterburs 
known locally as rawanbuki in Ashoro, 
Hokkaido, on June 24, 2012. Rawanbuki soar 
over 2 meters in height when fully grown.

❸ TOKYO
Shiseido to sell 1 million yen 
skin cream
Photo shows a special version of La Creme, 
an ultrarich skin cream in a crystal container 
to be sold by Shiseido Co. for 1.05 million 
yen ($13,200) apiece to commemorate the 
30th anniversary of the launch of its top-end 
cosmetics line, Cle de peau BEAUTE. The 
Japanese cosmetics producer will accept 
reservations for only three units of the luxury 
cream between Aug. 30 and Sept. 20, 2012. 

❹ TOKYO
Protesters rally against 
nuclear power resumption
Demonstrators hold a rally in front of the prime 
minister's offi ce in Tokyo on June 22, 2012, 
over the government's decision to reactivate 
idled nuclear reactors for the fi rst time since the 
Fukushima nuclear crisis. 

　　　　　　　　　　　 Source : Kyodo News
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